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第１章 調査の概要 
１ 調査の目的 

令和５年度に策定する「第９期豊田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和
６年度～令和８年度）」（以下「第９期計画」といいます。）に、市民及び関係機関の意見
を反映させるとともに、高齢者を取り巻く状況について基礎資料を得るため、各種調査
を行いました。 
 

２ 調査方針 

□ 調査項目設定の方針 
第８期豊田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の重点施策の進捗及び前回調査

からの経年変化を確認するために、前回の調査項目を基本とした内容にしました。第９
期計画において、新たに検討が必要と思われる視点については、項目を追加しました。 

 
□ 調査の設問数 
回答者の方の負担に配慮し、豊田市が実施した各種調査結果の活用等により設問を厳

選し、設問数をなるべく少なく設定しました。 
 

３ 調査方法 

高齢者や認定者など当事者、ケアマネジャーや事業者など関係機関にアンケート調査
を行うとともに、統計データ・既存の市のアンケート調査などの活用を図りました。 
主な調査内容は次の通りです。 
 
○アンケート調査 
・調査対象（R4.９.１現在） 

高齢者 65歳以上（要支援等・要介護と認定されていない）の人 

要支援・事業対象者 要支援と認定されている人、及び、介護予防・生活支援サービ
ス事業対象者 

要介護認定者 要介護と認定されている人 

事業者 市内の介護サービス事業者（法人単位） 

ケアマネジャー 市内の居宅介護支援事業所のケアマネジャー 
（73事業所に２枚配布） 

＊高齢者、要支援・事業対象者、要介護認定者は、対象者から無作為抽出 
＊事業者は全法人、ケアマネジャーは全居宅介護支援事業所に配布  
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・調査方法等 

各アンケート共通 

郵送配布・郵送回収（事業者及びケアマネジャー調査は、一部
WEB回答あり） 
調査基準日 令和４年９月１日 
令和４年 9～10月に実施 

 

・主な設問 

高齢者 属性、日常生活、社会参加、生きがいや楽しみ、住まいや医療・
看護、高齢者福祉 

要支援・事業対象者 属性、日常生活、社会参加、生きがいや楽しみ、高齢者福祉 

要介護認定者 属性、施設での生活、在宅での生活、主な介護者、高齢者福祉 

事業者 法人について、運営、介護職員の人材、業務の効率化・生産性
向上、地域での活動、高齢者福祉 

ケアマネジャー 法人・回答者の属性、業務やケアプラン、多職種連携・研修、
高齢者福祉、情報通信技術の活用 

 

・回収結果 
 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

高齢者 3,000 2,259 75.3% 2,259 75.3% 

要支援・事業対象者 2,000 1,416 70.8% 1,362 68.1% 

要介護認定者 2,000 1,256 62.8% 1,242 62.1% 

事業者 171 133 77.8％ 132 77.2% 

ケアマネジャー 75事業所 112 － 112 － 
＊Ｗｅｂを通じた回答は、事業者 44、ケアマネジャー16 
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４ 集計・分析にあたって 

○ 回答の比率は、その設問に該当する回答者数を基数（ｎ）として算出しました。し
たがって、複数回答の設問については、すべての比率を合計すると 100％を超えます。 

○ 回答率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しました。したがって、単数回答の
場合であっても、比率の合計が 100％にならない場合があります。 

○ 本報告書の表、グラフ等の見出しおよび文書中での回答選択肢は、本来の意味を損
なわない程度に省略して掲載している場合があります。 

○ 各クロス集計には、年齢、性別、居住地域、世帯状況等について無回答があります。 
○ 居住地域は、下図の通り８つの日常生活圏域ごとに集計しています。 

 

・豊田市の日常生活圏域 

 

 

 

 

 

  

挙 母 

高 岡 

上 郷 

猿 投 

松平・下山 

足助・旭・稲武 

藤岡・小原 

高 橋 
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第２章 高齢者アンケート 
１ 回答者の属性 

（１）性別 
n=2,259 

回答者は、「男性」が 50.1％、「女性」48.8％となっています。 
 

 
 

 

（２）年齢 
n=2,259 

「70～74歳」が 29.6％と最も高く、次いで「65～69歳」が 24.5％、「75～79歳」が
23.2％となっています。 

 

  

50.1 48.8 1.1

0 20 40 60 80 100 (%)

男性 女性 無回答

24.5 

29.6 

23.2 

14.8 

5.5 

1.3 

1.0 

0 10 20 30 40 50

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

（％）
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（３）居住地域 
n=2,259 

「挙母」が 25.6％と最も高く、次いで「高岡」が 18.7％、「高橋」が 14.7％、「猿投」が
13.9％となっています。 

 

 

  

25.6 

14.7 

9.9 

18.7 

13.9 

3.9 

5.2 

5.7 

2.3 

0 10 20 30 40 50

挙母

高橋

上郷

高岡

猿投

松平・下山

藤岡・小原

足助・旭・稲武

無回答

（％）
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（４）世帯 
n=2,259 

「高齢者のみの世帯（65 歳以上の方のみの世帯）」が 43.0％と前回より増加してい
ます。 
年齢別でみると、85歳以上で「その他の世帯」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

 

  

10.1

9.4

39.7

43.0

49.8

46.3

0.5

1.2

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

ひとり暮らし（本人のみの単身世帯）
高齢者のみの世帯（65歳以上の方のみの世帯）
その他の世帯（子どもなどとの同居世帯）
無回答

単位：%

n

ひとり暮
らし（本
人のみ
の単身
世帯）

高齢者
のみの
世帯
(65歳
以上の
方のみ
の世帯)

その他の
世帯(子
どもなど
との同居
世帯)

無回答

年 65～74歳 1,223 8.8 44.7 46.2 0.2
75～84歳 859 10.9 44.5 44.1 0.5

齢 85歳以上 154 7.1 26.6 64.9 1.3
挙母 578 11.4 43.9 44.5 0.2

日 高橋 333 9.9 44.1 45.0 0.9
常 上郷 224 8.9 38.4 52.2 0.4
生 高岡 422 8.3 43.1 48.1 0.5
活 猿投 314 8.0 45.9 45.9 0.3
圏 松平・下山 89 13.5 39.3 47.2 0.0
域 藤岡・小原 118 5.9 44.1 50.0 0.0

足助・旭・稲武 128 7.8 45.3 46.1 0.8
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（５）介護や援助をしてくれる家族等の居住地 

■ あなたに介護が必要になった時に、主となって介護や援助をしてくれる
家族・親族・友人等は、どこに住んでいますか。（○は１つ） 

n=2,259 
「同居している、隣近所」が 55.7％と最も高くなっています。 
年齢別でみると、85 歳以上で「同居している、隣近所」の割合が他の年代と比べて高く

なっています。日常生活圏域別では、松平・下山、藤岡・小原、足助・旭・稲武で「日帰り
で帰れるところ」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

 

  

57.5

55.7

6.1

7.6

12.7

14.4

8.3

8.6

2.8

2.3

9.9

9.6

2.6

1.8

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

同居している、隣近所
車などで10分かからないところ
車などで10～30分以内のところ
日帰りで帰れるところ
遠方で日帰りは難しいところ
介護や援助を期待できる人はいない
無回答

単位：%

n

同居して
いる、隣
近所

車などで
10分か
からない
ところ

車などで
10～30
分以内
のところ

日帰りで
帰れると
ころ

遠方で
日帰りは
難しいと
ころ

介護や
援助を
期待でき
る人はい
ない

無回答

年 65～74歳 1,223 55.6 7.7 14.0 9.2 2.5 10.2 0.9
75～84歳 859 54.2 8.0 16.3 8.4 2.4 9.8 0.8

齢 85歳以上 154 71.4 5.2 9.7 7.1 0.6 3.9 1.9
挙母 578 55.2 9.3 16.3 6.9 1.6 9.7 1.0

日 高橋 333 54.4 11.1 15.3 7.5 3.3 7.8 0.6
常 上郷 224 60.7 9.4 12.1 4.5 1.8 11.6 0.0
生 高岡 422 59.2 7.6 14.9 7.6 0.9 8.5 1.2
活 猿投 314 55.7 5.7 14.6 7.6 5.1 10.2 1.0
圏 松平・下山 89 53.9 3.4 15.7 14.6 2.2 9.0 1.1
域 藤岡・小原 118 58.5 3.4 8.5 19.5 1.7 7.6 0.8

足助・旭・稲武 128 53.9 1.6 11.7 18.8 3.1 8.6 2.3
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２ 日常生活について 

（１）日常生活や運動 

■ 日常生活や運動についてはいかがですか。（それぞれ１つずつ○） 

n=2,259 

①日常生活等で、階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

「手すりや壁などを使わずに、階段を昇っている」が 68.4％で、前回と比べて大きな変化
はみられません。 
年齢別でみると、85 歳以上で「手すりや壁などを使わないと、階段を昇れない」の割合が

他と比べて高くなっています。性別でみると、女性で「手すりや壁などを使わないと、階段を昇
れない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

68.0 

68.4 

8.3 

8.7 

21.2 

21.3 

2.4 

1.6 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

手すりや壁などを使わずに、階段を昇っている
手すりや壁などを使わなくても、階段を昇ることはできるが、階段を昇る機会がない
手すりや壁などを使わないと、階段を昇れない
無回答

単位：%

n

手すりや
壁などを
使わず
に、階段
を昇って
いる

手すりや
壁などを
使わなく
ても、階
段を昇る
ことはで
きるが、
階段を
昇る機
会がない

手すりや
壁などを
使わない
と、階段
を昇れな
い

無回答

年 65～74歳 1,223 79.4 7.2 13.2 0.2
75～84歳 859 60.3 10.4 27.5 1.9

齢 85歳以上 154 35.7 12.3 51.9 0.0
性 男性 1,132 72.9 9.1 17.5 0.5
別 女性 1,102 65.3 8.3 25.2 1.1
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②１５分位続けて歩いていますか 

「15分続けて歩くことができる」が 81.1％で、前回と比べて大きな変化はみられません。 
年齢別でみると、85 歳以上で「歩くことはできるが、15 分続けて歩くことがない」「15 分

続けて歩くことがない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

 

  

82.2 

81.1 

12.4 

13.2 

3.7 

4.5 

1.8 

1.1 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

１５分続けて歩くことができる
歩くことはできるが、１５分続けて歩くことがない
１５分続けて歩くことができない
無回答

単位：%

n

１５分
続けて歩
くことがで
きる

歩くこと
はできる
が、１５
分続けて
歩くことが
ない

１５分
続けて歩
くことがで
きない

無回答

年 65～74歳 1,223 85.4 12.5 1.8 0.2
75～84歳 859 80.3 13.5 5.8 0.3

齢 85歳以上 154 61.0 19.5 19.5 0.0
性 男性 1,132 81.4 14.2 4.2 0.2
別 女性 1,102 82.3 12.4 4.9 0.4
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③過去 1年間に転んだ経験がありますか 

「１度ある」が 17.6％で、前回と比べて大きな変化はみられません。 
年齢別でみると、85歳以上で「何度もある」「１度ある」の割合が他と比べて高くなってい

ます。性別でみると、女性で「ない」の割合が他と比べて低くなっています。 
 

 
 

 
 

 

 

  

6.3 

6.1 

15.5 

17.6 

76.3 

75.1 

1.8 

1.2 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

何度もある １度ある ない 無回答

単位：%

n 何度もあ
る

１度ある ない 無回答

年 65～74歳 1,223 4.7 14.8 80.3 0.2
75～84歳 859 7.1 20.0 72.4 0.5

齢 85歳以上 154 13.0 27.3 59.1 0.6
性 男性 1,132 5.6 15.5 78.6 0.3
別 女性 1,102 6.8 20.0 72.9 0.4
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④歯の数と入れ歯の利用状況 

「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」が 36.5％と、前回より増加しています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」の

割合が他と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

  

19.2 

20.7 

31.4 

36.5 

36.6 

32.0 

9.3 

8.8 

3.5 

2.0 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用
自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし
自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用
自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし
無回答

単位：%

n

自分の
歯は20
本以
上、かつ
入れ歯
を利用

自分の
歯は20
本以
上、入れ
歯の利
用なし

自分の
歯は19
本以
下、かつ
入れ歯
を利用

自分の
歯は19
本以
下、入れ
歯の利
用なし

無回答

年 65～74歳 1,223 20.0 44.0 25.4 9.9 0.7
75～84歳 859 22.7 30.4 38.0 7.5 1.5

齢 85歳以上 154 16.2 15.6 56.5 8.4 3.2
性 男性 1,132 22.3 34.7 32.6 9.6 0.8
別 女性 1,102 19.4 38.9 32.0 8.1 1.5
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⑤お茶や汁物等でむせることがありますか 

「はい」が 26.4％で、前回よりやや増加しています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「はい」の割合が高くなっています。 

 

 

 
 
 

⑥物忘れが多いと感じますか 

「はい」が 40.3％で、前回と比べて大きな変化はみられません。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「はい」の割合が高くなっています。 

 

 
  

23.5 

26.4 

74.7 

72.7 

1.8 

0.9 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

はい いいえ 無回答

単位：%
n はい いいえ 無回答

年 65～74歳 1,223 22.5 77.4 0.1
75～84歳 859 30.3 69.6 0.1

齢 85歳以上 154 39.0 61.0 0.0
性 男性 1,132 27.9 72.0 0.1
別 女性 1,102 25.1 74.8 0.1

39.9 

40.3 

58.0 

57.9 

2.1 

1.7 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

はい いいえ 無回答

単位：%
n はい いいえ 無回答

年 65～74歳 1,223 35.2 64.3 0.5
75～84歳 859 46.2 52.3 1.5

齢 85歳以上 154 52.6 46.8 0.6
性 男性 1,132 41.3 57.9 0.9
別 女性 1,102 39.8 59.3 0.9
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⑦バス・電車を使って 1人で外出していますか 

「外出できるがしていない」が 15.6％と、前回と比べて増加しています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「外出できるがしていない」「外出できない」の割

合が高くなっています。性別でみると、女性で「外出している」の割合が他と比べて低くなって
います。 

 
 

  

85.3 

80.0 

10.4 

15.6 

3.4 

3.3 

1.0 

1.1 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

外出している 外出できるがしていない 外出できない 無回答

単位：%

n
外出して
いる

外出でき
るがして
いない

外出でき
ない

無回答

年 65～74歳 1,223 85.5 12.6 1.0 0.9
75～84歳 859 76.6 17.9 4.5 0.9

齢 85歳以上 154 58.4 24.0 14.3 3.2
性 男性 1,132 83.0 13.7 2.4 1.0
別 女性 1,102 77.7 17.2 4.0 1.2
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⑧自分で食品・日用品の買い物をしていますか 

「買い物している」が 84.9％で、前回と比べて大きな変化はみられません。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「買い物している」の割合が低くなっています。性

別でみると、男性は「買い物できるがしていない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

 

  

85.6 

84.9 

12.3 

12.8 

1.5 

1.5 

0.6 

0.8 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

買い物している 買い物できるがしていない 買い物できない 無回答

単位：%

n
買い物し
ている

買い物で
きるがし
ていない

買い物で
きない

無回答

年 65～74歳 1,223 89.6 8.9 0.6 0.9
75～84歳 859 81.0 17.1 1.2 0.7

齢 85歳以上 154 68.8 20.8 9.7 0.6
性 男性 1,132 77.1 20.7 1.4 0.8
別 女性 1,102 93.0 4.8 1.4 0.8
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（２）健康状態 

■ あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

n=2,259 
「まあよい」が 71.8％、「とてもよい」が 13.9％で、前回と比べて大きな変化はみられませ

ん。 
年齢別でみると、85 歳以上で「あまりよくない」の割合が他と比べて高くなっています。幸

せ感別でみると、０～４は「あまりよくない」「よくない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

 

  

13.1 

13.9 

71.4 

71.8 

12.8 

11.9 

2.0 

1.4 

0.6 

1.1 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

単位：%

n とてもよ
い

まあよい あまりよく
ない

よくない 無回答

年 65～74歳 1,223 17.3 73.6 7.0 1.2 0.9
75～84歳 859 10.6 70.9 15.9 1.5 1.0

齢 85歳以上 154 6.5 65.6 23.4 2.6 1.9
性 男性 1,132 14.0 71.2 12.0 1.8 1.0
別 女性 1,102 13.9 72.9 11.1 1.1 1.1

９～10 582 27.5 64.8 6.5 0.3 0.9
７～８ 918 11.0 78.3 9.5 0.7 0.5
５～６ 537 6.7 74.7 15.6 1.3 1.7
０～４ 148 2.7 55.4 30.4 10.1 1.4

幸
せ
感
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（３）生活上の悩みや不安の相談先 

■ あなたは、生活上の悩みや不安を、主に誰（どこ）に相談していますか。
（あてはまるものすべてに○） 

n=2,259 
「家族や親戚」が 77.8％と最も高く、次いで「友人・知人（職場の人、となり近所の人

など）」が 28.1％、「病院や診療所などの医療関係者」が 15.0％となっています。なお、
「相談はしない」が 12.5％となっています。 
性別・年齢別でみると、65～74 歳と女性は「友人・知人」の割合が他と比べて高くなっ

ています。幸せ感別では、０～４で「相談相手がいない」「相談はしない」の割合が他と比
べて高くなっています。 

 

  

77.8 

28.1 

1.4 

1.0 

15.0 

2.0 

0.2 

3.1 

12.5 

1.2 

0 20 40 60 80 100

家族や親戚

友人・知人（職場の人、となり近所の人など）

自治区の役員・民生委員児童委員

市役所や社会福祉協議会等の窓口

病院や診療所などの医療関係者

福祉施設や地域包括支援センターなどの福祉関係者

ボランティアやＮＰＯ等

相談相手がいない

相談はしない

無回答

（％）
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単位：%

n

家族や
親戚

友人・知
人（職
場の人、
となり近
所の人
など）

自治区
の役員・
民生委
員児童
委員

市役所
や社会
福祉協
議会等
の窓口

病院や
診療所
などの医
療関係
者

福祉施
設や地
域包括
支援セン
ターなど
の福祉
関係者

ボランティ
アやＮＰ
Ｏ等

相談相
手がいな
い

相談はし
ない

無回答

年 65～74歳 1,223 77.4 32.3 1.1 1.2 12.3 1.3 0.2 3.1 13.4 1.0
75～84歳 859 77.2 24.4 1.6 0.6 17.2 2.9 0.2 3.0 11.9 1.5

齢 85歳以上 154 84.4 14.9 1.9 1.9 23.4 2.6 0.0 3.2 8.4 0.6
性 男性 1,132 74.7 20.1 1.7 1.3 17.1 2.1 0.4 3.9 16.3 1.4
別 女性 1,102 81.0 36.4 1.1 0.7 12.7 1.9 0.0 2.2 8.5 0.9

９～10 582 81.1 26.1 1.4 0.9 12.2 1.2 0.3 1.4 14.1 1.0
７～８ 918 83.8 32.6 1.4 0.8 16.6 2.4 0.1 1.1 8.1 0.8
５～６ 537 71.9 24.8 1.7 1.3 15.6 1.3 0.0 3.9 15.5 1.9
０～４ 148 55.4 18.9 1.4 2.7 15.5 5.4 0.0 16.9 21.6 1.4

幸
せ
感
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（４）孤独・孤立対策にあると良いと思う支援 
■ 近年、職場や家庭、地域で人々の関わり合い支え合う機会が減少してきて

おり、孤独・孤立の問題が顕在化してきています。孤独・孤立対策として
どのような支援があると良いと思いますか。（あてはまるものすべてに
○） 

n=2,259 
「身近な場所に居場所・交流の場を設ける」が 43.0％と最も高く、次いで「人と人が知り

合う（つながる）機会を設ける」が 36.7％、「相談先や居場所・交流の場の情報提供を
する」が 33.8％、「身近な場所に相談窓口を設ける」が 33.7％となっています。 

 

 

  

33.8 

33.7 

43.0 

10.9 

21.5 

36.7 

9.8 

6.3 

0 10 20 30 40 50

相談先や居場所・交流の場の
情報提供をする

身近な場所に相談窓口を設ける

身近な場所に居場所・交流の場を設ける

インターネット等を活用した交流ができるよう、
デジタル機器の使い方の支援を行う

地域やボランティアなどによる訪問、見守りを行う

人と人が知り合う（つながる）機会を設ける

支援は必要ない

無回答

（％）
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単位：%

n

相談先
や居場
所・交流
の場の情
報提供
をする

身近な
場所に
相談窓
口を設け
る

身近な
場所に
居場所・
交流の
場を設け
る

インター
ネット等
を活用し
た交流が
できるよ
う、デジ
タル機器
の使い方
の支援を
行う

地域や
ボランティ
アなどに
よる訪
問、見
守りを行
う

人と人が
知り合う
（つなが
る）機
会を設け
る

支援は
必要な
い

無回答

年 65～74歳 1,223 37.4 34.0 45.4 13.9 22.6 38.3 10.0 4.2
75～84歳 859 29.9 34.7 41.8 8.0 20.3 36.2 9.2 7.3

齢 85歳以上 154 27.3 26.6 29.9 3.9 16.9 26.6 11.0 16.2
外 ほとんど外出しない 95 24.2 26.3 26.3 3.2 21.1 25.3 13.7 11.6
出 週１日 215 22.8 33.5 38.6 7.0 16.3 34.4 11.2 9.8
頻 週２～４日 1,056 34.8 34.7 43.6 11.0 21.5 36.3 8.0 6.7
度 週５日以上 814 36.6 34.4 45.9 12.7 24.0 40.0 10.9 3.4
世 ひとり暮らし 213 27.7 37.1 33.3 9.4 20.7 26.3 13.6 8.9

高齢者のみの世帯 971 34.0 34.3 45.0 11.5 21.6 38.3 9.2 4.9
帯 その他の世帯 1,047 34.9 32.7 43.2 10.7 21.3 37.4 9.6 6.7
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（５）インターネットで使用している情報通信機器 

■ あなたがインターネットを利用するために使用する情報通信機器は何で
すか。（○は３つまで） 

n=2,259 
「スマートフォン」が 55.3％と最も高く、次いで「パソコン」が 29.7％となっています。「インタ

ーネットを利用していない」は 23.9％です。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「インターネットを利用していない」「携帯電話

（スマートフォンを除く）」の割合が高くなっています。性別では、男性は「パソコン」の割合が
女性と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

  

55.3 

21.9 

8.3 

29.7 

0.5 

23.9 

4.1 

0 20 40 60 80 100

スマートフォン

携帯電話

タブレット

パソコン

ゲーム機

インターネットを利用していない

無回答

（％）

単位：%

n

スマート
フォン

携帯電
話（ス
マートフォ
ンを除
く）

タブレット パソコン ゲーム機 インター
ネットを
利用して
いない

無回答

年 65～74歳 1,223 71.0 14.6 11.6 38.3 0.6 15.7 1.7
75～84歳 859 41.1 29.3 5.0 21.9 0.3 31.3 5.8

齢 85歳以上 154 14.3 34.4 1.3 7.8 1.3 48.7 12.3
性 男性 1,132 56.5 21.7 9.5 45.3 0.4 21.1 2.7
別 女性 1,102 54.8 21.5 7.2 14.2 0.6 26.8 5.2
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（６）インターネットを利用する目的 

■ あなたはインターネットを何に利用していますか。（あてはまるものすべ
てに○） 

n=2,259 
「家族・友人などとの連絡（電話や電子メール）」が58.1％と最も高く、次いで「情報収

集」が 40.9％です。 
年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて「家族・友人などとの連絡」「情報収集」など総

じて割合が高くなっています。性別では、男性で「情報収集」の割合が他と比べて高くなって
います。幸せ度別では０～４で「利用していない」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

  

58.1 

24.0 

23.1 

40.9 

17.9 

5.3 

6.3 

12.0 

8.7 

29.0 

4.4 

0 20 40 60 80 100

家族・友人などとの連絡（電話や電子メール）

SNS（LINE、Facebook、
Twitter、Instagramなど）の利用

動画の視聴

情報収集

買い物（ネットショッピング）

オンラインゲーム

ネットバンキング・オンライン決済

民間サービスの予約・申請・届出
（飲食店や宿泊施設の予約、保険の申込みなど）

公共サービスの予約・申請・届出
（公共施設の予約、証明書の交付申請など）

利用していない

無回答

（％）
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単位：%

n

家族・友
人などと
の連絡
（電話
や電子
メール）

ＳＮＳ
の利用

動画の
視聴

情報収
集

買い物
（ネット
ショッピン
グ）

オンライ
ンゲーム

ネットバ
ンキング・
オンライ
ン決済

民間サー
ビスの予
約・申
請・届出
（飲食
店や宿
泊施設
の予約、
保険の
申込み
など）

公共サー
ビスの予
約・申
請・届出
（公共
施設の
予約、証
明書の
交付申
請など）

65～74歳 1,223 69.4 32.9 33.1 54.5 25.6 7.4 9.9 18.2 12.3
75～84歳 859 47.8 15.3 12.7 27.8 8.7 3.3 2.3 5.1 4.5
85歳以上 154 27.9 3.2 2.6 8.4 8.4 0.6 0.6 0.6 2.6
男性 1,132 57.7 24.4 26.2 49.8 23.0 5.1 9.1 16.9 12.5
女性 1,102 59.0 23.8 20.1 32.3 12.8 5.6 3.5 7.0 4.8
９～10 582 63.2 24.2 24.4 42.1 19.1 6.9 7.0 13.4 10.5
７～８ 918 63.0 28.4 25.9 46.5 20.6 5.3 7.1 13.7 9.9
５～６ 537 50.8 18.6 19.7 35.0 14.2 4.1 4.7 9.5 6.3
０～４ 148 38.5 20.9 16.9 29.1 14.9 4.1 6.8 8.1 5.4

単位：%

n 利用して
いない

無回答

65～74歳 1,223 18.3 2.0
75～84歳 859 38.6 6.4
85歳以上 154 59.7 11.0
男性 1,132 26.6 3.0
女性 1,102 31.3 5.5
９～10 582 23.9 4.8
７～８ 918 24.7 3.5
５～６ 537 36.1 4.5
０～４ 148 46.6 5.4

年
齢

幸
せ
感

幸
せ
感

性
別

年
齢

性
別
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（７）これからインターネットを利用してやってみたいこと 

■ あなたが、インターネットを利用して、これからやりたいことは何です
か。（○は３つまで） 

n=2,259 
「家族・友人などとの連絡（電話や電子メール）」が42.1％と最も高く、次いで「情報収

集」が 27.6％です。「やりたいことはない」は 23.1％となっています。 
年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて「情報収集」「買い物（ネットショッピング）」

「公共サービスの予約・申請・届出（公共施設の予約、証明書の交付申請など）」の割
合が高くなっています。性別では、男性で「情報収集」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

  

42.1 

14.4 

11.8 

27.6 

15.4 

1.9 

3.5 

13.6 

16.4 

23.1 

13.8 

0 10 20 30 40 50

家族・友人などとの連絡（電話や電子メール）

SNS（LINE、Facebook、
Twitter、Instagramなど）の利用

動画の視聴

情報収集

買い物（ネットショッピング）

オンラインゲーム

ネットバンキング・オンライン決済

民間サービスの予約・申請・届出
（飲食店や宿泊施設の予約、保険の申込みなど）

公共サービスの予約・申請・届出
（公共施設の予約、証明書の交付申請など）

やりたいことはない

無回答

（％）
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単位：%

n

家族・友
人などと
の連絡
（電話
や電子
メール）

ＳＮＳ
の利用

動画の
視聴

情報収
集

買い物
（ネット
ショッピン
グ）

オンライ
ンゲーム

ネットバ
ンキング・
オンライ
ン決済

民間サー
ビスの予
約・申
請・届出
（飲食
店や宿
泊施設
の予約、
保険の
申込み
など）

公共サー
ビスの予
約・申
請・届出
（公共
施設の
予約、証
明書の
交付申
請など）

年 65～74歳 1,223 44.1 17.7 15.0 32.4 19.1 2.4 5.0 17.4 20.1
75～84歳 859 40.4 11.9 8.8 23.9 12.5 1.5 2.0 10.2 13.6

齢 85歳以上 154 37.0 1.3 4.5 13.0 5.2 0.0 0.0 3.9 3.9
男性 1,132 40.9 14.5 12.0 31.7 16.3 1.7 4.3 16.2 19.1
女性 1,102 43.5 14.3 11.8 23.8 14.9 2.1 2.6 11.3 13.9

単位：%

n
やりたい
ことはな
い

無回答

年 65～74歳 1,223 17.5 10.4
75～84歳 859 27.4 17.6

齢 85歳以上 154 40.9 18.8
男性 1,132 23.2 11.5
女性 1,102 22.3 16.1

性
別

性
別
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（８）インターネット利用時の不安や困ること 

■ あなたがインターネットの利用にあたって不安なことや困ることは何で
すか。（○は３つまで） 

n=2,259 
「機器の使い方が分からないこと」が 38.0％と最も高く、次いで「個人情報の漏洩」が

32.6％、「インターネット上のサービスの利用方法が分からないこと（登録方法やパスワード
設定など）」が 28.1％、「詐欺等の被害、信頼できるサイトか判断がつかないこと」が
27.0％、「インターネットに関する用語が分からないこと」が 25.6％となっています。 
年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて「個人情報の漏洩」「詐欺等の被害、信頼でき

るサイトか判断がつかないこと」の割合が高くなっています。 
 

 

 

 

  

38.0 

28.1 

25.6 

6.9 

27.0 

32.6 

2.5 

9.8 

7.7 

9.7 

13.9 

0 10 20 30 40 50

機器の使い方が分からないこと

インターネット上のサービスの利用方法が
分からないこと（登録方法やパスワード設定など）

インターネットに関する用語が分からないこと

商品やサービスの購入でお金を使いすぎる恐れがあること

詐欺等の被害、信頼できるサイトか判断がつかないこと

個人情報の漏洩

インターネット上で交流する相手とのトラブル

機器の購入費用や月額費用

困った時に助けてもらえる人がいないこと

不安はない

無回答

（％）
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単位：%

n

機器の
使い方が
分からな
いこと

インター
ネット上
のサービ
スの利用
方法が
分からな
いこと
（登録
方法やパ
スワード
設定な
ど）

インター
ネットに
関する用
語が分か
らないこ
と

商品や
サービス
の購入で
お金を使
いすぎる
恐れがあ
ること

詐欺等
の被害、
信頼でき
るサイト
か判断が
つかない
こと

個人情
報の漏
洩

インター
ネット上
で交流す
る相手と
のトラブ
ル

機器の
購入費
用や月
額費用

困った時
に助けて
もらえる
人がいな
いこと

年 65～74歳 1,223 33.3 30.3 26.1 7.5 34.8 44.1 3.5 11.5 8.9
75～84歳 859 43.9 27.4 26.4 6.8 19.9 21.5 1.5 8.7 6.4

齢 85歳以上 154 42.2 18.2 18.8 3.2 5.8 5.2 0.6 2.6 5.2
性 男性 1,132 34.7 26.6 23.9 8.1 29.5 34.4 3.0 12.5 8.9
別 女性 1,102 41.4 30.1 27.8 5.7 24.6 31.1 2.1 7.1 6.4

単位：%

n 不安は
ない

無回答

年 65～74歳 1,223 8.4 8.0
75～84歳 859 10.2 19.1

齢 85歳以上 154 16.9 29.2
性 男性 1,132 12.2 10.5
別 女性 1,102 7.2 16.9
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３ 社会参加について 

（１）外出する頻度 

■ １週間に何日、外出していますか。（○は１つ） 

n=2,259 
「週５日以上」が 36.0％で、前回と比べて減少しています。 
年齢別でみると、85 歳以上で「ほとんど外出しない」「週１日」の割合が他と比べて高く

なっています。性別でみると、男性は「週５日以上」の割合が他と比べて高くなっています。
健康別では、よくないで「ほとんど外出しない」の割合が他と比べて高くなっています。幸せ感
別では、幸せ感が低い人は外出頻度がやや少ない傾向がみられます。 

 

 

 

  

48.7 

36.0 

39.8 

46.7 

7.3 

9.5 

3.5 

4.2 

0.7 

3.5 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日 ほとんど外出しない 無回答

単位：%

n
週に５
日以上

週に２
～４日

週に１
日

ほとんど
会話しな
い

無回答

年 65～74歳 1,223 26.7 39.7 15.5 15.7 2.5
75～84歳 859 17.1 43.8 16.2 18.6 4.3

齢 85歳以上 154 17.5 33.1 17.5 24.0 7.8
性 男性 1,132 23.4 37.8 15.4 19.8 3.6
別 女性 1,102 21.4 43.9 16.3 14.8 3.5

とてもよい 314 38.9 42.0 8.9 7.3 2.9
健 まあよい 1,621 21.5 42.0 16.6 16.5 3.3
康 あまりよくない 268 10.4 32.5 20.1 33.6 3.4

よくない 32 3.1 18.8 18.8 40.6 18.8
９～10 582 31.1 41.4 12.4 11.9 3.3
７～８ 918 21.7 43.9 17.3 14.8 2.3
５～６ 537 16.9 39.7 19.2 20.7 3.5
０～４ 148 10.1 28.4 14.9 40.5 6.1

幸
せ
感
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（２）外出を控えている理由 

【外出頻度を「週に１回」「ほとんど外出しない」と回答した方対象】 
■ 外出を控えている理由がありますか。（○は３つまで） 

「週に 1回」「ほとんど外出しない」と答えた方のみ n=310 
「特にない」が 34.2％と最も高く、次いで「足や腰が痛い、転倒が心配」が 25.5％となっ

ています。前回と比べて、「体調がすぐれない」「トイレが心配」「交通手段がない」がやや増
加しています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「足や腰が痛い、転倒が心配」「トイレが心配」の

割合が高くなっています。性別では、男性は「特にない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

13.3 

11.6 

12.4 

28.8 

14.6 

9.4 

3.4 

12.4 

33.5 

9.0 

16.8 

14.8 

10.6 

25.5 

17.4 

15.8 

2.6 

10.3 

34.2 

6.5 

0 10 20 30 40 50

体調がすぐれない

トイレが心配

目や耳（聞こえ）の問題がある

足や腰が痛い、転倒が心配

外での楽しみがない

交通手段がない

家族の看護・介護のため

その他

特にない

無回答

（％）

前回（R元）
今回（R4）

単位：%

n

体調がす
ぐれない

トイレが
心配

目や耳
（聞こ
え）の問
題がある

足や腰が
痛い、転
倒が心
配

外での楽
しみがな
い

交通手
段がない

家族の
看護・介
護のため

その他 特にない 無回答

年 65～74歳 93 11.8 9.7 3.2 15.1 14.0 5.4 4.3 19.4 46.2 4.3
75～84歳 144 18.1 13.9 11.8 23.6 19.4 19.4 1.4 8.3 33.3 7.6

齢 85歳以上 68 20.6 25.0 17.6 41.2 16.2 22.1 1.5 2.9 22.1 7.4
性 男性 145 17.9 14.5 9.7 20.0 20.7 13.1 2.8 8.3 41.4 4.8
別 女性 157 15.9 14.6 11.5 28.7 14.6 17.2 2.5 12.7 29.3 8.3
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（３）知人・友人・近所の人と話す頻度 

■ １週間に、知人・友人・近所の人（家族以外）とどのくらい話しますか。
（○は１つ） 

n=2,259 
「週に５日以上」が 22.4％で、前回と比べて減少しています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「ほとんど会話しない」の割合が他と比べてやや高

くなっています。健康別では、あまりよくない・よくないで「ほとんど会話しない」の割合が他と比
べてやや高くなっています。幸せ感別では、幸せ感が低い人は「ほとんど会話しない」など会
話の頻度が少ない傾向がみられます。 

 

 
 

 

  

34.5 

22.4 

40.7 

40.7 

12.9 

15.9 

11.0 

17.5 

0.9 

3.5 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日 ほとんど会話しない 無回答

単位：%

n
週に５
日以上

週に２
～４日

週に１
日

ほとんど
会話しな
い

無回答

年 65～74歳 1,223 26.7 39.7 15.5 15.7 2.5
75～84歳 859 17.1 43.8 16.2 18.6 4.3

齢 85歳以上 154 17.5 33.1 17.5 24.0 7.8
性 男性 1,132 23.4 37.8 15.4 19.8 3.6
別 女性 1,102 21.4 43.9 16.3 14.8 3.5

とてもよい 314 38.9 42.0 8.9 7.3 2.9
健 まあよい 1,621 21.5 42.0 16.6 16.5 3.3
康 あまりよくない 268 10.4 32.5 20.1 33.6 3.4

よくない 32 3.1 18.8 18.8 40.6 18.8
９～10 582 31.1 41.4 12.4 11.9 3.3
７～８ 918 21.7 43.9 17.3 14.8 2.3
５～６ 537 16.9 39.7 19.2 20.7 3.5
０～４ 148 10.1 28.4 14.9 40.5 6.1

幸
せ
感
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（４）自宅から歩いて行けない場所への移動方法 

■ 自宅から歩いていけない場所に、どのような方法で行きますか。（○は３
つまで） 

n=2,259 
「車・バイク（自分で運転）」が 73.0％と最も高く、次いで「車（家族や知人が運転）」

が 29.8％、「電車・バス」が 25.9％となっています。 
年齢別・性別でみると、85 歳以上と女性で「車（家族や知人が運転）」の割合が他と

比べて高くなっています。健康別では、あまりよくない・よくないで「車（家族や知人が運
転）」、よくないで「タクシー」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 
 

 

  

73.0 

29.8 

11.1 

25.9 

8.9 

2.6 

0 20 40 60 80 100

車・バイク（自分で運転）

車（家族や知人が運転）

自転車

電車・バス

タクシー

無回答

（％）

単位：%

n

車・バイ
ク（自
分で運
転）

車（家
族や知
人が運
転）

自転車 電車・バ
ス

タクシー 無回答

年 65～74歳 1,223 81.4 25.0 11.2 28.0 7.4 2.0
75～84歳 859 67.9 32.2 10.9 24.6 9.2 3.3

齢 85歳以上 154 37.0 53.2 9.7 18.8 19.5 3.9
性 男性 1,132 82.2 20.7 12.3 23.9 7.1 2.8
別 女性 1,102 64.0 38.9 9.7 28.5 10.7 2.5

とてもよい 314 81.8 20.1 14.3 26.8 7.6 2.2
健 まあよい 1,621 74.8 29.7 11.1 26.3 7.8 2.3
康 あまりよくない 268 57.1 40.3 8.2 23.1 13.4 3.4

よくない 32 28.1 43.8 0.0 25.0 37.5 9.4
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（５）会・グループ等への参加状況 

■ 以下の会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。（それぞ
れ最も近いものに１つずつ○） 

n=2,259 
収入のある仕事については「週１回以上」、自治区・町内会は「年に数回」が前回と比

べ増加しています。 
スポーツ関係のグループやクラブ、サロン・健康体操について、「週１回以上」「月１～３

回」など参加状況に大きな変化はみられません。 
趣味・文化活動関係のグループについては、「週１回以上」「月１～３回」」など参加が

やや減少しています。 
 
 

○スポーツ関係のグループやクラブ 

 

 

○趣味・文化活動関係のグループ 

 

  

15.7 

15.9 

9.2 

9.1 

2.8 

4.1 

63.7 

65.3 

8.7 

5.7 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

10.3 

9.0 

15.7 

13.6 

4.5 

6.2 

60.7 

65.2 

8.8 

5.9 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答
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○高齢者クラブ 

 

 

○サロン・健康体操 

 

 

○自治区・町内会 

 

  

3.2 

3.2 

5.7 

5.0 

5.6 

3.9 

76.1 

82.3 

9.4 

5.6 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

2.8 

4.3 

6.3 

4.9 

1.9 

2.5 

79.5 

82.3 

9.6 

5.9 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

3.0 

2.5 

7.9 

8.4 

16.8 

24.7 

63.1 

58.6 

9.2 

5.8 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答
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○ボランティアのグループ 

 

○収入のある仕事 

 

 

  

2.9 

2.2 

6.0 

4.5 

4.5 

5.6 

77.8 

82.0 

8.9 

5.7 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

18.3 

22.5 

3.4 

2.8 

1.6 

2.0 

67.5 

66.4 

9.3 

6.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答
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年齢別で月１回以上の割合をみると、65～74歳で「収入のある仕事」の割合が他と
比べて高くなっています。性別では、男性は「収入のある仕事」「自治区・町内会」、女性は
「趣味・文化活動関係のグループ」「高齢者クラブ」「サロン・健康体操」の割合が他と比べて
やや高くなっています。日常生活圏域別では、高橋で「スポーツ関係のグループやクラブ」「趣
味・文化活動関係のグループ」などの割合が他と比べて高くなっています。 

 

○「月１回以上」の割合 

 
 

  

単位：%

n

スポーツ
関係のグ
ループや
クラブ

趣味・文
化活動
関係のグ
ループ

高齢者
クラブ

サロン・
健康体
操（地
域ふれあ
いサロン・
元気アッ
プ教室を
含む）

自治区・
町内会

ボランティ
アのグ
ループ

収入のあ
る仕事

年 65～74歳 1,223 24.4 20.9 3.4 6.6 11.2 6.5 36.0
75～84歳 859 27.2 25.6 13.2 12.2 10.4 7.0 13.7

齢 85歳以上 154 17.5 19.5 16.9 12.3 10.4 4.5 7.8
性 男性 1,132 22.3 18.2 9.4 4.9 15.0 7.6 29.3
別 女性 1,102 28.0 27.1 27.1 13.6 6.4 5.4 21.6

挙母 578 25.8 25.1 8.0 7.6 9.2 6.2 25.1
日 高橋 333 33.0 30.3 9.6 13.2 12.6 7.5 19.5
常 上郷 224 23.2 21.4 7.6 8.9 9.8 7.1 29.9
生 高岡 422 23.2 20.9 7.6 9.5 7.6 7.3 21.3
活 猿投 314 25.5 21.0 9.6 8.3 14.3 5.4 24.8
圏 松平・下山 89 20.2 18.0 6.7 7.9 9.0 2.2 37.1
域 藤岡・小原 118 20.3 17.8 2.5 8.5 15.3 5.9 33.9

足助・旭・稲武 128 18.0 11.7 9.4 9.4 15.6 7.0 35.9
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「スポーツ関係のグループやクラブ」から「収入のある仕事」の７つの社会参加の項目の統
合指標を作成し、集計したところ、「週１回以上（参加する項目がある）」が 39.4％とな
っています。前回と比べると「月１回未満」が増加しています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「月１回未満」の割合が高くなっています。幸せ

感別でみると、幸せ感別では、幸せ感が低い人は社会参加の頻度が少ない傾向がみられ
ます。 

 
 

 

 

 
  

41.0

39.4

19.8

14.7

36.2

41.0

3.0

4.8

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週１回以上 月１回以上 月１回未満 無回答

単位：%

n
週に１
回以上

月に１
回以上

月に１
回未満

無回答

年 65～74歳 1,223 46.8 14.6 34.4 4.3
75～84歳 859 32.2 15.3 47.0 5.5

齢 85歳以上 154 24.0 12.3 59.1 4.5
性 男性 1,132 40.6 14.9 40.5 4.0
別 女性 1,102 38.7 14.3 41.4 5.5

９～10 582 45.5 14.9 34.2 5.3
７～８ 918 42.0 15.5 38.5 4.0
５～６ 537 33.0 14.9 47.9 4.3
０～４ 148 29.1 9.5 56.1 5.4

幸
せ
感
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（６）会・グループ等に参加していない理由 
【会・グループ参加について「週１回以上」「月１～３回」に「○が１つもな
い」方対象】 
■ 会・グループ等にあまり参加していない理由をお聞かせください。（○は

３つまで） 
「週 1回以上」「月１～３回」に〇が１つもない方のみ n=924 

「興味がない」が 35.7％と最も高く、次いで「なんとなく参加していない」が 29.8％、「い
ろいろな人が集まる場所は苦手である」が 26.4％となっています。 
前回と比べると、「興味がない」「なんとなく参加していない」「きっかけがない」が減少してい

ます。 
年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて「いろいろな人が集まる場所は苦手である」の割

合が高くなっています。性別では、男性で「興味がない」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

  

41.2 

34.9 

26.1 

24.3 

9.3 

7.0 

10.9 

10.7 

10.5 

5.6 

35.7 

29.8 

26.4 

20.5 

9.8 

6.8 

13.3 

12.4 

12.0 

7.3 

0 10 20 30 40 50

興味がない

なんとなく参加していない

いろいろな人が集まる場所は苦手である

きっかけがない

家事・介護で忙しい

交通手段がない・距離が遠い

病気や障がいのため、参加が難しい

会・グループ等の情報を知らない

その他

無回答

（％）

前回（R元）

今回（R4）
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単位：%

n

興味が
ない

なんとな
く参加し
ていない

いろいろ
な人が
集まる場
所は苦
手である

きっかけ
がない

家事・介
護で忙し
い

交通手
段がな
い・距離
が遠い

病気や
障がいの
ため、参
加が難し
い

会・グ
ループ等
の情報を
知らない

その他 無回答

年 65～74歳 421 38.7 30.4 31.8 19.7 11.6 5.2 10.9 12.6 10.2 5.7
75～84歳 402 34.6 31.6 23.6 22.9 8.5 7.5 13.9 12.4 13.2 7.0

齢 85歳以上 91 25.3 19.8 12.1 15.4 7.7 11.0 20.9 12.1 15.4 14.3
性 男性 458 39.5 33.0 22.9 22.9 5.9 4.4 13.1 15.3 12.4 8.3
別 女性 455 31.6 27.0 29.9 18.5 14.1 9.0 13.2 9.5 11.6 5.9
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（７）外出回数の変化 

■ 外出などの回数について、この１年間でどのように変化していますか（そ
れぞれ１つずつ○） 

n=2,259 
「減少している」の割合をみると、外出で 14.4％、家族以外の知人・友人等との会話で

17.5％、会・グループ等への参加状況について 23.5％と、前回より増加しています。 
年齢別で「減少している」の割合をみると、大きな違いはみられませんが、85 歳以上で

「家族以外の知人・友人等との会話」がやや高くなっています。 
 

○外出 

 
 

〇家族以外の知人・友人等との会話 

 
  

8.0 

3.6 

9.6 

6.9 

60.8 

54.1 

10.1 

15.9 

5.1 

14.4 

6.3 

5.0 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

増加
している

やや増加
している

ほとんど
変わらない

やや減少
している

減少
している

無回答

5.5

3.6

9.0

7.3

57.7

54.5

9.5

12.7

8.4

17.5

9.8

4.4

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

増加
している

やや増加
している

ほとんど
変わらない

やや減少
している

減少
している

無回答
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〇会・グループ等への参加 

 
 

〇外出 

 
 

〇家族以外の知人・友人等との会話 

 
 

〇会・グループ等への参加 

 
  

3.8

2.3

5.3

3.9

47.5

49.5

8.3

8.3

18.6

23.5

16.5

12.6

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

増加
している

やや増加
している

ほとんど
変わらない

やや減少
している

減少
している

無回答

単位：%

n
増加して
いる

やや増加
している

ほとんど
変わらな
い

やや減少
している

減少して
いる

無回答

年 65～74歳 1,223 4.3 7.6 57.1 14.4 12.6 4.0
75～84歳 859 2.6 6.3 52.3 17.8 15.8 5.2

齢 85歳以上 154 3.2 3.2 46.1 16.9 21.4 9.1
性 男性 1,132 3.9 6.4 59.1 14.5 11.9 4.2
別 女性 1,102 3.3 7.4 49.8 17.2 17.0 5.4

単位：%

n
増加して
いる

やや増加
している

ほとんど
変わらな
い

やや減少
している

減少して
いる

無回答

年 65～74歳 1,223 3.9 8.1 56.3 12.0 15.8 3.8
75～84歳 859 3.3 6.5 53.7 13.0 18.9 4.7

齢 85歳以上 154 1.9 5.8 45.5 15.6 25.3 5.8
性 男性 1,132 2.9 6.5 58.7 10.9 16.9 4.2
別 女性 1,102 4.2 8.3 50.5 14.5 18.2 4.4

単位：%

n
増加して
いる

やや増加
している

ほとんど
変わらな
い

やや減少
している

減少して
いる

無回答

年 65～74歳 1,223 2.5 4.8 51.8 7.8 22.6 10.3
75～84歳 859 2.0 2.8 48.5 8.4 24.4 13.9

齢 85歳以上 154 1.3 2.6 37.0 11.0 26.0 22.1
性 男性 1,132 1.9 3.8 55.7 7.8 21.2 9.7
別 女性 1,102 2.6 4.0 43.5 8.7 26.0 15.2
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（８）自宅以外で友人や知人と身近に集える場所 

■ あなたにとって自宅以外で友人や知人と「身近に集える場所」は、どのよ
うな場所ですか。（あてはまるものすべてに○） 

n=2,259 
「喫茶店等の飲食店」が 37.5％と最も高く、次いで「特にない」が 27.3％、「友人・知

人の家」が 23.1％、「地域の施設（区民会館や交流館等）」が 23.1％となっています。 
年齢別でみると、85 歳以上で「特にない」の割合が他と比べて高くなっています。性別で

は、男性は「特にない」、女性は「友人・知人の家」「喫茶店等の飲食店」が他と比べて高く
なっています。 

 

 

 

 

  

23.1 

23.1 

6.5 

37.5 

19.7 

27.3 

3.2 

0 10 20 30 40 50

地域の施設（区民会館や交流館等）

友人・知人の家

身近な公園等

喫茶店等の飲食店

それ以外の場所

特にない

無回答

（％）

単位：%

n

地域の
施設
（区民
会館や
交流館
等）

友人・知
人の家

身近な
公園等

喫茶店
等の飲
食店

それ以外
の場所

特にない 無回答

年 65～74歳 1,223 20.0 26.2 5.6 41.0 22.2 24.9 2.5
75～84歳 859 27.8 19.7 7.7 35.3 17.6 28.3 3.5

齢 85歳以上 154 20.8 17.5 7.1 21.4 13.0 39.6 7.1
性 男性 1,132 23.8 16.3 8.2 29.1 23.3 32.5 3.0
別 女性 1,102 22.3 30.1 4.8 46.2 16.2 21.7 3.3
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（９）地域活動への参加意向 
■ 身近な地域では、自治区をはじめとしたさまざまな地域活動があります。

あなたは今後、地域活動に参加したい（続けたい）と思いますか。（○は
１つ） 
※ここでは、「地域活動」を自治区の活動、高齢者クラブ、地域の行事の
手伝い等の身近な地域での、主に地縁による活動とします。 

n=2,259 
「条件によっては参加したい」が 50.9％と最も高く、次いで「参加したくない」が 28.2％で

す。 
年齢別でみると、85 歳以上で「条件によっては参加したい」の割合が他と比べて低くなっ

ています。 
 

 

 

 

  

6.5 50.9 10.1 28.2 4.2

0 20 40 60 80 100 (%)

ぜひ、参加
したい

条件によっては
参加したい

身体的な都合で
参加できない

参加
したくない

無回答

単位：%

n

ぜひ、参
加したい

条件に
よっては
参加した
い

身体的
な都合
で参加で
きない

参加した
くない

無回答

年 65～74歳 1,223 5.2 56.3 5.7 29.6 3.3
75～84歳 859 8.0 47.5 14.1 26.0 4.4

齢 85歳以上 154 7.1 29.9 22.1 30.5 10.4
性 男性 1,132 6.9 52.2 10.2 27.1 3.5
別 女性 1,102 5.9 50.0 9.8 29.5 4.8
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（１０）ボランティア・市民活動やＮＰＯ活動への参加意向 
■ あなたは、今後、ボランティア・市民活動やＮＰＯ活動に参加したい（続

けたい）と思いますか。（○は１つ） 
※ここでは、前問の「地域活動」以外の社会的な課題の解決等に向けた、
自発的な活動を「ボランティア・市民活動やＮＰＯ活動」とします。 

n=2,259 
「条件によっては参加したい」が 40.1％、「参加したくない」が 36.1％となっています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「条件によっては参加したい」の割合が減少して

います。性別では、男性で「条件によっては参加したい」の割合が他と比べてやや高くなって
います。 

 

 
 

 
  

3.4

40.1 14.7 36.1 5.7

0 20 40 60 80 100 (%)

ぜひ、参加
したい

条件によっては
参加したい

身体的な都合で
参加できない

参加
したくない

無回答

単位：%

n

ぜひ、参
加したい

条件に
よっては
参加した
い

身体的
な都合
で参加で
きない

参加した
くない

無回答

年 65～74歳 1,223 4.1 45.9 8.2 37.7 4.2
75～84歳 859 2.7 34.8 21.3 34.7 6.5

齢 85歳以上 154 1.3 24.7 27.9 33.1 13.0
性 男性 1,132 4.0 44.0 14.2 33.7 4.1
別 女性 1,102 2.7 36.3 14.9 38.7 7.4
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４ 生きがいや楽しみについて 

（１）生きがいや楽しみ 

■ あなたが、生きがいや楽しみを感じるのはどのようなことですか。（○は
３つまで） 

n=2,259 
「家族や孫との交流」（41.9％）、「旅行や娯楽などの外出」（37.9％）、「友人や

知人との交流」（31.1％）、「散歩や買い物などの近所への外出」（27.4％）など交流
や外出に関することが上位となっています。前回と比べて、「旅行や娯楽などの外出」「趣味・
文化活動」が減少しています。 

 

 
 

  

16.3 

9.6 

20.4 

41.0 

28.0 

26.8 

38.1 

31.2 

24.8 

15.3 

1.0 

3.0 

16.9

7.2

19.2

37.9

27.4

23.3

41.9

31.1

24.7

15.8

5.0

0 10 20 30 40 50

仕事・生きがい就労（賃金や地位では
なく、生きがいを重視した就労）

自治区・高齢者クラブ・ボランティアなどの
地域活動

スポーツや運動

旅行や娯楽などの外出

散歩や買い物などの近所への外出

趣味・文化活動

家族や孫との交流

友人や知人との交流

テレビやラジオの視聴

食事

その他

特にない

（％）

前回（R元）
今回（R４）
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年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「散歩や買い物などの近所への外出」「テレビやラ
ジオの視聴」の割合が高くなり、「スポーツや運動」「旅行や娯楽などの外出」の割合が低くな
っています。性別では、女性は「散歩や買い物などの近所への外出」「家族や孫との交流」
「友人や知人との交流」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

  

単位：%

n

仕事・生
きがい就
労（賃
金や地
位ではな
く、生き
がいを重
視した就
労）

自治区・
高齢者
クラブ・ボ
ランティア
などの地
域活動

スポーツ
や運動

旅行や
娯楽など
の外出

散歩や
買い物
などの近
所への外
出

趣味・文
化活動

家族や
孫との交
流

友人や
知人との
交流

テレビや
ラジオの
視聴

年 65～74歳 1,223 21.2 5.8 21.4 45.1 24.5 24.9 44.2 31.2 20.3
75～84歳 859 11.6 8.8 18.3 32.5 29.8 22.6 39.3 32.2 29.3

齢 85歳以上 154 12.3 7.1 6.5 13.0 36.4 16.2 40.3 23.4 32.5
性 男性 1,132 20.4 8.7 21.1 39.8 21.6 24.6 37.1 24.2 25.4
別 女性 1,102 13.2 5.4 17.3 36.1 33.5 22.2 47.1 38.2 23.9

単位：%
n 食事 特にない 無回答

年 65～74歳 1,223 14.4 4.5 2.4
75～84歳 859 17.1 5.0 3.5

齢 85歳以上 154 20.1 7.8 5.2
性 男性 1,132 15.0 6.0 3.4
別 女性 1,102 16.6 3.7 2.5
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（２）現在の幸せ感 

■ あなたは、現在どの程度幸せですか。（○は１つ） 
※とても不幸を 0点、とても幸せを 10点として、ご記入ください。 

n=2,259 
「７～８」が 40.6％と最も高く、次いで「９～10」が 25.8％、「５～６」が 23.8％とな

っています。前回と比べると「９～10」が減少してします。 
性別でみると、女性は「９～10」の割合が他と比べてやや高くなっています。また、健康が

とてもよい人は「９～10」の割合が高くなっています。 
 

 
 

 

  

32.7 

25.8 

39.2 

40.6 

19.8 

23.8 

5.0 

6.6 

3.4 

3.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

９～１０ ７～８ ５～６ ０～４ 無回答

単位：%
n ９～10 ７～８ ５～６ ０～４ 無回答

年 65～74歳 1,223 24.8 42.4 23.2 7.1 2.5
75～84歳 859 26.1 40.4 23.9 5.9 3.7

齢 85歳以上 154 31.8 30.5 26.6 4.5 6.5
性 男性 1,132 22.5 39.7 26.3 8.1 3.4
別 女性 1,102 28.9 41.9 21.1 4.8 3.2

とてもよい 314 51.0 32.2 11.5 1.3 4.1
健 まあよい 1,621 23.3 44.4 24.7 5.1 2.6
康 あまりよくない 268 14.2 32.5 31.3 16.8 5.2

よくない 32 6.3 18.8 21.9 46.9 6.3
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５ 住まいや医療・看護について 

（１）在宅療養の認知度 

■ あなたは、在宅療養について知っていますか。（○は１つ） 
※在宅療養とは、住み慣れた自宅等で、訪問診療や訪問看護、訪問介護な
どの様々な医療・介護サービスを受けながら日常生活を送ることです。 

n=2,259 
「在宅療養の言葉だけは聞いたことがある」が 48.8％と最も高く、次いで「在宅療養の内

容をある程度知っている」が 37.6％となっています。 
性別でみると、女性は「在宅療養の内容をある程度知っている」の割合が他と比べて高く

なっています。 
 

 

 

 

  

37.6 48.8 10.1 3.5

0 20 40 60 80 100 (%)

在宅療養の内容を
ある程度知っている

在宅療養の言葉だけは
聞いたことがある

知らない 無回答

単位：%

n

在宅療
養の内
容をある
程度知っ
ている

在宅療
養の言
葉だけは
聞いたこ
とがある

知らない 無回答

年 65～74歳 1,223 38.9 49.6 9.7 1.8
75～84歳 859 35.9 49.0 10.4 4.8

齢 85歳以上 154 37.0 42.9 10.4 9.7
性 男性 1,132 33.1 50.0 13.1 3.8
別 女性 1,102 42.2 47.8 6.9 3.1
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（２）今後の生活等について考えたり、子どもや家族との話し合いの有無 
■ あなたは、万一、病気（長期療養や看取り段階）などを抱えたことを想定

して、今後の生活等について考えたり、子どもや家族等と話し合っていま
すか。（○は１つ） 

n=2,259 
「考えているが話し合いはしていない」が 62.7％と最も高く、次いで「話し合いはしている」

が 22.4％です。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「話し合いはしている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

1.3

22.4 62.7 10.4 3.2

0 20 40 60 80 100 (%)

話し合って記録に
残している

話し合いは
している

考えているが話し合いは
していない

考えていない 無回答

単位：%

n

話し合っ
て記録に
残してい
る

話し合い
はしてい
る

考えてい
るが話し
合いはし
ていない

考えてい
ない

無回答

年 65～74歳 1,223 1.1 19.1 65.0 12.6 2.1
75～84歳 859 1.3 25.3 61.6 7.9 4.0

齢 85歳以上 154 1.9 31.2 52.6 7.1 7.1
性 男性 1,132 0.9 21.6 60.0 13.9 3.7
別 女性 1,102 1.6 23.2 65.7 6.9 2.5
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（３）人生の最期を迎えたい場 

■ あなたは、万一、病気（長期療養や看取り段階）などを抱えたことを想定
して、人生の最期はどこで迎えたいと考えますか。（○は１つ） 

n=2,259 
「あなたの家、ご家族の家」が 52.9％と最も高く、次いで「病院」が 25.2％、「施設やサ

ービス付高齢者住宅等」が 16.2％となっています。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「あなたの家、ご家族の家」の割合が高くなってい

ます。性別では、男性で「あなたの家、ご家族の家」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

 
 

  

52.9 16.2 25.2 5.7

0 20 40 60 80 100 (%)

あなたの家、ご家族の家 施設やサービス付高齢者住宅等 病院 無回答

単位：%

n

あなたの
家、ご家
族の家

施設や
サービス
付高齢
者住宅
等

病院 無回答

年 65～74歳 1,223 49.6 19.6 25.6 5.2
75～84歳 859 55.9 12.5 25.1 6.5

齢 85歳以上 154 62.3 8.4 23.4 5.8
性 男性 1,132 58.1 13.4 22.6 5.8
別 女性 1,102 47.5 19.0 28.1 5.4
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６ 高齢者福祉等について 

（１）在宅での介護を断念し施設等へ入所する理由 

■ ご本人や家族等が特に、どのようなことで自宅での介護を断念し、施設等
へ入所を考えることになると思いますか。（○は３つまで） 

n=2,259 
「認知症等による問題行動が多くなったとき」が 62.8％と最も高く、次いで「排せつ（の

介護）が難しくなったとき」が 47.5％、「複雑な医療の処置が必要になったとき」が 46.4％、
「夜間の介護負担が大きくなったとき」が 37.8％となっています。 
年齢別でみると、年齢が下がるにつれて「認知症等による問題行動が多くなったとき」の

割合が高くなっています。性別では女性で「認知症等による問題行動が多くなったとき」の割
合が男性と比べ高くなっています。 

 

 

  

30.2 

47.5 

21.6 

46.4 

62.8 

37.8 

12.8 

5.4 

0 20 40 60 80 100

食べること（の介護）が難しくなったとき

排せつ（の介護）が難しくなったとき

室内の移動（の介護）が難しくなったとき

複雑な医療の処置が必要になったとき

認知症等による問題行動が多くなったとき

夜間の介護負担が大きくなったとき

（介護者が別居の場合）介護者の
通いの負担が大きくなったとき

無回答

（％）
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単位：%

n

食べるこ
と（の介
護）が
難しく
なったと
き

排せつ
（の介
護）が
難しく
なったと
き

室内の
移動
（の介
護）が
難しく
なったと
き

複雑な
医療の
処置が
必要に
なったと
き

認知症
等による
問題行
動が多く
なったと
き

夜間の
介護負
担が大き
くなったと
き

（介護
者が別
居の場
合）介
護者の
通いの負
担が大き
くなったと
き

無回答

年 65～74歳 1,223 27.8 48.1 21.3 46.9 69.3 40.4 14.4 3.4
75～84歳 859 32.1 47.5 22.7 47.0 57.0 35.4 11.6 6.8

齢 85歳以上 154 35.7 41.6 17.5 39.6 46.1 32.5 8.4 12.3
性 男性 1,132 33.9 50.2 24.8 43.2 56.8 36.4 8.7 6.0
別 女性 1,102 26.1 44.8 18.3 49.8 69.5 39.6 17.2 4.4
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（２）認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために 

■ 認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために、どのよ
うなことに取り組む必要があると思いますか。（○は３つまで） 

n=2,259 
「認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる」が 60.8％と最も高く、次いで

「認知症の早期発見への機会（健康診断費用補助、早期発見アプリなど）をつくる」が
48.4％、「認知症について、住民の理解を深める」が 43.6％、「認知症の早期発見の重
要性について PRする」が 30.5％となっています。 
年齢別でみると、年齢が下がるにつれて「認知症の早期発見への機会（健康診断費用

補助、早期発見アプリなど）をつくる」「認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつ
くる」の割合が高くなっています。 

 

 
 

  

43.6 

3.5 

30.5 

48.4 

12.6 

15.5 

60.8 

16.2 

4.6 

7.6 

0 20 40 60 80 100

認知症について、住民の理解を深める

認知症について、企業の理解を深める

認知症の早期発見の重要性についてPRする

認知症の早期発見への機会（健康診断費用
補助、早期発見アプリなど）をつくる

認知症になっても仕事やボランティア
活動ができる機会をつくる

認知症の人とその家族同士が一緒に集う機会をつくる

認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる

お店の人や公共サービスの職員が適切な
対応ができるお店を増やす

認知症の人が、自らの経験を語る機会をつくる

無回答

（％）
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単位：%

n

認知症
につい
て、住民
の理解を
深める

認知症
につい
て、企業
の理解を
深める

認知症
の早期
発見の
重要性
について
PRする

認知症
の早期
発見への
機会
（健康
診断費
用補助、
早期発
見アプリ
など）を
つくる

認知症
になって
も仕事や
ボランティ
ア活動が
できる機
会をつく
る

認知症
の人とそ
の家族
同士が
一緒に
集う機会
をつくる

認知症
の人の家
族が、い
つでも相
談できる
機会をつ
くる

お店の人
や公共
サービス
の職員が
適切な
対応がで
きるお店
（認証
店など）
を増やす

認知症
の人が、
自らの経
験を語る
機会をつ
くる

無回答

年 65～74歳 1,223 42.2 4.5 28.5 50.9 15.4 15.1 64.3 17.6 3.8 5.1
75～84歳 859 45.6 2.3 32.4 47.4 8.7 17.1 58.8 16.4 4.7 9.2

齢 85歳以上 154 42.9 1.3 34.4 36.4 13.6 9.1 44.2 5.8 10.4 18.2
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（３）地域包括支援センターの認知度 

■ あなたのお住まいの地域で、高齢者の介護や福祉の相談窓口（地域包括支
援センター）をご存知ですか。（○は１つ） 

n=2,259 
「利用したことがある」が 13.1％と、前回と比べて減少しています。一方、「聞いたことはあ

るが、所在地や連絡先は知らない」は 28.8％で前回と比べて増加しています。 
年齢別で「利用したことがある」「利用したことはないが、所在地や連絡先を知っている」の

合計をみると、大きな違いはみられません。 
 

 

 

 

  

17.3 

13.1 

29.4 

27.8 

22.5 

28.8 

25.4 

24.7 

5.4 

5.6 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

利用したことがある
利用したことはないが、所在地や連絡先を知っている
聞いたことはあるが、所在地や連絡先は知らない
知らない
無回答

単位：%

n

利用した
ことがあ
る

利用した
ことはな
いが、所
在地や
連絡先
を知って
いる

聞いたこ
とはある
が、所在
地や連
絡先は
知らない

知らない 無回答

年 65～74歳 1,223 16.0 24.4 29.6 26.5 3.5
75～84歳 859 10.1 31.2 29.2 22.4 7.1

齢 85歳以上 154 7.8 37.0 22.1 20.8 12.3
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（４）成年後見制度の認知度 

■ あなたは、成年後見制度をご存知ですか。（○は１つ） 

n=2,259 
「名前は聞いたことがあるが内容は分からない」が47.0％、「聞いたことがない」が21.6％

となっています。 
年齢別でみると、年齢が下がるにつれて「制度の内容を知っている」の割合が高くなってい

ます。 
 

 

 

 

 

  

25.5 47.0 21.6 5.8

0 20 40 60 80 100 (%)

制度の内容を
知っている

名前は聞いたことがあるが
内容は分からない

聞いたことがない 無回答

単位：%

n

制度の
内容を
知ってい
る

名前は
聞いたこ
とがある
が内容
は分から
ない

聞いたこ
とがない

無回答

年 65～74歳 1,223 28.0 46.7 21.3 4.0
75～84歳 859 23.6 48.1 21.0 7.3

齢 85歳以上 154 16.2 46.8 26.6 10.4
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（５）今後の介護保険料について 
■ 介護保険料は、全体のサービスの利用量に比例して決まります。現在のサ

ービス水準を維持していくと、高齢化の進展により保険料の上昇が今後
も見込まれています。あなたの考えは次のどれに近いですか。（○は１つ） 

n=2,259 
「①高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現在のサービス水準を維持するために

は保険料負担の増加はやむをえない」が42.8％と最も高く、次いで「③施設やサービスを抑
え現在のサービス水準を下げてでも、保険料は高くしないでほしい」が 27.2％です。 
年齢別でみると、すべての年代で「①高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現

在のサービス水準を維持するためには保険料負担の増加はやむをえない」が最も高くなって
います。 

 

 

 
 

42.8 19.4 27.2 10.7

0 20 40 60 80 100 (%)

①高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現在のサービス水準を維持するためには保険料
負担の増加はやむをえない
②１に加え、保険料が高くなっても良いので、現在のサービス水準を上げるために施設やサービスを
増やしてほしい
③施設やサービスを抑え現在のサービス水準を下げてでも、保険料は高くしないでほしい

④無回答

単位：%

n

①高齢
化が進ん
でサービ
ス利用
者が増え
るので、
現在の
サービス
水準を
維持する
ためには
保険料
負担の
増加は
やむをえ
ない

②１に
加え、保
険料が
高くなっ
ても良い
ので、現
在のサー
ビス水準
を上げる
ために施
設やサー
ビスを増
やしてほ
しい

③施設
やサービ
スを抑え
現在の
サービス
水準を
下げてで
も、保険
料は高く
しないで
ほしい

④無回
答

年 65～74歳 1,223 45.6 21.0 24.4 8.9
75～84歳 859 38.5 18.7 30.7 12.0

齢 85歳以上 154 45.5 11.0 27.3 16.2
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第３章 要支援認定者・事業対象者アンケート 
１ 回答者の属性 

（１）性別 
n=1,362 

回答者は、「女性」が 49.6％、「男性」が 47.1％です。 

 

 
 

（２）年齢 
n=1,362 

「80～84歳」が 27.8％と最も高く、次いで「85～89歳」が 22.8％です。 
 

 

  

47.1 49.6 3.3

0 20 40 60 80 100 (%)

男性 女性 無回答

1.6 

3.5 

9.9 

16.5 

27.8 

22.8 

15.1 

2.8 

0 10 20 30 40 50

40～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

（％）
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（３）居住地域 
n=1,362 

「挙母」が 29.4％と最も高く、次いで「高岡」が 14.1％、「高橋」が 13.7％、「猿投」が
12.2％となっています。 

 

 
 

 

  

29.4 

13.7 

7.7 

14.1 

12.2 

5.2 

5.3 

8.1 

4.3 

0 10 20 30 40 50

挙母

高橋

上郷

高岡

猿投

松平・下山

藤岡・小原

足助・旭・稲武

無回答

（％）
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（４）世帯 
n=1,362 

「その他の世帯（子どもなどとの同居世帯）」が 41.6％と最も高く、次いで「高齢者のみ
の世帯（65 歳以上の方のみの世帯）」が 32.7％、「ひとり暮らし（本人のみの単身世
帯）」が 22.9％となっています。前回と比べると、「高齢者のみの世帯（65歳以上の方の
みの世帯）」の割合がやや増加しています。 
認定等別・年齢・日常生活圏域別でみても、大きな違いはみられません。 

 
 

 

  

21.9

22.9

28.8

32.7

44.8

41.6

4.6

2.8

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

ひとり暮らし（本人
のみの単身世帯）

高齢者のみの世帯（65歳
以上の方のみの世帯）

その他の世帯（子ども
などとの同居世帯）

無回答

単位：%

n

ひとり暮
らし（本
人のみの
単身世
帯）

高齢者
のみの世
帯（65
歳以上
の方のみ
の世
帯）

その他の
世帯
（子ども
などとの
同居世
帯）

無回答

認 事業対象者 160 27.5 29.4 43.1 0.0
定 要支援１ 518 23.7 34.9 40.3 1.0
等 要支援２ 523 21.4 33.1 44.9 0.6

40～64歳 22 13.6 40.9 45.5 0.0
年 65～74歳 182 27.5 35.7 36.3 0.5
齢 75～84歳 604 23.2 36.1 40.4 0.3

85歳以上 516 22.7 29.3 47.3 0.8
挙母 400 25.3 34.0 39.8 1.0

日 高橋 186 26.3 29.0 42.5 2.2
常 上郷 105 22.9 36.2 41.0 0.0
生 高岡 192 17.7 33.3 48.4 0.5
活 猿投 166 19.9 32.5 47.6 0.0
圏 松平・下山 71 21.1 36.6 42.3 0.0
域 藤岡・小原 72 22.2 30.6 45.8 1.4

足助・旭・稲武 111 25.2 38.7 35.1 0.9
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（５）介護が必要となった場合、主な介護者の居住地 
■ あなたに（介護が必要になった時に）、主となって介護や援助をしてくれ

る家族・親族・友人等は、どこに住んでいますか。（○は１つ） 
n=1,362 

「同居している、隣近所」が 52.4％と最も高くなっています。なお、「日帰りで帰れるところ」
は 9.7％、「介護や援助を期待できる人はいない」は 9.0％です。前回と比べて、「同居して
いる、隣近所」がやや減少しています。 
認定等別では、事業対象者で「日帰りで帰れるところ」「介護や援助を期待できる人はい

ない」の割合が、他と比べてやや高くなっています。 
 

 

  

55.8

52.4

8.1

6.5

12.8

15.5

8.0

9.7

1.9

3.5

9.1

9.0

4.4

3.5

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

同居している、隣近所
車などで10分かからないところ
車などで10～30分以内のところ
日帰りで帰れるところ
遠方で日帰りは難しいところ
介護や援助を期待できる人はいない
無回答

単位：%

n

同居して
いる、隣
近所

車などで
10分か
からない
ところ

車などで
10～30
分以内
のところ

日帰りで
帰れると
ころ

遠方で
日帰りは
難しいと
ころ

介護や
援助を
期待でき
る人はい
ない

無回答

認 事業対象者 160 46.3 6.3 16.3 15.0 4.4 11.9 0.0
定 要支援１ 518 52.1 5.4 18.7 11.6 3.7 7.1 1.4
等 要支援２ 523 59.1 7.6 13.0 7.1 2.5 9.6 1.1

40～64歳 22 59.1 4.5 4.5 18.2 4.5 9.1 0.0
年 65～74歳 182 51.6 4.9 17.0 8.2 2.7 13.7 1.6
齢 75～84歳 604 49.3 7.6 17.4 9.1 3.6 11.6 1.3

85歳以上 516 59.3 5.8 13.8 11.2 3.7 4.8 1.4
挙母 400 51.0 8.5 16.8 8.8 2.8 9.5 2.8

日 高橋 186 43.0 11.3 20.4 7.5 6.5 9.7 1.6
常 上郷 105 54.3 6.7 14.3 8.6 2.9 12.4 1.0
生 高岡 192 58.3 7.8 15.1 6.8 3.1 8.3 0.5
活 猿投 166 63.3 2.4 10.8 9.0 4.2 9.6 0.6
圏 松平・下山 71 62.0 2.8 14.1 11.3 0.0 9.9 0.0
域 藤岡・小原 72 61.1 1.4 15.3 15.3 4.2 2.8 0.0

足助・旭・稲武 111 49.5 3.6 14.4 23.4 4.5 3.6 0.9
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（６）要支援・要介護認定状況 

■ 要支援・要介護認定の状況について、お教えください。（○は１つ） 

n=1,362 
「要支援２」が 38.4％、「要支援１」が 38.0％、「特に認定は受けていない（総合事

業対象者）」が 11.7％となっています。 
 

 
 

 

  

38.0 38.4 11.7 11.8

0 20 40 60 80 100 (%)

要支援１ 要支援２ 特に認定は受けていない
（総合事業対象者）

無回答
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（７）認定を受けてからの期間 
■ 初めて要支援・要介護認定を受けてから、どのくらいの期間になります

か。（○は１つ） 
要支援認定を受けている方のみ n=1,041 

「１年～３年未満」が 39.4％と最も高く、次いで「１年未満」が 30.7％です。なお、
「５年以上」は 14.0％です。 
認定等別では、要支援１で「１年未満」の割合がやや高くなっています。年齢別では、

40～64歳と 75～84歳で「１年未満」の割合がやや高くなっています。 
 

 

 

 

  

30.7 39.4 14.7 14.0 1.2

0 20 40 60 80 100 (%)

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年以上 無回答

単位：%

n
１年未
満

１年～
３年未
満

３年～
５年未
満

５年以
上

無回答

認 要支援１ 518 34.7 41.5 12.7 10.0 1.0
定 要支援２ 523 26.8 37.3 16.6 18.0 1.3

40～64歳 19 36.8 26.3 15.8 21.1 0.0
年 65～74歳 148 22.3 48.0 14.2 14.2 1.4
齢 75～84歳 463 34.8 39.7 12.7 12.3 0.4

85歳以上 405 29.1 36.5 17.0 15.3 2.0
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（８）利用している介護保険サービス・事業 
■ どのような介護保険サービス・事業を利用していますか。（あてはまるも

のすべてに○） 
要支援認定を受けている方のみ n=1,041 

「介護保険で、福祉用具を借りたり、購入すること」が 38.2％、「日帰りで施設に通って
介護の提供を受けるサービス」が 37.4％となっています。また、「介護保険サービス・事業を
利用していない」は 23.6％です。 
認定等別でみると、要支援２で「介護保険で、福祉用具を借りたり、購入すること」の割

合が要介護１と比べて高くなっています。 

 

  

23.6 

16.0 

37.4 

2.1 

38.2 

1.2 

7.7 

4.0 

0 10 20 30 40 50

介護保険サービス・事業を利用していない

自宅にホームヘルパーなど専門家が訪問するサービス

日帰りで施設に通って介護の提供を受けるサービス

短期間、施設に宿泊して介護の提供を受けるサービス

介護保険で、福祉用具を借りたり、購入すること

通い・泊まり・訪問サービスを組み合わせた定額のサービス

その他

無回答

（％）

単位：%

n

介護保
険サービ
ス・事業
を利用し
ていない

自宅に
ホームヘ
ルパーな
ど専門家
が訪問す
るサービ
ス（訪
問介護、
訪問看
護など）

日帰りで
施設に
通って介
護の提
供を受け
るサービ
ス（デイ
サービ
ス、デイ
ケアな
ど）

短期間、
施設に
宿泊して
介護の
提供を
受ける
サービス
（ショー
トステ
イ）

介護保
険で、福
祉用具
を借りた
り、購入
すること

通い・泊
まり・訪
問サービ
スを組み
合わせた
定額の
サービス

その他 無回答

認 要支援１ 518 28.2 11.0 33.0 1.2 28.2 0.8 8.5 5.4
定 要支援２ 523 19.1 21.0 41.7 3.1 48.2 1.7 6.9 2.7

40～64歳 19 21.1 21.1 31.6 0.0 31.6 0.0 21.1 0.0
年 65～74歳 148 25.7 18.9 32.4 1.4 37.8 0.7 10.8 4.7
齢 75～84歳 463 26.8 15.6 37.4 1.1 36.3 1.5 6.7 4.5

85歳以上 405 19.5 14.8 39.5 3.7 41.5 1.2 7.2 3.5
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２ 日常生活について 

（１）日常生活や運動 

■ 日常生活や運動についてはいかがですか。（それぞれ○は１つ） 

n=1,362 

①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

「手すりや壁などを使わないと、階段を昇れない」が 75.3％で、前回と比べて大きな変化
はみられません。 
認定等別では、事業対象者で「手すりや壁などを使わずに、階段を昇っている」の割合が

他と比べて高くなっています。 

 

 

  

9.9 

11.3 

5.3 

6.5 

76.9 

75.3 

7.9 

6.8 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

手すりや壁などを使わずに、階段を昇っている
手すりや壁などを使わなくても、階段を昇ることはできるが、階段を昇る機会がない
手すりや壁などを使わないと、階段を昇れない
無回答

単位：%

n

手すりや
壁などを
使わず
に、階段
を昇って
いる

手すりや
壁などを
使わなく
ても、階
段を昇る
ことはで
きるが、
階段を
昇る機
会がない

手すりや
壁などを
使わない
と、階段
を昇れな
い

無回答

認 事業対象者 160 29.4 15.6 49.4 5.6
定 要支援１ 518 12.4 6.4 76.3 5.0
等 要支援２ 523 4.2 3.3 86.0 6.5

40～64歳 22 22.7 9.1 68.2 0.0
年 65～74歳 182 15.4 7.1 73.1 4.4
齢 75～84歳 604 12.7 6.1 74.7 6.5

85歳以上 516 7.4 6.6 78.1 7.9
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②１５分位続けて歩いていますか 

「１５分続けて歩くことができない」が 32.4％で、前回と比べて大きな変化はみられませ
ん。 
認定等別でみると、要支援２で「１５分続けて歩くことができない」の割合が他と比べて

高くなっています。 

 

 

 

 

  

38.0 

39.3 

23.3 

23.0 

32.7 

32.4 

6.0 

5.4 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

１５分続けて歩くことができる
歩くことはできるが、１５分続けて歩くことがない
１５分続けて歩くことができない
無回答

単位：%

n

１５分
続けて歩
くことがで
きる

歩くこと
はできる
が、１５
分続けて
歩くこと
がない

１５分
続けて歩
くことがで
きない

無回答

認 事業対象者 160 57.5 28.1 11.3 3.1
定 要支援１ 518 44.4 22.4 28.2 5.0
等 要支援２ 523 27.7 22.8 43.8 5.7

40～64歳 22 45.5 27.3 27.3 0.0
年 65～74歳 182 46.2 27.5 22.5 3.8
齢 75～84歳 604 40.1 23.3 31.6 5.0

85歳以上 516 35.1 21.7 37.0 6.2
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③過去 1年間に転んだ経験がありますか 

「何度もある」は 23.6％で、前回と比べてやや減少しています。 
認定等別・年齢別でみると、要支援２と 40～64 歳で「何度もある」の割合が他と比べ

て高くなっています。 
 

 

 

 

  

26.4 

23.6 

29.1 

30.2 

39.8 

42.0 

4.8 

4.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

何度もある １度ある ない 無回答

単位：%

n 何度もあ
る

１度ある ない 無回答

認 事業対象者 160 15.6 21.3 60.0 3.1
定 要支援１ 518 19.9 33.0 43.1 4.1
等 要支援２ 523 31.2 30.2 34.4 4.2

40～64歳 22 40.9 27.3 31.8 0.0
年 65～74歳 182 24.7 26.9 45.1 3.3
齢 75～84歳 604 21.7 31.0 43.4 4.0

85歳以上 516 25.2 30.2 39.9 4.7
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④歯の数と入れ歯の利用状況 

「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」が 47.7％と最も高くなっています。 
年齢別でみると、年齢が下がるにつれて「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」の

割合が高くなっています。 
 

 
 

 

  

14.0 

15.9 

19.7 

17.9 

45.1 

47.7 

10.2 

10.8 

11.1 

7.8 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用
自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし
自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用
自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし
無回答

単位：%

n

自分の
歯は20
本以上、
かつ入れ
歯を利
用

自分の
歯は20
本以上、
入れ歯
の利用
なし

自分の
歯は19
本以下、
かつ入れ
歯を利
用

自分の
歯は19
本以下、
入れ歯
の利用
なし

無回答

認 事業対象者 160 22.5 20.0 44.4 8.8 4.4
定 要支援１ 518 16.2 17.2 48.8 10.8 6.9
等 要支援２ 523 13.4 20.5 47.2 12.0 6.9

40～64歳 22 0.0 40.9 27.3 27.3 4.5
年 65～74歳 182 12.6 30.2 34.6 18.7 3.8
齢 75～84歳 604 18.0 17.5 48.3 8.4 7.6

85歳以上 516 14.3 13.8 52.9 9.9 9.1
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⑤お茶や汁物等でむせることがありますか 

「はい」が 42.1％で、前回と比べて減少しています。 
認定等別でみると、要支援２で「はい」の割合が他と比べてやや高くなっています。 
 

 

 

 

  

45.1 

42.1 

51.2 

54.8 

3.6 

3.2 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

はい いいえ 無回答

単位：%
n はい いいえ 無回答

認 事業対象者 160 30.6 68.1 1.3
定 要支援１ 518 42.5 54.4 3.1
等 要支援２ 523 46.3 50.5 3.3

40～64歳 22 31.8 68.2 0.0
年 65～74歳 182 38.5 59.9 1.6
齢 75～84歳 604 43.2 53.6 3.1

85歳以上 516 42.4 53.9 3.7
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⑥物忘れが多いと感じますか 

「はい」が 54.3％、「いいえ」が 41.4％です。 
年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「はい」の割合が高くなっています。 
 

 
 

 

 

  

57.0 

54.3 

38.8 

41.4 

4.2 

4.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

はい いいえ 無回答

単位：%
n はい いいえ 無回答

認 事業対象者 160 52.5 46.3 1.3
定 要支援１ 518 58.1 38.0 3.9
等 要支援２ 523 50.7 45.5 3.8

40～64歳 22 31.8 68.2 0.0
年 65～74歳 182 43.4 54.4 2.2
齢 75～84歳 604 54.5 41.4 4.1

85歳以上 516 58.7 36.2 5.0
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⑦バス・電車を使って 1人で外出していますか 

「外出している」が 38.5％で、前回と比べて大きな変化はみられません。 
認定等別でみると、要支援２で「外出できない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

  

39.6 

38.5 

19.5 

19.9 

36.7 

37.4 

4.1 

4.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

外出している 外出できるがしていない 外出できない 無回答

単位：%

n
外出して
いる

外出でき
るがして
いない

外出でき
ない

無回答

認 事業対象者 160 57.5 29.4 11.3 1.9
定 要支援１ 518 40.7 22.0 33.0 4.2
等 要支援２ 523 28.5 15.3 52.8 3.4

40～64歳 22 59.1 4.5 36.4 0.0
年 65～74歳 182 46.7 23.6 28.0 1.6
齢 75～84歳 604 41.6 20.4 33.6 4.5

85歳以上 516 30.8 18.8 45.7 4.7
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⑧自分で食品・日用品の買い物をしていますか 

「買い物できない」が 24.1％、「買い物できるがしていない」が 19.8％で、前回と比べて
大きな変化はみられません。 
認定等別でみると、要支援２で「買い物できない」の割合が他と比べて高くなっています。

年齢別でみると、概ね年齢が上がるにつれて「買い物している」の割合が低くなっています。 
 

 

 

 

 

  

50.6 

52.6 

20.4 

19.8 

25.4 

24.1 

3.6 

3.5 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

買い物している 買い物できるがしていない 買い物できない 無回答

単位：%

n
買い物し
ている

買い物で
きるがし
ていない

買い物で
きない

無回答

認 事業対象者 160 72.5 20.6 5.0 1.9
定 要支援１ 518 58.5 20.3 17.8 3.5
等 要支援２ 523 40.3 19.3 37.1 3.3

40～64歳 22 63.6 18.2 18.2 0.0
年 65～74歳 182 64.3 12.1 22.0 1.6
齢 75～84歳 604 57.3 18.9 20.2 3.6

85歳以上 516 43.2 23.6 29.5 3.7
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（２）現在の健康状態 

■ あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

n=1,362 
「まあよい」（45.8％）、「あまりよくない」（37.5％）が高くなっています。 
前回と比べて大きな変化はみられません。 
認定等別でみると、事業対象者で「まあよい」の割合が他と比べて高くなっています。年齢

別では、40～64歳・65～74歳で「まあよい」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

 

  

2.6 

2.5 

43.3 

45.8 

39.7 

37.5 

10.4 

10.4 

4.0 

3.7 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

単位：%

n とてもよ
い

まあよい あまりよく
ない

よくない 無回答

認 事業対象者 160 5.0 57.5 29.4 6.3 1.9
定 要支援１ 518 2.7 48.8 34.6 10.2 3.7
等 要支援２ 523 1.5 38.8 44.0 11.9 3.8

40～64歳 22 9.1 63.6 22.7 4.5 0.0
年 65～74歳 182 2.2 53.8 35.2 6.6 2.2
齢 75～84歳 604 3.0 42.1 38.7 12.6 3.6

85歳以上 516 1.9 46.3 37.8 9.5 4.5
性 男性 641 3.1 42.3 39.5 11.5 3.6
別 女性 676 2.1 49.0 35.8 9.5 3.7
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（３）家族や地域のためにしていること 
■ あなたは、家族や地域のために、どのようなことをしていますか。（あて

はまるものすべてに○） 
n=1,362 

「家事」（42.6％）、「家の周りの掃除」（37.9％）が高くなっています。「特にしてい
ない」は 37.7％です。 
認定等別・年齢別・性別で「特にしていない」の割合をみると、要支援２、40～64 歳・

65～74歳、男性で他と比べて高くなっています。 
 

 

  

42.6 

5.7 

3.7 

1.8 

37.9 

13.9 

7.4 

4.4 

5.9 

37.7 

4.3 

0 10 20 30 40 50

家事

家族の介護

子どもや孫の世話

子どもや高齢者の見守り

家の周りの掃除

話し相手

困ったときの相談相手

高齢者が集まるサロンや団体活動の手伝い

その他

特にしていない

無回答

（％）
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単位：%

n

家事 家族の
介護

子どもや
孫の世
話

子どもや
高齢者
の見守り

家の周り
の掃除

話し相
手

困ったと
きの相談
相手

高齢者
が集まる
サロンや
団体活
動の手
伝い

その他

認 事業対象者 160 54.4 5.0 4.4 3.8 53.1 18.8 10.6 8.8 8.1
定 要支援１ 518 48.5 6.6 4.1 1.9 41.1 12.2 5.4 4.1 6.9
等 要支援２ 523 34.8 5.4 4.0 1.1 27.7 15.1 8.8 3.8 5.2

40～64歳 22 31.8 9.1 9.1 4.5 13.6 13.6 9.1 4.5 13.6
年 65～74歳 182 42.3 6.6 8.8 2.2 25.8 13.2 8.8 3.8 8.2
齢 75～84歳 604 46.2 6.3 3.5 2.5 40.7 14.2 7.1 5.3 5.1

85歳以上 516 39.9 4.8 2.3 0.8 40.1 14.3 7.0 3.7 6.0
性 男性 641 32.1 6.6 3.3 3.0 35.6 14.8 8.4 4.8 7.3
別 女性 676 53.7 5.3 4.4 0.7 40.4 13.8 6.4 4.1 4.9

単位：%

n 特にして
いない

無回答

認 事業対象者 160 26.3 1.9
定 要支援１ 518 34.7 3.5
等 要支援２ 523 44.7 5.0

40～64歳 22 50.0 0.0
年 65～74歳 182 46.2 2.2
齢 75～84歳 604 34.4 4.6

85歳以上 516 37.8 4.8
性 男性 641 42.6 3.9
別 女性 676 32.8 4.4
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３ 社会参加について 

（１）1週間のうち外出する頻度 

■ １週間に何日、外出していますか。（○は１つ） 

n=1,362 
「ほとんど外出しない」が 20.9％と、前回と比べて増加しています。 
認定等別・年齢別等で「ほとんど外出しない」をみると、要支援２、85 歳以上で他と比

べて高くなっています。日常生活圏域別では、高岡、藤岡・小原で「ほとんど外出しない」の
割合が他と比べてやや高くなっています。 

 

 
 

 

  

11.4 

10.4 

43.2 

40.5 

24.3 

22.4 

16.7 

20.9 

4.3 

5.9 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日 ほとんど外出しない 無回答

単位：%

n
週に５
日以上

週に２
～４日

週に１
日

ほとんど
外出し
ない

無回答

認 事業対象者 160 18.1 43.1 20.6 12.5 5.6
定 要支援１ 518 10.4 42.3 23.4 18.7 5.2
等 要支援２ 523 8.0 40.9 21.8 24.7 4.6

40～64歳 22 36.4 22.7 13.6 22.7 4.5
年 65～74歳 182 17.0 49.5 17.0 13.2 3.3
齢 75～84歳 604 9.6 43.2 23.5 16.9 6.8

85歳以上 516 7.9 36.2 22.3 28.1 5.4
性 男性 641 14.8 41.2 16.7 22.2 5.1
別 女性 676 6.2 40.7 27.2 19.8 6.1

挙母 400 11.5 46.5 19.0 18.0 5.0
日 高橋 186 14.0 44.6 18.8 19.4 3.2
常 上郷 105 12.4 39.0 20.0 21.0 7.6
生 高岡 192 8.9 35.4 24.5 26.6 4.7
活 猿投 166 10.8 43.4 20.5 19.9 5.4
圏 松平・下山 71 5.6 35.2 33.8 21.1 4.2
域 藤岡・小原 72 8.3 26.4 29.2 27.8 8.3

足助・旭・稲武 111 6.3 36.9 27.0 22.5 7.2
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（２）外出を控えている理由 

【外出頻度を「週に１回」「ほとんど外出しない」と回答した方対象】 
■ 外出を控えている理由がありますか。（○は３つまで） 

「週 1回」「ほとんど外出しない」と答えた方のみ n=589 
「足や腰が痛い、転倒が心配」が 60.6％と最も高く、次いで「交通手段がない」が

25.6％、「体調がすぐれない」が 25.1％、「トイレが心配」が 21.4％、「目や耳（聞こえ）
の問題がある」が 19.2％となっています。前回と比べて大きな変化はみられません。 
認定等別でみると、要支援２で「体調がすぐれない」「足や腰が痛い、転倒が心配」、事

業対象者で「特にない」の割合が他と比べて高くなっています。年齢別でみると、すべての年
代で「足や腰が痛い、転倒が心配」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

25.5 

20.9 

18.7 

59.6 

11.3 

24.3 

2.5 

8.1 

8.1 

5.5 

25.1 

21.4 

19.2 

60.6 

9.0 

25.6 

3.2 

6.5 

11.2 

3.9 

0 20 40 60 80 100

体調がすぐれない

トイレが心配

目や耳（聞こえ）の問題がある

足や腰が痛い、転倒が心配

外での楽しみがない

交通手段がない

家族の看護・介護のため

その他

特にない

無回答

（％）

前回（R元）
今回（R4）

単位：%

n

体調がす
ぐれない

トイレが
心配

目や耳
（聞こ
え）の問
題がある

足や腰が
痛い、転
倒が心
配

外での楽
しみがな
い

交通手
段がない

家族の
看護・介
護のため

その他 特にない 無回答

認 事業対象者 53 18.9 15.1 18.9 50.9 17.0 28.3 0.0 7.5 24.5 1.9
定 要支援１ 218 21.1 23.9 19.7 56.0 7.3 26.1 4.1 6.4 11.9 4.6
等 要支援２ 243 31.7 20.6 17.7 69.1 9.5 25.5 4.1 7.4 8.6 2.5

40～64歳 8 25.0 25.0 0.0 62.5 0.0 12.5 0.0 0.0 25.0 0.0
年 65～74歳 55 23.6 23.6 5.5 52.7 9.1 23.6 5.5 10.9 18.2 5.5
齢 75～84歳 244 30.7 22.5 13.5 61.1 10.7 25.8 3.7 6.6 10.2 2.9

85歳以上 260 20.8 19.2 27.7 61.9 7.7 26.2 2.7 6.2 10.8 4.6
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（３）知人・友人・近所の人と話す頻度 
■ １週間に、知人・友人・近所の人（家族以外）とどのくらい話しますか。

（○は１つ） 
n=1,362 

「ほとんど会話しない」が 29.6％と、前回と比べて増加しています。 
年齢別・性別でみると、65～74歳、男性で「ほとんど会話しない」の割合が他と比べてや

や高くなっています。 
 

 
 

 

  

11.7 

7.9 

39.3 

33.6 

23.2 

24.8 

21.6 

29.6 

4.2 

4.0 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日 ほとんど会話しない 無回答

単位：%

n
週に５
日以上

週に２
～４日

週に１
日

ほとんど
会話し
ない

無回答

認 事業対象者 160 10.6 41.3 25.6 16.9 5.6
定 要支援１ 518 8.3 31.1 27.0 30.3 3.3
等 要支援２ 523 5.2 34.4 24.5 32.5 3.4

40～64歳 22 27.3 27.3 18.2 22.7 4.5
年 65～74歳 182 7.1 34.1 19.2 36.3 3.3
齢 75～84歳 604 7.6 34.4 25.2 28.1 4.6

85歳以上 516 7.8 33.1 26.6 29.8 2.7
性 男性 641 8.1 29.0 22.6 36.5 3.7
別 女性 676 7.8 38.0 26.9 23.7 3.6

挙母 400 7.3 32.0 25.8 31.0 4.0
日 高橋 186 7.0 38.2 28.5 24.7 1.6
常 上郷 105 4.8 37.1 18.1 32.4 7.6
生 高岡 192 7.3 30.7 25.0 34.9 2.1
活 猿投 166 10.8 33.7 22.3 30.7 2.4
圏 松平・下山 71 5.6 36.6 21.1 33.8 2.8
域 藤岡・小原 72 13.9 30.6 20.8 30.6 4.2

足助・旭・稲武 111 5.4 37.8 27.0 23.4 6.3
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（４）自宅から歩いて行けない場所への移動方法 
■ 自宅から歩いていけない場所に、どのような方法で行きますか。（○は３

つまで） 
n=1,362 

「車（家族や知人が運転）」が 61.1％と最も高く、次いで「タクシー」が 28.4％、「車・
バイク（自分で運転）」が 24.4％となっています。 
認定等別・年齢別・性別でみると、要支援２、85歳以上、女性で「車（家族や知人が

運転）」の割合が特に高くなっています。 
 
 

 

 
  

単位：%

n

車・バイ
ク（自
分で運
転）

車（家
族や知
人が運
転）

自転車 電車・バ
ス

タクシー 無回答

認 事業対象者 160 39.4 46.3 7.5 18.1 15.6 5.6
定 要支援１ 518 25.3 61.0 4.8 16.8 32.2 2.9
等 要支援２ 523 18.9 69.4 2.5 11.7 30.0 3.8

40～64歳 22 50.0 40.9 4.5 18.2 18.2 4.5
年 65～74歳 182 39.6 53.3 3.8 13.2 21.4 2.7
齢 75～84歳 604 27.5 58.4 6.3 16.7 30.5 4.3

85歳以上 516 15.3 68.8 2.7 12.8 28.9 3.7
性 男性 641 33.5 52.4 6.2 14.5 25.1 3.7
別 女性 676 16.6 70.6 2.8 15.1 31.7 3.8

24.4 

61.1 

4.6 

14.8 

28.4 

4.1 

0 20 40 60 80 100

車・バイク（自分で運転）

車（家族や知人が運転）

自転車

電車・バス

タクシー

無回答

（％）
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（５）会・グループ等への参加状況 
■ 以下の会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。（それぞ

れ最も近いものに１つずつ○） 
n=1,362 

スポーツ関係のグループやクラブは、「週１回以上」「月１～３回」が、前回と比べて増加
しています。一方、高齢者クラブは、「週１回以上」が減少しています。 
サロン・健康体操などは、大きな変化がみられません。 
 

○スポーツ関係のグループやクラブ 

 

 

○趣味・文化活動関係のグループ 

 

  

5.6 

10.1 

2.2 

5.7 

1.2 

2.3 

74.7 

71.4 

16.4 

10.6 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

4.9 

4.8 

5.8 

8.4 

1.9 

3.5 

69.9 

72.6 

17.4 

10.7 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答
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○高齢者クラブ 

 

 
 

 

○サロン・健康体操 

 
 

 

○自治区・町内会 

 
 

  

9.7 

6.4 

5.8 

5.8 

4.0 

5.1 

58.4 

74.0 

22.1 

8.7 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

8.6 

9.3 

6.3 

5.7 

2.0 

2.3 

61.0 

72.8 

22.1 

9.9 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

2.3 

2.0 

4.0 

3.9 

8.4 

10.9 

63.6 

73.9 

21.7 

9.4 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答
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○ボランティアのグループ 

 
 

 

○収入のある仕事 

 
 

  

1.0 

1.5 

1.6 

1.8 

1.2 

1.8 

73.6 

85.1 

22.6 

9.8 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

1.6 

2.9 

0.5 

1.2 

0.2 

0.7 

74.5 

85.9 

23.2 

9.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

週1回以上 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答
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「月１回以上」の割合をみると、認定等別では総じて要支援２は他と比べて低くなってい
ます。年齢別でみると、40～64 歳で「収入のある仕事」が他と比べて高くなっています。性
別では、女性は「スポーツ関係のグループやクラブ」「サロン・健康体操」をはじめ総じて割合
が高くなっています。日常生活圏域別で「趣味・文化活動関係のグループ」「サロン・健康体
操」など総じて、藤岡・小原で高く、高岡で低い傾向がみられます。 

 
○「月１回以上」の割合 

 
 

  

単位：%

n

スポーツ
関係のグ
ループや
クラブ

趣味・文
化活動
関係のグ
ループ

高齢者
クラブ

サロン・
健康体
操（地
域ふれあ
いサロン・
元気アッ
プ教室を
含む）

自治区・
町内会

ボランティ
アのグ
ループ

収入のあ
る仕事

認 事業対象者 160 20.6 16.3 21.9 26.9 8.1 4.4 6.3
定 要支援１ 518 17.6 14.5 12.2 16.6 7.3 3.7 4.2
等 要支援２ 523 12.2 10.9 8.6 10.7 3.3 2.5 3.8

40～64歳 22 4.5 18.2 9.1 13.6 0.0 4.5 36.4
年 65～74歳 182 16.5 10.4 4.9 12.1 6.6 2.7 8.8
齢 75～84歳 604 16.9 14.2 12.7 15.6 7.0 4.1 4.5

85歳以上 516 14.9 13.4 14.3 15.9 5.0 2.5 0.8
性 男性 641 12.3 10.9 9.0 10.9 5.6 2.7 6.1
別 女性 676 19.4 15.8 15.2 19.5 6.5 4.0 4.9

挙母 400 18.0 12.3 10.5 16.8 3.3 1.8 3.8
日 高橋 186 18.3 17.2 12.9 12.9 7.0 6.5 3.2
常 上郷 105 10.5 15.2 9.5 11.4 6.7 6.7 5.7
生 高岡 192 13.0 8.3 7.8 8.9 4.2 2.6 4.7
活 猿投 166 16.3 16.3 12.7 12.7 8.4 2.4 4.2
圏 松平・下山 71 12.7 12.7 22.5 21.1 7.0 2.8 4.2
域 藤岡・小原 72 25.0 26.4 18.1 29.2 11.1 4.2 5.6

足助・旭・稲武 111 13.5 8.1 18.9 22.5 8.1 2.7 3.6
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「スポーツ関係のグループやクラブ」から「収入のある仕事」の７つの社会参加の項目の統
合指標を作成し、集計したところ、前回と比べて、「週１回以上（参加する項目がある）」
（22.2％）が減少しています。 
年齢別でみると、40～64 歳で「週１回以上」の割合が他と比べて高くなっています。性

別では「女性」で「週１回以上」の割合が男性と比べて高くなっています。 
 

 

 
  

25.4

22.2

12.9

13.4

45.4

61.3

16.2

3.2

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

週1回以上 月１回以上 月１回未満 無回答

単位：%

n 週1回以
上

月１回
以上

月１回
未満

無回答

40～64歳 22 50.0 4.5 45.5 0.0
65～74歳 182 22.5 12.6 62.6 2.2
75～84歳 604 23.3 14.4 59.8 2.5
85歳以上 516 19.4 13.6 63.2 3.9
男性 641 18.3 13.4 66.0 2.3
女性 676 26.2 13.6 56.7 3.6

年
齢

性
別
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（６）会・グループ等に参加しない理由 
【会・グループ参加について「週１回以上」「月１～３回」に「○が１つもな
い」方対象】 
■ 会・グループ等に、あまり参加していない理由をお聞かせください。（○

は３つまで） 
「週に 1回以上」「月に１～３回」に〇が１つもない方のみ n=835 

「病気や障がいのため、参加が難しい」が 41.2％と最も高くなっていますが、前回と比べて
減少しています。この他、「興味がない」（21.4％）、「交通手段がない・距離が遠い」
（18.4％）、「いろいろな人が集まる場所は苦手である」（17.7％）、「なんとなく参加し
ていない」（16.4％）、「きっかけがない」（15.8％）等の回答がみられます。 

 

 

  

25.9 

21.2 

20.1 

14.3 

5.5 

19.8 

50.0 

8.0 

9.4 

5.1 

21.4 

16.4 

17.7 

15.8 

5.9 

18.4 

41.2 

9.8 

10.5 

10.5 

0 20 40 60 80 100

興味がない

なんとなく参加していない

いろいろな人が集まる場所は苦手である

きっかけがない

家事・介護で忙しい

交通手段がない・距離が遠い

病気や障がいのため、参加が難しい

会・グループ等の情報を知らない

その他

無回答

（％）

前回（R元）

今回（R4）
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認定等別でみると、事業対象者で「興味がない」「なんとなく参加していない」の割合が他

と比べて高くなっています。性別では、男性で「興味がない」、女性で「交通手段がない・距
離が遠い」の割合が他と比べてやや高くなっています。 

 

 

 

 

  

単位：%

n

興味が
ない

なんとな
く参加し
ていない

いろいろ
な人が
集まる場
所は苦
手である

きっかけ
がない

家事・介
護で忙し
い

交通手
段がな
い・距離
が遠い

病気や
障がいの
ため、参
加が難し
い

会・グ
ループ等
の情報を
知らない

その他 無回答

認 事業対象者 70 30.0 34.3 12.9 21.4 8.6 17.1 20.0 7.1 8.6 8.6
定 要支援１ 308 23.7 14.9 21.4 18.5 7.5 21.8 37.0 10.7 9.4 10.4
等 要支援２ 358 20.4 13.7 17.3 12.0 3.6 15.6 51.4 8.1 11.2 9.5

40～64歳 10 40.0 10.0 10.0 30.0 10.0 30.0 50.0 10.0 10.0 10.0
年 65～74歳 114 26.3 13.2 22.8 18.4 8.8 12.3 47.4 13.2 5.3 11.4
齢 75～84歳 361 22.7 20.8 16.3 16.1 6.1 21.3 41.0 8.9 6.9 10.0

85歳以上 326 18.4 13.2 18.4 14.1 4.9 16.3 39.0 9.8 16.0 10.7
性 男性 423 25.1 18.2 16.3 14.7 6.9 15.1 41.1 9.9 9.0 10.2
別 女性 383 18.0 14.6 19.6 17.0 5.2 21.1 40.7 9.9 12.0 11.0
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（７）外出回数の変化 
■ 外出などの回数について、この１年間でどのように変化していますか（そ

れぞれ１つずつ○） 
n=1,362 

「減少している」の割合をみると、外出で 26.4％、家族以外の知人・友人等との会話で
27.5％、会・グループ等への参加状況について 33.4％となっています。 
認定等別でみると、要支援２、要支援１、事業対象者の順に「減少している」の割合が

高くなる傾向がみられます。年齢別でみると、外出、家族以外の知人・友人等との会話で、
概ね年齢が上がるにつれて「減少している」の割合が高くなる傾向がみられます。性別では
男性で「減少している」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

○外出 

 
 

○家族以外の知人・友人等の会話 

 
  

3.6

2.6

6.1

5.7

34.6

39.1

15.4

16.4

24.8

26.4

15.5

9.8

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

増加
している

やや増加
している

ほとんど
変わらない

やや減少
している

減少
している

無回答

3.3

2.2

5.0

5.8

36.0

42.4

13.5

13.3

21.8

27.5

20.5

8.9

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

増加
している

やや増加
している

ほとんど
変わらない

やや減少
している

減少
している

無回答
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○会・グループ等への参加 

 
 

〇「減少している」の割合 

  

3.0

1.2

3.5

2.9

27.5

37.2

7.4

7.6

31.2

33.4

27.4

17.5

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R４）

(%)

増加
している

やや増加
している

ほとんど
変わらない

やや減少
している

減少
している

無回答

単位：%

n

外出 家族以
外の知
人・友人
等との会
話

会・グ
ループ等
への参加

認 事業対象者 160 14.4 9.4 20.6
定 要支援１ 518 25.1 27.8 34.6
等 要支援２ 523 31.7 32.1 36.9

40～64歳 22 22.7 18.2 36.4
年 65～74歳 182 17.6 20.9 25.8
齢 75～84歳 604 25.5 26.3 36.1

85歳以上 516 30.2 31.0 32.8
性 男性 641 27.1 30.6 37.0
別 女性 676 25.3 24.0 29.7
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４ 生きがいや楽しみについて 

（１）生きがいや楽しみ 
■ あなたが、生きがいや楽しみを感じるのはどんなことですか。（○は３つ

まで） 
n=1,362 

「テレビやラジオの視聴」が 45.6％と最も高く、次いで「家族や孫との交流」が 33.5％、
「散歩や買い物などの近所への外出」が 28.3％、「食事」が 25.3％、「友人や知人との交
流」が 23.4％となっています。前回と比べて大きな変化はみられませんが、「趣味・文化活
動」が 11.6％とやや減少しています。 
年齢別でみると、40～64 歳で「旅行や娯楽などの外出」の割合が他と比べて高くなって

います。性別では女性で「友人や知人との交流」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

  

4.7 

6.5 

5.3 

15.1 

27.4 

15.0 

32.1 

23.6 

45.0 

25.7 

3.5 

11.1 

7.0 

5.1

4.5

5.6

12.8

28.3

11.6

33.5

23.4

45.6

25.3

11.7

7.3

0 20 40 60 80 100

仕事・生きがい就労（賃金や地位では
なく、生きがいを重視した就労）

自治区・高齢者クラブ・ボランティアなどの
地域活動

スポーツや運動

旅行や娯楽などの外出

散歩や買い物などの近所への外出

趣味・文化活動

家族や孫との交流

友人や知人との交流

テレビやラジオの視聴

食事

その他

特にない

無回答

（％）

前回（R元）

今回（R４）
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単位：%

n

仕事・生
きがい就
労（賃
金や地
位ではな
く、生き
がいを重
視した就
労）

自治区・
高齢者
クラブ・ボ
ランティア
などの地
域活動

スポーツ
や運動

旅行や
娯楽など
の外出

散歩や
買い物
などの近
所への外
出

趣味・文
化活動

家族や
孫との交
流

友人や
知人との
交流

テレビや
ラジオの
視聴

認 事業対象者 160 10.0 8.1 7.5 13.1 36.3 11.3 36.9 28.8 40.6
定 要支援１ 518 5.0 4.8 6.2 13.7 30.5 13.3 34.6 24.1 46.3
等 要支援２ 523 3.8 3.3 4.2 13.0 24.1 11.3 33.8 21.6 46.8

40～64歳 22 22.7 4.5 4.5 40.9 27.3 13.6 18.2 4.5 50.0
年 65～74歳 182 6.0 2.7 6.0 17.6 25.8 13.2 24.7 22.5 40.1
齢 75～84歳 604 4.8 5.6 6.3 14.1 30.1 11.9 35.1 24.0 46.7

85歳以上 516 4.3 3.7 4.8 8.7 27.3 11.0 35.9 24.6 46.3
性 男性 641 5.9 5.1 6.9 13.6 25.1 11.4 30.6 16.5 47.6
別 女性 676 4.3 3.7 4.6 12.6 31.5 12.1 36.8 30.8 44.4

単位：%
n 食事 特にない 無回答

認 事業対象者 160 18.1 10.6 8.1
定 要支援１ 518 25.3 10.0 5.6
等 要支援２ 523 27.9 12.6 7.5

40～64歳 22 36.4 4.5 9.1
年 65～74歳 182 25.3 14.3 7.7
齢 75～84歳 604 23.0 9.9 7.0

85歳以上 516 27.1 13.0 7.2
性 男性 641 24.6 12.9 8.3
別 女性 676 25.3 10.4 6.2
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（２）現在の幸せ感 
■ あなたは、現在どの程度幸せですか。（○は１つ） 

※とても幸せを 10点、とても不幸を０点として、ご記入ください。 
n=1,362 

「５～６」が 32.6％と最も高く、次いで「７～８」が 27.5％となっています。前回と比べ
ると「９~10」が減少してします。 
年齢などで「０～４」の割合をみると、40～64 歳、ほとんど外出しない人、ほとんど会話

しない人で他と比べて高くなっています。一方、「９～10」は、85歳以上、女性、外出頻度
が週に５日以上、社会参加が週１回以上で他と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

22.1 

17.3 

24.5 

27.5 

31.9 

32.6 

13.6 

14.0 

7.9 

8.6 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

９～１０ ７～８ ５～６ ０～４ 無回答

単位：%
n ９～10 ７～８ ５～６ ０～４ 無回答

認 事業対象者 160 19.4 30.6 34.4 8.1 7.5
定 要支援１ 518 17.4 28.0 32.2 14.5 7.9
等 要支援２ 523 14.9 28.9 33.5 14.3 8.4

40～64歳 22 4.5 31.8 31.8 27.3 4.5
年 65～74歳 182 12.6 20.3 37.4 22.5 7.1
齢 75～84歳 604 13.9 26.5 34.9 15.4 9.3

85歳以上 516 22.9 31.8 28.1 8.9 8.3
性 男性 641 11.7 23.7 36.8 17.9 9.8
別 女性 676 22.3 31.8 28.4 10.1 7.4
外 ほとんど外出しない 284 18.0 19.7 30.3 22.9 9.2
出 週に１日 305 17.4 31.5 30.8 12.5 7.9
頻 週に２～４日 551 15.8 29.2 35.4 11.4 8.2
度 週に５日以上 142 18.3 28.9 33.8 11.3 7.7
会 ほとんど会話しない 403 14.1 22.3 32.3 22.1 9.2
話 週に１日 338 15.4 29.3 32.8 12.7 9.8
頻 週に２～４日 458 19.2 30.8 36.2 8.1 5.7
度 週に５日以上 108 25.9 31.5 20.4 12.0 10.2
参 月１回未満 835 15.8 25.0 33.5 17.1 8.5

週１回以上 302 22.5 34.4 29.8 8.3 5.0
加 月１回以上 182 17.6 29.1 35.7 11.0 6.6
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５ 高齢者福祉等について 

（１）地域包括支援センターに希望する対応 
■ 高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターの対応として、望む

ことは何ですか。（○は２つまで） 
n=1,362 

「適切なアドバイスが得られること」（26.8％）、「親身になって相談に対応してくれること」
（24.7％）、「対応に満足している」（18.7％）、「迅速に対応してくれること」
（15.5％）の順に高くなっています。 
年齢別でみると、40～64 歳で「迅速に対応してくれること」「親身になって相談に対応し

てくれること」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

  

26.8 

15.5 

9.5 

24.7 

7.6 

1.4 

15.2 

18.7 

24.6 

0 10 20 30 40 50

適切なアドバイスが得られること

迅速に対応してくれること

どの職員も同じように対応してくれること

親身になって相談に対応してくれること

相談できる機会が増えること

その他

特にない

対応に満足している

無回答

（％）

単位：%

n

適切なア
ドバイス
が得られ
ること

迅速に
対応して
くれること

どの職員
も同じよ
うに対応
してくれる
こと

親身に
なって相
談に対
応してく
れること

相談でき
る機会が
増えるこ
と

その他 特にない 対応に
満足して
いる

無回答

認 事業対象者 160 25.6 14.4 11.9 21.3 8.8 2.5 18.8 13.8 25.0
定 要支援１ 518 28.8 16.8 5.4 24.9 8.3 1.4 12.7 21.2 25.1
等 要支援２ 523 28.7 16.1 10.3 27.5 6.7 1.0 15.7 19.5 21.0

40～64歳 22 36.4 40.9 4.5 45.5 4.5 0.0 13.6 22.7 9.1
年 65～74歳 182 28.0 16.5 5.5 24.2 6.0 0.5 22.0 22.0 19.8
齢 75～84歳 604 28.1 17.4 9.9 24.2 8.1 2.2 14.2 15.1 25.7

85歳以上 516 25.0 12.2 10.3 25.2 7.8 1.0 14.1 21.5 24.8
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（２）成年後見制度の認知度 

■ あなたは、成年後見制度をご存知ですか。（○は１つ） 

n=1,362 
「名前は聞いたことがあるが内容は分からない」が 35.5％と最も高く、次いで「聞いたこと

がない」が 22.8％です。 
認定等別・年齢別でみると、「制度の内容を知っている」の割合に大きな違いはみられま

せん。 
 

 

 

 

  

17.8 35.5 22.8 23.9

0 20 40 60 80 100 (%)

制度の内容を
知っている

名前は聞いたことがあるが
内容は分からない

聞いたことがない 無回答

単位：%

n

制度の
内容を
知ってい
る

名前は
聞いたこ
とがある
が内容
は分から
ない

聞いたこ
とがない

無回答

認 事業対象者 160 18.1 34.4 23.8 23.8
定 要支援１ 518 19.5 34.4 22.0 24.1
等 要支援２ 523 18.0 39.2 22.8 20.1

40～64歳 22 22.7 31.8 31.8 13.6
年 65～74歳 182 19.2 42.3 20.3 18.1
齢 75～84歳 604 18.9 34.8 21.9 24.5

85歳以上 516 16.9 34.9 24.2 24.0
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（３）在宅での介護を断念し施設等へ入所する理由 
■ ご本人や家族等が特に、どのようなことで自宅での介護を断念し、施設等

へ入所を考えることになると思いますか。（○は３つまで） 
n=1,362 

「排せつ（の介護）が難しくなったとき」（41.0％）、「認知症等による問題行動が多く
なったとき」（40.3％）、「複雑な医療の処置が必要になったとき」（30.1％）、「食べる
こと（の介護）が難しくなったとき」（29.6％）の順に高くなっています。 
認定等別でみると、事業対象者で「食べること（の介護）が難しくなったとき」の割合が

他と比べて高くなっています。 
 

 

  

29.6 

41.0 

23.0 

30.1 

40.3 

22.7 

10.9 

25.3 

0 10 20 30 40 50

食べること（の介護）が難しくなったとき

排せつ（の介護）が難しくなったとき

室内の移動（の介護）が難しくなったとき

複雑な医療の処置が必要になったとき

認知症等による問題行動が多くなったとき

夜間の介護負担が大きくなったとき

（介護者が別居の場合）介護者の
通いの負担が大きくなったとき

無回答

（％）
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単位：%

n

食べるこ
と（の介
護）が
難しく
なったと
き

排せつ
（の介
護）が
難しく
なったと
き

室内の
移動
（の介
護）が
難しく
なったと
き

複雑な
医療の
処置が
必要に
なったと
き

認知症
等による
問題行
動が多く
なったと
き

夜間の
介護負
担が大き
くなったと
き

（介護
者が別
居の場
合）介
護者の
通いの負
担が大き
くなったと
き

無回答

認 事業対象者 160 38.1 43.1 23.8 25.0 39.4 20.0 11.9 25.6
定 要支援１ 518 29.9 42.9 21.2 28.6 41.1 22.6 12.2 24.9
等 要支援２ 523 27.2 41.9 25.4 34.4 41.3 25.4 9.8 23.1

40～64歳 22 31.8 68.2 31.8 22.7 54.5 27.3 0.0 9.1
年 65～74歳 182 31.3 42.9 24.7 34.1 42.9 25.3 9.3 19.2
齢 75～84歳 604 26.8 40.2 22.0 28.5 41.7 22.7 11.9 27.2

85歳以上 516 32.2 40.3 23.4 31.8 37.8 22.1 10.5 25.2
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（４）認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために 
■ 認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために、どのよ

うなことに取り組む必要があると思いますか。（○は３つまで） 
n=1,362 

「認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる」が 41.7％と最も高く、次いで
「認知症について、住民の理解を深める」が 32.6％、「認知症の早期発見への機会（健
康診断費用補助、早期発見アプリなど）をつくる」が 30.7％となっています。 
年齢別でみると、40～64歳で「認知症について、住民の理解を深める」の割合が他と比

べて高くなっています。 
 

 

  

32.6 

3.0 

22.3 

30.7 

8.1 

10.1 

41.7 

12.2 

6.3 

30.5 

0 10 20 30 40 50

認知症について、住民の理解を深める

認知症について、企業の理解を深める

認知症の早期発見の重要性についてPRする

認知症の早期発見への機会（健康診断費用
補助、早期発見アプリなど）をつくる

認知症になっても仕事やボランティア
活動ができる機会をつくる

認知症の人とその家族同士が一緒に集う機会をつくる

認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる

お店の人や公共サービスの職員が適切な
対応ができるお店を増やす

認知症の人が、自らの経験を語る機会をつくる

無回答

（％）
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単位：%

n

認知症
につい
て、住民
の理解を
深める

認知症
につい
て、企業
の理解を
深める

認知症
の早期
発見の
重要性
について
PRする

認知症
の早期
発見への
機会
（健康
診断費
用補助、
早期発
見アプリ
など）を
つくる

認知症
になって
も仕事や
ボランティ
ア活動が
できる機
会をつく
る

認知症
の人とそ
の家族
同士が
一緒に
集う機会
をつくる

認知症
の人の家
族が、い
つでも相
談できる
機会をつ
くる

お店の人
や公共
サービス
の職員が
適切な
対応がで
きるお店
（認証
店など）
を増やす

認知症
の人が、
自らの経
験を語る
機会をつ
くる

無回答

認 事業対象者 160 28.8 4.4 24.4 33.1 10.0 9.4 43.8 15.0 9.4 29.4
定 要支援１ 518 33.4 2.7 24.1 30.7 7.7 9.7 40.3 12.5 5.4 30.7
等 要支援２ 523 33.8 3.1 20.7 32.3 7.5 12.4 46.1 12.2 5.4 26.6

40～64歳 22 54.5 13.6 18.2 36.4 22.7 13.6 40.9 9.1 0.0 18.2
年 65～74歳 182 31.3 3.8 23.6 34.1 8.8 8.8 50.5 14.3 5.5 23.1
齢 75～84歳 604 31.6 2.3 23.3 32.0 7.3 11.3 41.4 12.7 6.5 30.8

85歳以上 516 33.5 3.3 21.3 29.1 7.6 9.7 39.9 11.6 6.4 31.8
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（５）今後の介護保険料について 
■ 介護保険料は、全体のサービスの利用量に比例して決まります。現在のサ

ービス水準を維持していくと、高齢化の進展により保険料の上昇が今後
も見込まれています。あなたの考えは次のどれに近いですか。（○は１つ） 

n=1,362 
①「高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現在のサービス水準を維持するために

は保険料負担の増加はやむをえない」が30.7％と最も高く、次いで「③施設やサービスを抑
え現在のサービス水準を下げてでも、保険料は高くしないでほしい」が 24.0％となっています。 
年齢別でみると、65～74 歳で「③施設やサービスを抑え現在のサービス水準を下げてで

も、保険料は高くしないでほしい」の割合がやや高くなっています。 
 

 
 

 

 

 

30.7 16.1 24.0 29.2

0 20 40 60 80 100 (%)

①高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現在のサービス水準を維持するためには保険料負担
の増加はやむをえない
②１に加え、保険料が高くなっても良いので、現在のサービス水準を上げるために施設やサービスを増
やしてほしい
③施設やサービスを抑え現在のサービス水準を下げてでも、保険料は高くしないでほしい

④無回答
単位：%

n

①高齢
化が進ん
でサービ
ス利用
者が増え
るので、
現在の
サービス
水準を
維持する
ためには
保険料
負担の
増加は
やむをえ
ない

②１に
加え、保
険料が
高くなっ
ても良い
ので、現
在のサー
ビス水準
を上げる
ために施
設やサー
ビスを増
やしてほ
しい

③施設
やサービ
スを抑え
現在の
サービス
水準を
下げてで
も、保険
料は高く
しないで
ほしい

④無回
答

認 事業対象者 160 25.0 16.9 26.9 31.3
定 要支援１ 518 32.8 15.1 21.4 30.7
等 要支援２ 523 34.0 16.8 24.7 24.5

40～64歳 22 36.4 18.2 22.7 22.7
年 65～74歳 182 30.8 15.9 30.8 22.5
齢 75～84歳 604 29.6 16.1 23.8 30.5

85歳以上 516 32.8 16.3 21.9 29.1
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第４章 要介護認定者アンケート 
１ 回答者の属性 

（１）アンケート記入者 
n=1,242 

「ご本人の意思を確認して家族等が記入」が47.4％、「ご本人の意思が確認できないの
で家族等が代理で記入」が 25.8％、「ご本人（このアンケートの封筒の宛名の方）」が
18.4％となっています。 

 

 
 

（２）認定者の性別 
n=1,242 

「女性」が 49.8％、「男性」が 49.4％となっています。 
 

 

  

18.4 47.4

1.0

25.8

0.8

6.7

0 20 40 60 80 100 (%)

ご本人（このアンケートの封筒の宛名の方）
ご本人の意思を確認して家族等が記入
ご本人の意思を確認してケアマネージャーや施設職員が記入
ご本人の意思が確認できないので家族等が代理で記入
ご本人の意思が確認できないのでケアマネージャーや施設職員が代理で記入
無回答

49.4 49.8 0.8

0 20 40 60 80 100 (%)

男性 女性 無回答



第４章 要介護認定者アンケート 

115 

 

（３）認定者の年齢 
n=1,242 

「90 歳以上」（27.1％）、「85～89 歳」（25.5％）、「80～84 歳」（21.3％）
の順に高くなっています。 
日常生活圏域別でみると、松平・下山、足助・旭・稲武で 85 歳以上の割合が高くなっ

ています。 
 

 

 

 

 

  

2.2 

3.3 

6.9 

13.0 

21.3 

25.5 

27.1 

0.6 

0 10 20 30 40 50

40～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

（％）

単位：%

n 40～64
歳

65～74
歳

75～84
歳

85歳以
上

無回答

挙母 341 2.1 12.0 39.0 46.9 0.0
高橋 187 3.2 11.2 39.0 46.0 0.5
上郷 118 2.5 8.5 30.5 58.5 0.0
高岡 193 4.7 9.3 36.8 49.2 0.0
猿投 166 0.6 10.2 32.5 56.6 0.0
松平・下山 54 0.0 7.4 24.1 68.5 0.0
藤岡・小原 65 0.0 9.2 32.3 58.5 0.0
足助・旭・稲武 87 1.1 10.3 19.5 69.0 0.0

日
常
生
活
圏
域
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（４）認定者の居住地域 
n=1,242 

「挙母」が 27.5％と最も高く、次いで「高岡」が 15.5％、「高橋」が 15.1％、「猿投」が
13.4％となっています。 

 

 

 

 

  

27.5 

15.1 

9.5 

15.5 

13.4 

4.3 

5.2 

7.0 

2.5 

0 10 20 30 40 50

挙母

高橋

上郷

高岡

猿投

松平・下山

藤岡・小原

足助・旭・稲武

無回答

（％）
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（５）要介護度 
n=1,242 

「要介護１」が 30.3％と最も高く、次いで「要介護２」が 26.2％となっています。 
年齢別でみると、75～84 歳、85 歳以上で「要介護１」の割合が他と比べて高くなって

います。 
 

 

 

 

  

30.3 26.2 17.0 15.1 8.8

0.0

2.7

0 20 40 60 80 100 (%)

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要支援１～２ 無回答

単位：%

n 要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

無回答

40～64歳 27 22.2 22.2 33.3 18.5 3.7 0.0
年 65～74歳 127 19.7 30.7 17.3 19.7 10.2 2.4
齢 75～84歳 426 32.9 25.6 14.6 12.9 11.5 2.6

85歳以上 654 31.2 26.3 18.0 15.6 7.0 1.8
挙母 341 31.7 25.5 18.8 13.5 7.9 2.6

日 高橋 187 36.9 18.7 15.0 18.2 10.2 1.1
常 上郷 118 28.8 28.8 15.3 15.3 11.0 0.8
生 高岡 193 30.6 31.1 14.5 15.0 7.3 1.6
活 猿投 166 26.5 27.7 16.3 17.5 9.6 2.4
圏 松平・下山 54 35.2 24.1 16.7 11.1 9.3 3.7
域 藤岡・小原 65 30.8 24.6 23.1 15.4 6.2 0.0

足助・旭・稲武 87 21.8 29.9 20.7 12.6 10.3 4.6
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（６）介護や援助をしてくれる家族等の居住地 
■ 主となって介護や援助をしてくれる家族・親族・友人等は、どこに住んで

いますか。（○は１つ） 
n=1,242 

「同居している、隣近所」が70.4％と最も高くなっています。なお、「介護や援助を期待で
きる人はいない」は 2.2％です。 
世帯別でみると、ひとり暮らしは「同居している、隣近所」から「介護や援助を期待できる

人はいない」まで回答が分散しています。日常生活圏域では、松平・下山、藤岡・小原で
「同居している、隣近所」の割合が特に高くなっています。 

 

 
 

  

70.4 7.6 12.6 3.9

0.6 2.2

2.7

0 20 40 60 80 100 (%)

同居している、隣近所
車などで10分かからないところ
車などで10～30分以内のところ
日帰りで帰れるところ
遠方で日帰りは難しいところ
介護や援助を期待できる人はいない
無回答

単位：%

n

同居して
いる、隣
近所

車などで
10分か
からない
ところ

車などで
10～30
分以内
のところ

日帰りで
帰れると
ころ

遠方で
日帰りは
難しいと
ころ

介護や
援助を
期待でき
る人はい
ない

無回答

要 要介護１ 376 75.3 6.6 9.0 5.6 0.5 1.3 1.6
介 要介護２ 326 77.0 7.1 9.8 2.1 0.6 1.8 1.5
護 要介護３ 211 70.1 8.1 13.7 3.8 0.5 2.8 0.9
度 要介護４ 187 61.0 9.6 19.3 2.7 0.5 3.7 3.2

要介護５ 109 59.6 10.1 18.3 5.5 0.0 2.8 3.7
ひとり暮らし 95 36.8 16.8 17.9 12.6 2.1 9.5 4.2

世 高齢者のみの世帯 364 79.4 5.2 9.1 3.6 0.5 0.8 1.4
帯 その他の世帯 514 94.2 1.9 1.4 1.0 0.0 1.4 0.2

施設やサ高住等 254 25.2 19.3 39.0 7.5 1.2 3.1 4.7
挙母 341 69.2 9.1 15.0 2.1 0.6 2.3 1.8

日 高橋 187 65.8 9.1 11.8 5.9 1.1 3.2 3.2
常 上郷 118 72.0 8.5 13.6 2.5 0.0 2.5 0.8
生 高岡 193 72.0 9.8 13.0 2.6 0.0 2.1 0.5
活 猿投 166 72.3 7.2 10.2 4.8 0.0 1.8 3.6
圏 松平・下山 54 85.2 0.0 7.4 5.6 0.0 0.0 1.9
域 藤岡・小原 65 81.5 1.5 9.2 6.2 0.0 1.5 0.0

足助・旭・稲武 87 67.8 3.4 11.5 6.9 2.3 2.3 5.7
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（７）介護が必要となった主な原因 
n=1,242 

「認知症」が 31.4％と最も高く、次いで「脳血管疾患」15.9％となっています。 
要介護度別でみると、要介護１は「認知症」の割合が他と比べて高くなっています。要介

護度が上がるにつれて「脳血管疾患」の割合が高くなっています。 
年齢別でみると、40～64歳・65～74歳は「脳血管疾患」「がん」、75～84歳・85歳

以上は「認知症」の割合が高くなっています。 
性別では、男性は「脳血管疾患」、女性は「認知症」の割合が他と比べて高くなっていま

す。 
 

 

  

15.9 

4.8 

8.4 

6.7 

3.1 

31.4 

3.5 

3.9 

3.2 

9.7 

1.5 

8.0 

0 10 20 30 40 50

脳血管疾患

老衰

骨折

骨・関節の痛みや変形

心臓病

認知症

がん

パーキンソン病

糖尿病性疾患

その他

不明

無回答

（％）
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単位：%

n
脳血管
疾患

老衰 骨折 骨・関節
の痛み
や変形

心臓病 認知症 がん パーキン
ソン病

糖尿病
性疾患

要 要介護１ 376 9.3 6.1 6.6 7.2 3.7 42.0 4.3 1.6 2.4
介 要介護２ 326 15.3 3.1 8.3 9.8 4.9 29.4 3.7 3.1 3.4
護 要介護３ 211 19.9 4.7 10.0 4.7 1.4 32.2 2.8 6.6 1.9
度 要介護４ 187 20.3 5.3 11.2 4.3 2.1 21.4 2.7 5.9 3.7

要介護５ 109 27.5 4.6 7.3 4.6 0.9 22.9 2.8 5.5 6.4
40～64歳 27 40.7 0.0 3.7 7.4 0.0 3.7 14.8 7.4 3.7

年 65～74歳 127 27.6 1.6 4.7 5.5 0.8 15.7 10.2 7.9 2.4
齢 75～84歳 426 19.7 0.5 5.6 5.9 1.9 30.8 4.0 6.1 5.2

85歳以上 654 10.2 8.4 11.0 7.5 4.6 36.4 1.5 1.5 2.1
性 男性 613 21.7 3.9 6.0 4.6 4.4 25.3 5.2 4.9 4.9
別 女性 619 10.3 5.7 10.8 8.9 1.9 37.6 1.9 2.9 1.6

単位：%
n その他 不明 無回答

要 要介護１ 376 8.8 1.6 6.4
介 要介護２ 326 9.5 1.5 8.0
護 要介護３ 211 7.6 0.9 7.1
度 要介護４ 187 12.8 2.1 8.0

要介護５ 109 12.8 0.9 3.7
40～64歳 27 11.1 0.0 7.4

年 65～74歳 127 15.0 0.8 7.9
齢 75～84歳 426 10.1 2.3 8.0

85歳以上 654 8.4 1.2 7.0
性 男性 613 9.1 1.8 8.2
別 女性 619 10.2 1.3 6.8
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（８）介護が必要となってからの期間 
n=1,242 

「１年～３年未満」が 30.7％と最も高く、次いで「３年～５年未満」が 20.0％、「５
年～10年未満」が 16.7％となっています。なお、「10年以上」は 10.8％となっています。 
要介護度別でみると、要介護度が上がるにつれて「10 年以上」など期間が長くなる傾向

がみられます。年齢別でみると、40～64 歳・65～74 歳で「10 年以上」の割合が他と比
べて高くなっています。性別では女性で「３年～５年未満」「５~10年未満」の割合が他と
比べてやや高くなっています。 

 

 
 

 

  

7.6 11.1 30.7 20.0 16.7 10.8 3.0

0 20 40 60 80 100 (%)

６か月
未満

６か月～
１年未満

１年～
３年未満

３年～
５年未満

５年～10年
未満

10年
以上

無回答

単位：%

n
６か月
未満

６か月
～１年
未満

１年～
３年未
満

３年～
５年未
満

５年～
10年未
満

10年以
上

無回答

要 要介護１ 376 7.7 14.9 39.9 19.1 10.6 5.3 2.4
介 要介護２ 326 7.1 9.5 30.7 23.0 18.4 9.5 1.8
護 要介護３ 211 8.1 11.8 24.6 19.0 23.7 11.8 0.9
度 要介護４ 187 7.5 9.6 26.2 20.9 18.7 16.6 0.5

要介護５ 109 9.2 4.6 24.8 18.3 20.2 22.0 0.9
40～64歳 27 7.4 11.1 29.6 11.1 14.8 25.9 0.0

年 65～74歳 127 8.7 14.2 25.2 17.3 16.5 17.3 0.8
齢 75～84歳 426 8.5 13.1 31.0 20.2 13.8 9.6 3.8

85歳以上 654 7.0 9.3 31.8 21.1 19.0 9.8 2.0
性 男性 613 9.1 13.2 32.8 17.9 14.4 10.0 2.6
別 女性 619 6.3 9.2 28.9 22.1 19.4 11.8 2.3
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（９）認定者の世帯 

■ ご本人の世帯等は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

n=1,242 
「その他の世帯（子どもなどとの同居世帯）」が 41.4％と最も高く、次いで「高齢者のみ

の世帯（65 歳以上の方のみの世帯）」が 29.3％、「施設やサービス付高齢者住宅等」
が 20.5％となっています。 
要介護度別でみると、要介護１・２で「高齢者のみの世帯（65 歳以上の方のみの世

帯）」、要介護４・５で「施設やサービス付高齢者住宅等」の割合が他と比べて高くなって
います。性別では、男性で「高齢者のみの世帯（65 歳以上の方のみの世帯）」、女性で
「施設やサービス付高齢者住宅等」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

 

  

7.6 29.3 41.4 20.5 1.2

0 20 40 60 80 100 (%)

ひとり暮らし 高齢者のみの世帯 その他の世帯 施設やサービス付
高齢者住宅等

無回答

単位：%

n

ひとり暮
らし（本
人のみの
単身世
帯）

高齢者
のみの世
帯（65
歳以上
の方のみ
の世
帯）

その他の
世帯
（子ども
などとの
同居世
帯）

施設や
サービス
付高齢
者住宅
等

無回答

要 要介護１ 376 12.2 32.4 46.5 8.0 0.8
介 要介護２ 326 9.5 38.3 43.6 8.6 0.0
護 要介護３ 211 3.3 23.7 42.7 29.4 0.9
度 要介護４ 187 2.7 19.8 31.6 45.5 0.5

要介護５ 109 4.6 21.1 31.2 43.1 0.0
40～64歳 27 11.1 14.8 44.4 29.6 0.0

年 65～74歳 127 4.7 33.9 46.5 15.0 0.0
齢 75～84歳 426 6.8 31.7 46.2 14.6 0.7

85歳以上 654 8.6 27.8 37.6 25.2 0.8
性 男性 613 5.4 36.7 41.1 15.8 1.0
別 女性 619 10.0 22.1 42.3 25.2 0.3
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（１０）認定者の住まい 

■ ご本人のお住まいは、次のうちどれですか。（○は１つ） 

n=1,242 
「ご本人の家、ご家族の家」が 74.2％と最も高く、次いで「施設やサービス付高齢者住

宅等」が 20.1％です。 
要介護度別でみると、要介護度が上がるにつれて「ご本人の家、ご家族の家」の割合が

減少し、要介護５では「施設やサービス付高齢者住宅等」とほぼ同じ割合になっています。 
 

 

 

 

 

  

20.1 74.2

3.5

1.4

0.8

0 20 40 60 80 100 (%)

施設やサービス付
高齢者住宅等

ご本人の家、
ご家族の家

病院に長期
入院中

その他 無回答

単位：%

n

施設や
サービス
付高齢
者住宅
等

ご本人の
家、ご家
族の家

病院に
長期入
院中

その他 無回答

要 要介護１ 376 8.0 86.2 1.9 2.9 1.1
介 要介護２ 326 8.6 88.7 1.2 1.2 0.3
護 要介護３ 211 29.4 68.2 1.4 0.5 0.5
度 要介護４ 187 44.4 48.1 7.5 0.0 0.0

要介護５ 109 41.3 44.0 12.8 1.8 0.0
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２ 施設での生活について 

（１）施設やサービス付高齢者住宅等の種類 

【住まいを「施設やサービス付高齢者住宅等」と回答した方対象】 
■ ご本人のお住まいは、次のうちどれですか。（○は１つ） 

住まいを「施設やサービス付高齢者住宅等」と答えた方のみ n=250 
「介護保険施設等（特養、老健、介護医療院、療養病床）に入所」が 54.4％、「有

料老人ホーム、サービス付高齢者住宅、ケアハウス等に入居」が 26.0％、「認知症高齢者
グループホームに入所」が 16.4％となっています。 
要介護度別でみると、要介護１・２は、「有料老人ホーム、サービス付高齢者住宅、ケ

アハウス等に入居」、要介護３～５は「介護保険施設等に入所」の割合が最も高くなって
います。 

 

 
 

 

  

16.4 54.4 26.0

1.2

2.0

0 20 40 60 80 100 (%)

認知症高齢者グループホームに入所
介護保険施設等に入所
有料老人ホーム、サービス付高齢者住宅、ケアハウス等に入居
その他
無回答

単位：%

n

認知症
高齢者
グループ
ホームに
入所

介護保
険施設
（特
養、老
健、介
護医療
院、療
養病
床）等
に入所

有料老
人ホー
ム、サー
ビス付高
齢者住
宅、ケア
ハウス等
に入居

その他 無回答

要 要介護１ 30 26.7 16.7 53.3 3.3 0.0
介 要介護２ 28 32.1 21.4 39.3 3.6 3.6
護 要介護３ 62 22.6 56.5 21.0 0.0 0.0
度 要介護４ 83 9.6 67.5 19.3 0.0 3.6

要介護５ 45 4.4 73.3 17.8 2.2 2.2
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（２）施設等の入居・入所を希望した理由 

【住まいを「施設やサービス付高齢者住宅等」と回答した方対象】 
■ 施設等への入居・入所を希望された理由は何ですか。（○は３つまで） 

住まいを「施設やサービス付高齢者住宅等」と答えた方のみ n=250 
「介護している人の負担が大きいから」が 48.8％と最も高く、次いで「家族はいるが、仕

事などの都合で介護ができないから」が 36.0％、「専門的な医療・認知症対応などのケア
が必要だから」が 26.4％となっています。 
要介護度別でみても、「介護している人の負担が大きいから」「家族はいるが、仕事などの

都合で介護ができないから」の割合が総じて高くなっています。 
 

 

 

  

18.8 

21.2 

36.0 

48.8 

2.8 

26.4 

8.0 

0.4 

15.2 

0 20 40 60 80 100

住居の都合で、十分な
介護が受けられないから

ひとり暮らしや高齢者世帯で
介護できる家族がいないから

家族はいるが、仕事などの
都合で介護ができないから

介護している人の負担が大きいから

訪問系の介護サービスが
十分に受けられないから

専門的な医療・認知症対応
などのケアが必要だから

その他

わからない

無回答

（％）
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単位：%

n

住居の
都合で、
十分な
介護が
受けられ
ないから

ひとり暮
らしや高
齢者世
帯で介
護できる
家族がい
ないから

家族は
いるが、
仕事など
の都合で
介護がで
きないか
ら

介護して
いる人の
負担が
大きいか
ら

訪問系
の介護
サービス
が十分に
受けられ
ないから

専門的
な医療・
認知症
対応など
のケアが
必要だか
ら

その他 わからな
い

無回答

要 要介護１ 30 26.7 30.0 40.0 40.0 0.0 20.0 23.3 0.0 10.0
介 要介護２ 28 21.4 21.4 32.1 50.0 3.6 17.9 0.0 0.0 17.9
護 要介護３ 62 11.3 22.6 41.9 50.0 3.2 29.0 4.8 0.0 11.3
度 要介護４ 83 26.5 18.1 34.9 48.2 4.8 26.5 6.0 0.0 12.0

要介護５ 45 8.9 20.0 31.1 55.6 0.0 33.3 11.1 2.2 24.4
挙母 66 16.7 22.7 34.8 56.1 1.5 30.3 6.1 0.0 13.6

日 高橋 44 18.2 18.2 34.1 43.2 4.5 22.7 11.4 0.0 22.7
常 上郷 22 9.1 13.6 31.8 27.3 0.0 27.3 9.1 0.0 22.7
生 高岡 34 20.6 20.6 35.3 41.2 0.0 29.4 11.8 0.0 11.8
活 猿投 42 19.0 26.2 38.1 57.1 4.8 26.2 2.4 0.0 9.5
圏 松平・下山 6 16.7 0.0 66.7 100.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0
域 藤岡・小原 10 30.0 40.0 20.0 70.0 0.0 30.0 10.0 0.0 10.0

足助・旭・稲武 16 31.3 25.0 50.0 25.0 12.5 18.8 6.3 6.3 18.8
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３ 在宅での生活について 

（１）日中の独居状況 
【住まいを「ご本人の家、ご家族の家」と回答した方対象】 
■ 日中の時間帯において、介護を頼める人（家族、ヘルパーなど）が、そば

にいないことが、どのくらいありますか。（○は１つ） 
住まいを「ご本人の家、ご家族の家」と答えた方のみ n=921 

「日中おおむねそばにいる」が 56.1％と最も高くなっています。 
要介護度別でみると、要介護度が上がるにつれて「日中おおむねそばにいる」の割合が高

くなる傾向がみられます。性別では、女性で「日中おおむねそばにいる」の割合が他と比べて
低くなっています。 

 

 
 

 

  

56.1 10.7 12.4 14.3 6.4

0 20 40 60 80 100 (%)

日中おおむねそばにいる
日中４時間以上そばにいない時間帯が、週に１～２日ある
日中４時間以上そばにいない時間帯が、週に３～４日ある
日中４時間以上そばにいない時間帯が、週に５日以上ある
無回答

単位：%

n

日中おお
むねそば
にいる

日中４
時間以
上そばに
いない時
間帯が、
週に１
～２日
ある

日中４
時間以
上そばに
いない時
間帯が、
週に３
～４日
ある

日中４
時間以
上そばに
いない時
間帯が、
週に５
日以上
ある

無回答

要 要介護１ 324 47.2 12.0 15.7 18.5 6.5
介 要介護２ 289 57.4 11.1 11.4 16.6 3.5
護 要介護３ 144 67.4 7.6 10.4 8.3 6.3
度 要介護４ 90 62.2 11.1 10.0 8.9 7.8

要介護５ 48 72.9 8.3 6.3 2.1 10.4
性 男性 483 64.2 8.7 10.8 9.3 7.0
別 女性 432 47.2 13.2 14.1 19.9 5.6
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（２）施設等の入所・入居の検討状況 

【住まいを「ご本人の家、ご家族の家」と回答した方対象】 
■ 施設入所・入居の検討状況について、ご回答ください。（○は１つ） 

住まいを「ご本人の家、ご家族の家」と答えた方のみ n=921 
「入所・入居は検討していない」が 45.9％と最も高く、次いで「入所・入居を検討してい

る」が 20.6％、「わからない」が 17.2％となっています。 
年齢別でみると、40～64歳は「入所・入居は検討していない」の割合が高くなっています。

認知症の有無別では、ある（重い）人で「入所・入居は検討していない」の割合が低くなっ
ています。 

 

 
 

 

  

45.9 20.6 6.8 17.2 9.4

0 20 40 60 80 100 (%)

入所・入居は
検討していない

入所・入居を
検討している

すでに入所・入居の
申込をしている

わからない 無回答

単位：%

n

入所・入
居は検
討してい
ない

入所・入
居を検
討してい
る

すでに入
所・入居
の申込を
している

わからな
い

無回答

要 要介護１ 324 42.9 24.7 4.3 18.8 9.3
介 要介護２ 289 50.2 18.7 4.2 20.1 6.9
護 要介護３ 144 45.1 18.8 16.0 9.0 11.1
度 要介護４ 90 46.7 20.0 10.0 17.8 5.6

要介護５ 48 41.7 18.8 8.3 16.7 14.6
40～64歳 18 72.2 11.1 5.6 5.6 5.6

年 65～74歳 100 48.0 10.0 8.0 27.0 7.0
齢 75～84歳 334 50.6 16.2 6.0 16.2 11.1

85歳以上 465 41.3 26.7 7.1 16.3 8.6
性 男性 483 50.1 17.0 5.0 17.4 10.6
別 女性 432 41.4 25.0 8.8 17.1 7.6
認 ある（重い） 141 29.8 33.3 18.4 14.2 4.3
知 ある（軽い） 354 47.7 26.0 3.7 16.9 5.6
症 ない 358 53.4 11.5 5.9 16.8 12.6
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４ 主な介護者について 

（１）主な介護者 

【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ ご家族の中で、主にご本人を介護している方はどなたですか。（○は１つ） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「ご本人の配偶者」が 46.7％、「ご本人の子ども」が 32.1％となっています。 
要介護度別でみると、要介護度が上がるにつれて、「ご本人の配偶者」の割合が高くなっ

ています。年齢別では、84 歳以下で「ご本人の配偶者」、85 歳以上で「ご本人の子ども」
の割合が高くなっています。性別では、男性は「ご本人の配偶者」、女性は「ご本人の子ども」
の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

  

46.7 32.1 12.0

0.90.9

1.3

6.1

0 20 40 60 80 100 (%)

ご本人の
配偶者

ご本人の
子ども

ご本人の子ども
の配偶者

ご本人の孫・
孫の配偶者

ご本人の親 その他 無回答

単位：%

n
ご本人の
配偶者

ご本人の
子ども

ご本人の
子どもの
配偶者

ご本人の
孫・孫の
配偶者

ご本人の
親

その他 無回答

要 要介護１ 320 41.3 37.5 13.8 0.9 0.3 0.6 5.6
介 要介護２ 285 47.7 33.0 11.2 0.7 0.4 1.8 5.3
護 要介護３ 143 49.0 26.6 14.7 0.0 2.1 1.4 6.3
度 要介護４ 88 53.4 29.5 10.2 1.1 1.1 2.3 2.3

要介護５ 48 62.5 22.9 2.1 2.1 4.2 2.1 4.2
40～64歳 17 52.9 5.9 0.0 0.0 17.6 5.9 17.6

年 65～74歳 100 83.0 7.0 3.0 1.0 1.0 2.0 3.0
齢 75～84歳 328 62.8 21.0 7.9 0.3 0.3 1.2 6.4

85歳以上 457 26.7 46.8 17.3 1.3 0.7 1.1 6.1
性 男性 473 68.3 17.3 5.7 0.4 0.8 1.9 5.5
別 女性 427 22.5 48.9 18.7 1.4 0.9 0.7 6.8
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（２）主な介護者の性別 

【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ 主にご本人を介護している方の性別はどちらですか。（○は１つ） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「女性」が 69.3％、「男性」が 25.2％となっています。 

 

 
 

 

（３）主な介護者の年齢 

【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ 主にご本人を介護している方の年齢は、おいくつですか。（○は１つ） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「70～79 歳」（27.5％）、「60～69 歳」（25.4％）、「80 歳以上」（21.0％）

の順に高くなっています。 
 

 

  

25.2 69.3 5.5

0 20 40 60 80 100 (%)

男性 女性 無回答

0.0 

0.6 

0.7 

3.6 

15.8 

25.4 

27.5 

21.0 

5.5 

0 10 20 30 40 50

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

（％）
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（４）主な介護者の就労状況 

【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ 主にご本人を介護している方は、就労していますか。（○は１つ） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「働いていない」が 59.8％と最も高く、次いで「パートタイム・非常勤・短時間勤務等で働

いている」が 19.4％、「フルタイムで働いている」が 14.3％となっています。 
 

 
 

 

（５）主な介護者が介護している期間 
【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ 主にご本人を介護している方は、どのくらい介護を続けていますか。（○

は１つ） 
ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 

「１年～３年未満」が 30.5％と最も高く、次いで「３年～５年未満」が 18.7％、「５
年～10年未満」が 16.3％となっています。 

 

 

  

14.3 19.4 59.8 6.4

0 20 40 60 80 100 (%)

フルタイムで働いている パートタイム・非常勤・
短時間勤務等で働いている

働いていない 無回答

7.3 11.1 30.5 18.7 16.3 10.0 6.1

0 20 40 60 80 100 (%)

６か月
未満

６か月～
１年未満

１年～
３年未満

３年～
５年未満

５年～
10年未満

10年
以上

無回答
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（６）主な介護者の健康状態 

【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ 主にご本人を介護している方の健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「おおむね健康」が 59.4％と最も高く、次いで「要支援・要介護の認定は受けていないが、

健康上の問題を抱えている」が 23.5％となっています。 
主な介護者の年齢別でみると、70～79 歳、80 歳以上で「要支援・要介護の認定は

受けていないが、健康上の問題を抱えている」の割合が高くなっています。 
 

 

 

 

  

59.4 23.5 4.6 6.3 6.2

0 20 40 60 80 100 (%)

おおむね健康
要支援・要介護の認定は受けていないが、健康上の問題を抱えている
要支援の認定を受けている
要介護の認定を受けている
無回答

単位：%

n

おおむね
健康

要支援・
要介護
の認定は
受けてい
ないが、
健康上
の問題を
抱えてい
る

要支援
の認定を
受けてい
る

要介護
の認定を
受けてい
る

無回答

要 要介護１ 320 60.3 22.5 3.4 7.8 5.9
介 要介護２ 285 62.1 21.4 4.6 6.3 5.6
護 要介護３ 143 49.0 28.0 9.1 7.7 6.3
度 要介護４ 88 68.2 26.1 2.3 2.3 1.1

要介護５ 48 64.6 25.0 2.1 2.1 6.3
49歳以下 44 75.0 13.6 2.3 4.5 4.5

年 50～59歳 143 74.1 16.8 1.4 7.7 0.0
60～69歳 230 73.0 19.1 1.3 6.1 0.4

齢 70～79歳 249 57.4 30.1 4.4 6.8 1.2
80歳以上 190 44.7 33.7 13.2 6.8 1.6



第４章 要介護認定者アンケート 

133 

 

（７）認定者の認知症の有無 

【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ ご本人には、認知症の症状がありますか。（○は１つ） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「ある（重い）」が 15.6％、「ある（軽い）」が 39.1％となっています。 
要介護度別でみると、要介護１・２で「ある（軽い）」の割合が他と比べて高くなってい

ます。年齢別でみると、年齢が上がるにつれて、「ある（軽い）」の割合が高くなっています。
性別では、女性は「ある（重い）」「ある（軽い）」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 
 

 

  

15.6 39.1 39.5 5.8

0 20 40 60 80 100 (%)

ある（重い） ある（軽い） ない 無回答

単位：%

n ある（重
い）

ある（軽
い）

ない 無回答

要 要介護１ 320 12.8 54.1 26.6 6.6
介 要介護２ 285 14.0 39.3 42.1 4.6
護 要介護３ 143 22.4 25.2 46.9 5.6
度 要介護４ 88 15.9 25.0 56.8 2.3

要介護５ 48 25.0 16.7 54.2 4.2
40～64歳 17 0.0 11.8 70.6 17.6

年 65～74歳 100 10.0 24.0 62.0 4.0
齢 75～84歳 328 15.5 33.8 43.6 7.0

85歳以上 457 17.3 47.5 30.2 5.0
性 男性 473 13.3 35.5 46.1 5.1
別 女性 427 18.0 43.1 32.1 6.8
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（８）特に大変な介護内容 
【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ 主な介護者が行っている介護の中で、どのようなことが特に大変ですか。 
（○は５つまで） 

ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 
「外出の付き添い、送迎等」（49.4％）、「食事の準備（調理等）」（40.1％）、

「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」（36.2％）、「服薬」（31.0％）の順に高
くなっています。 

 

  18.5 

15.2 

11.1 

24.1 

11.8 

18.9 

13.5 

49.4 

31.0 

27.0 

7.3 

40.1 

36.2 

27.9 

24.8 

7.0 

4.1 

9.3 

0 20 40 60 80 100

日中の排せつ

夜間の排せつ

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、
ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

自分（介護者）の時間がないこと

その他

大変に感じていることは、特にない

無回答

（％）
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要介護度別でみると、要介護１・２は「服薬」「その他の家事（掃除、洗濯、買い物
等）」「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」など生活援助関連、要介護３・４・５は
「日中の排せつ」「夜間の排せつ」「屋内の移乗・移動」など身体介護関連の割合が高くなっ
ています。認知症の症状別では、ある（重い）で「認知症状への対応」「自分（介護者）
の時間がないこと」の割合が他と比べて高くなっています。また、ある（軽い）で「金銭管理
や生活面に必要な諸手続き」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

  

単位：%

n

日中の
排せつ

夜間の
排せつ

食事の
介助
（食べる
時）

入浴・洗
身

身だしな
み（洗
顔・歯磨
き等）

衣服の
着脱

屋内の
移乗・移
動

外出の
付き添
い、送迎
等

服薬

要 要介護１ 320 6.9 5.6 7.8 15.0 8.8 9.4 5.0 49.4 40.0
介 要介護２ 285 15.8 11.9 7.7 30.2 12.3 19.6 8.4 55.8 32.3
護 要介護３ 143 28.0 25.2 9.8 36.4 15.4 28.7 22.4 49.0 23.1
度 要介護４ 88 42.0 35.2 25.0 22.7 13.6 28.4 36.4 45.5 22.7

要介護５ 48 39.6 29.2 27.1 8.3 16.7 29.2 27.1 27.1 10.4
認 ある（重い） 141 30.5 24.8 17.0 26.2 18.4 26.2 14.9 48.2 40.4
知 ある（軽い） 354 14.1 11.3 7.1 21.5 11.3 14.7 11.9 52.5 42.1
症 ない 358 20.9 17.0 14.0 28.8 11.5 22.1 16.2 52.8 19.6

単位：%

n

認知症
状への対
応

医療面
での対応
（経管
栄養、ス
トーマ
等）

食事の
準備
（調理
等）

その他の
家事
（掃
除、洗
濯、買い
物等）

金銭管
理や生
活面に
必要な
諸手続
き

自分
（介護
者）の
時間が
ないこと

その他 大変に
感じてい
ることは、
特にない

無回答

要 要介護１ 320 41.6 7.2 41.6 40.0 39.4 19.4 7.5 5.6 9.4
介 要介護２ 285 24.2 7.4 46.7 42.1 31.6 22.8 7.7 2.8 7.4
護 要介護３ 143 18.2 4.9 32.2 28.7 13.3 33.6 4.2 1.4 11.9
度 要介護４ 88 10.2 9.1 37.5 27.3 9.1 34.1 9.1 4.5 4.5

要介護５ 48 14.6 12.5 29.2 27.1 16.7 35.4 6.3 10.4 10.4
認 ある（重い） 141 56.0 5.7 34.0 32.6 27.0 38.3 5.7 0.0 7.1
知 ある（軽い） 354 34.7 7.1 43.2 40.1 37.9 25.7 5.9 4.5 4.2
症 ない 358 11.7 8.9 44.4 38.8 22.6 22.3 9.5 5.6 3.6
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（９）在宅での介護を断念し施設等へ入所する理由 
【ご本人を介護している方（家族等）対象】 
■ ご本人やご家族等が特に、どのようなことで自宅での介護を断念し施設

等へ入所することになるとお考えですか。（○は３つまで） 
ご本人を介護している方（家族等）のみ n=906 

「認知症等による問題行動が多くなったとき」（53.3％）、「排せつ（の介護）が難しく
なったとき」（49.1％）が高くなっています。 
要介護度別でみると、要介護１・２は「認知症等による問題行動が多くなったとき」「排

せつ（の介護）が難しくなったとき」、要介護４は「複雑な医療の処置が必要になったとき」、
要介護５は「食べること（の介護）が難しくなったとき」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

  

25.9 

49.1 

25.4 

34.1 

53.3 

38.4 

4.5 

11.5 

0 20 40 60 80 100

食べること（の介護）が難しくなったとき

排せつ（の介護）が難しくなったとき

室内の移動（の介護）が難しくなったとき

複雑な医療の処置が必要になったとき

認知症等による問題行動が多くなったとき

夜間の介護負担が大きくなったとき

（介護者が別居の場合）介護者の
通いの負担が大きくなったとき

無回答

（％）

単位：%

n

食べるこ
と（の介
護）が
難しく
なったとき

排せつ
（の介
護）が
難しく
なったとき

室内の
移動
（の介
護）が
難しく
なったとき

複雑な
医療の
処置が
必要に
なったとき

認知症
等による
問題行
動が多く
なったとき

夜間の
介護負
担が大き
くなったと
き

（介護
者が別
居の場
合）介
護者の
通いの負
担が大き
くなったと
き

無回答

要 要介護１ 320 22.2 54.7 24.1 25.9 62.8 35.9 4.4 10.6
介 要介護２ 285 26.3 51.9 24.9 34.4 58.9 41.1 6.3 8.8
護 要介護３ 143 22.4 43.4 30.8 37.1 44.8 43.4 2.1 15.4
度 要介護４ 88 33.0 38.6 25.0 52.3 35.2 45.5 5.7 8.0

要介護５ 48 41.7 33.3 22.9 41.7 31.3 27.1 0.0 18.8
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５ 高齢者福祉等について 

（１）認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために 

■ 認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために、どのよ
うなことに取り組む必要があると思いますか。（○は３つまで） 

n=1,242 
「認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる」が 50.2％と最も高く、次いで

「認知症について、住民の理解を深める」が 36.2％、「認知症の早期発見への機会（健
康診断費用補助、早期発見アプリなど）をつくる」が 35.7％となっています。 
認知症の症状別にみても、大きな違いはみられません。 
 

 
 

  

36.2 

6.3 

24.3 

35.7 

10.2 

9.4 

50.2 

15.1 

3.5 

19.0 

0 20 40 60 80 100

認知症について、住民の理解を深める

認知症について、企業の理解を深める

認知症の早期発見の重要性についてPRする

認知症の早期発見への機会（健康診断費用
補助、早期発見アプリなど）をつくる

認知症になっても仕事やボランティア
活動ができる機会をつくる

認知症の人とその家族同士が一緒に集う機会をつくる

認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる

お店の人や公共サービスの職員が適切な
対応ができるお店を増やす

認知症の人が、自らの経験を語る機会をつくる

無回答

（％）
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単位：%

n

認知症
につい
て、住民
の理解を
深める

認知症
につい
て、企業
の理解を
深める

認知症
の早期
発見の
重要性
について
PRする

認知症
の早期
発見への
機会
（健康
診断費
用補助、
早期発
見アプリ
など）を
つくる

認知症
になって
も仕事や
ボランティ
ア活動が
できる機
会をつく
る

認知症
の人とそ
の家族
同士が
一緒に
集う機会
をつくる

認知症
の人の家
族が、い
つでも相
談できる
機会をつ
くる

お店の人
や公共
サービス
の職員が
適切な
対応がで
きるお店
（認証
店など）
を増やす

認知症
の人が、
自らの経
験を語る
機会をつ
くる

無回答

認 ある（重い） 141 40.4 5.0 19.1 33.3 7.1 5.0 52.5 12.1 1.4 21.3
知 ある（軽い） 354 39.0 7.3 23.7 32.5 11.9 8.2 51.7 20.1 3.1 15.3
症 ない 358 39.4 5.9 22.9 39.9 10.6 9.8 48.0 13.4 4.2 18.7
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（２）成年後見制度の認知度 

■ あなたは、成年後見制度をご存知ですか。（○は１つ） 

n=1,242 
「名前は聞いたことがあるが内容はわからない」が 38.5％と最も高く、次いで「聞いたこと

がない」が 26.6％となっています。 
認知症の症状別でみると、ある（重い）人で「名前は聞いたことがあるが内容はわからな

い」「聞いたことがない」の合計が過半数を占めています。 
 

 
 

 

  

23.2 38.5 26.6 11.8

0 20 40 60 80 100 (%)

制度の内容を
知っている

名前は聞いたことがあるが
内容はわからない

聞いたことがない 無回答

単位：%

n

制度の
内容を
知ってい
る

名前は
聞いたこ
とがある
が内容
はわから
ない

聞いたこ
とがない

無回答

要 要介護１ 376 19.9 41.8 30.6 7.7
介 要介護２ 326 28.2 37.7 25.2 8.9
護 要介護３ 211 21.3 34.1 28.9 15.6
度 要介護４ 187 22.5 36.9 25.1 15.5

要介護５ 109 27.5 44.0 13.8 14.7
認 ある（重い） 141 33.3 31.2 22.7 12.8
知 ある（軽い） 354 19.2 41.0 31.6 8.2
症 ない 358 21.2 41.6 27.1 10.1
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（３）今後の介護保険料について 
■ 介護保険料は、全体のサービスの利用量に比例して決まります。現在のサ

ービス水準を維持していくと、高齢化の進展により保険料の上昇が今後
も見込まれています。あなたの考えは次のどれに近いですか。（○は１つ） 

n=1,242 
「①高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現在のサービス水準を維持するために

は保険料負担の増加はやむをえない」が44.3％と最も高く、次いで「③施設やサービスを抑
え現在のサービス水準を下げてでも、保険料は高くしないでほしい」が 22.9％、「②１に加
え、保険料が高くなっても良いので、現在のサービス水準を上げるために施設やサービスを増
やしてほしい」が 16.0％となっています。 
要介護度別でみても、大きな違いはみられません。 

 

 

44.3 16.0 22.9 16.8

0 20 40 60 80 100 (%)

①高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、現在のサービス水準を維持するためには保険料負担
の増加はやむをえない
②１に加え、保険料が高くなっても良いので、現在のサービス水準を上げるために施設やサービスを増や
してほしい
③施設やサービスを抑え現在のサービス水準を下げてでも、保険料は高くしないでほしい

④無回答

単位：%

n

①高齢
化が進ん
でサービ
ス利用
者が増え
るので、
現在の
サービス
水準を
維持する
ためには
保険料
負担の
増加は
やむをえ
ない

②１に
加え、保
険料が
高くなっ
ても良い
ので、現
在のサー
ビス水準
を上げる
ために施
設やサー
ビスを増
やしてほ
しい

③施設
やサービ
スを抑え
現在の
サービス
水準を
下げてで
も、保険
料は高く
しないで
ほしい

④無回
答

要 要介護１ 376 45.2 17.6 23.1 14.1
介 要介護２ 326 42.3 17.8 25.8 14.1
護 要介護３ 211 45.0 12.8 21.3 20.9
度 要介護４ 187 46.0 15.5 19.8 18.7

要介護５ 109 45.9 16.5 17.4 20.2
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第５章 事業者アンケート 
１ 法人について 

（１）本部・本社の所在地 

■ 経営主体の本部・本社の所在地は、どちらですか。（○は１つ） 

n=132 
「豊田市内」が 68.9％、「豊田市外」が 29.5％となっています。 
 

 
 

（２）組織形態 

■ 経営主体の組織形態として、あてはまるものはどれですか。（○は１つ） 

n=132 
「株式会社などの民間企業」が 73.5％と最も高く、次いで「社会福祉法人」が 9.8％、

「医療法人」が 5.3％となっています。 
 

 

  

68.9 29.5 1.5

0 20 40 60 80 100 (%)

豊田市内 豊田市外（事業所は市内、経営主体は市外） 無回答

73.5 

9.8 

5.3 

2.3 

3.8 

1.5 

3.0 

0.8 

0 20 40 60 80 100

株式会社などの民間企業

社会福祉法人

医療法人

社団・財団などの法人

特定非営利活動法人（NPO）

生活協同組合・農業協同組合

その他

無回答

（％）
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（３）豊田市内で、介護保険サービスに従事する従業員数 
■ 貴法人において豊田市内で、介護保険サービスに従事する従業員数の合

計は何人ですか。（○は１つ） 
※事務職員等を含めてすべての従業員数を答えてください。また非常勤職
員も、１人として換算してください。 

n=132 
「10～19 人」（24.2％）、「5～9 人」（20.5％）、「20～29 人」（14.4％）の

順に高くなっています。 
事業別でみると、通所系および訪問系は「5～9 人」「10～19 人」の割合が他と比べて

高くなっています。一方で施設居住系は「20～29 人」「50～59 人」「100 人以上」の割
合が他と比べて高くなっています。 

 

 
 

 
 
通所系：豊田市内で通所系サービスを提供し、施設居住系サービスを提供していない事業者 
施設居住系：豊田市内で施設居住系サービスを提供している事業者 
訪問系：豊田市内で、訪問系もしくは居宅介護支援もしくは福祉用具等のサービスを提供し、施設居住系サ

ービス・通所サービスを提供していない事業者 
  

9.8 

20.5 

24.2 

14.4 

6.8 

12.9 

9.8 

1.5 

0 10 20 30 40 50

1～4人

5～9人

10～19人

20～29人

30～49人

50～99人

100人以上

無回答

（％）

単位：％

n
1～4人 5～9人 10～19

人
20～29
人

30～49
人

50～99
人

100人
以上

無回答

事 通所系 43 2.3 20.9 37.2 11.6 7.0 14.0 4.7 2.3
施設居住系 29 0.0 0.0 0.0 27.6 10.3 27.6 34.5 0.0

業 訪問系 58 20.7 31.0 24.1 10.3 5.2 5.2 1.7 1.7
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（４）豊田市内での、介護保険サービス以外の事業実施状況 
■ 「豊田市内」で介護保険サービス以外にどのような事業を実施しています

か。また、拡大等の意向がありますか。ＡＢそれぞれお答えください。（あ
てはまるものすべてに○） 

n=132 

①豊田市内で介護保険サービス以外に提供しているサービス 

「特にない」が 50.0％と最も高く、次いで「障がい者支援事業」が 16.7％、「その他」が
13.6％、「在宅医療（病院、診療所、医療保険の訪問看護等）」が 11.4％となってい
ます。 

 

 

 

  

50.0 

5.3 

0.8 

11.4 

16.7 

9.8 

0.8 

9.1 

13.6 

7.6 

0 20 40 60 80 100

特にない

介護保険外のホームヘルプ・
家事支援サービス

介護保険外のデイサービス・お泊りデイ

在宅医療（病院、診療所、
医療保険の訪問看護等）

障がい者支援事業

サービス付き高齢者住宅・
有料老人ホーム等の運営

配食・給食

移動、外出支援サービス

その他

無回答

（％）
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②豊田市内で介護保険サービス以外に拡大・新たに実施したいサービス 

「障がい者支援事業」が 11.4％、「サービス付き高齢者住宅・有料老人ホーム等の運
営」が 10.6％、「移動、外出支援サービス」が 8.3％となっています。 

 

 

 

  

42.4 

3.0 

3.0 

5.3 

11.4 

10.6 

3.0 

8.3 

7.6 

27.3 

0 10 20 30 40 50

特にない

介護保険外のホームヘルプ・
家事支援サービス

介護保険外のデイサービス・お泊りデイ

在宅医療（病院、診療所、
医療保険の訪問看護等）

障がい者支援事業

サービス付き高齢者住宅・
有料老人ホーム等の運営

配食・給食

移動、外出支援サービス

その他

無回答

（％）
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（５）豊田市内でのサービス提供状況 
■ 次のサービス（予防サービス・総合事業を含む）について、貴法人による

豊田市内での、提供状況、今後の意向について、ＡＢそれぞれお答えくだ
さい。（あてはまるものすべてに○） 

n=132 

①豊田市内で提供しているサービス 

「居宅介護支援」が 36.4％と最も高く、次いで「訪問介護」が 28.8％、「地域密着型
通所介護」が 26.5％、「訪問看護」が 22.0％、「通所介護」が 20.5％となっています。 

 

 

  

0.0 
36.4 

28.8 
1.5 

22.0 
3.0 

1.5 
20.5 

5.3 
6.1 
5.3 

2.3 
9.8 
9.8 

26.5 
6.8 

0.0 
1.5 
0.8 
0.8 

10.6 
0.0 

4.5 
6.8 

3.8 
1.5 
1.5 

0 10 20 30 40 50

特にない
居宅介護支援

訪問介護
訪問入浴介護

訪問看護
訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導

通所介護
通所リハビリテーション
短期入所生活介護
短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護
福祉用具貸与

特定福祉用具販売
地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護
夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護
認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

介護老人福祉施設
介護老人保健施設

介護医療院
無回答

（％）
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②豊田市内で拡大・新たに実施したいサービス 

「居宅介護支援」が 10.6％、「訪問介護」が 9.8％となっています。 
 

 

  

35.6 
10.6 
9.8 

0.8 
6.1 

3.8 
0.0 

4.5 
0.8 
0.0 
0.0 
0.8 

4.5 
3.8 

2.3 
0.8 
0.0 

2.3 
0.8 

5.3 
6.1 

0.0 
0.0 
0.8 
0.0 
0.0 

31.1 

0 10 20 30 40 50

特にない
居宅介護支援

訪問介護
訪問入浴介護

訪問看護
訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導

通所介護
通所リハビリテーション
短期入所生活介護
短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護
福祉用具貸与

特定福祉用具販売
地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護
夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護
認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

介護老人福祉施設
介護老人保健施設

介護医療院
無回答

（％）
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２ 運営について 

（１）運営上の課題 
■ 貴法人において豊田市内の事業所での運営にあたり、特にどのようなこ

とが課題となっていますか。（○は３つまで） 
n=132 

「職員の確保」が 76.5％と最も高く、次いで「利用者の確保」が 39.4％、「職員のモチ
ベーション（やる気）の維持や向上」が26.5％、「サービスの質の向上」が24.2％、「職員
の処遇改善」が 22.7％となっています。前回と比べると、「職員のモチベーション（やる気）
の維持や向上」「職員の処遇改善」が減少し、「利用者の確保」が増加しています。 
従業員数別・事業・退職率別でみても、総じて「職員の確保」の割合が高くなっています。 

 

 

  

73.6 

40.0 

28.0 

26.4 

32.8 

9.6 

16.0 

8.8 

2.4 

1.6 

0.8 

3.2 

76.5 

26.5 

22.7 

24.2 

39.4 

6.1 

12.1 

9.8 

10.6 

4.5 

3.8 

0.8 

0 20 40 60 80 100

職員の確保

職員のモチベーション（やる気）の維持や向上

職員の処遇改善

サービスの質の向上

利用者の確保

処遇困難者やトラブルの対応

施設や設備の改善

介護保険以外の事業展開

様々な機関との連携

その他

特にない

無回答

（％）

前回（R元）

今回（R4）
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単位：％

n

職員の
確保

職員のモ
チベー
ション
（やる
気）の
維持や
向上

職員の
処遇改
善

サービス
の質の向
上

利用者
の確保

処遇困
難者やト
ラブルの
対応

施設や
設備の
改善

介護保
険以外
の事業
展開

様々な
機関との
連携

従 ９人以下 40 60.0 27.5 25.0 22.5 42.5 10.0 2.5 7.5 12.5
業 10～19人 32 65.6 18.8 28.1 25.0 46.9 6.3 12.5 12.5 12.5
員 20～49人 28 100.0 32.1 17.9 28.6 35.7 0.0 10.7 10.7 0.0
数 50人以上 30 86.7 30.0 16.7 20.0 30.0 6.7 26.7 10.0 13.3
事 通所系 43 72.1 9.3 37.2 16.3 46.5 0.0 11.6 11.6 9.3

施設居住系 29 93.1 31.0 13.8 24.1 37.9 6.9 31.0 6.9 6.9
業 訪問系 58 74.1 37.9 17.2 29.3 34.5 10.3 3.4 10.3 12.1
退 １割未満 40 67.5 17.5 32.5 20.0 50.0 5.0 12.5 10.0 15.0
職 １割以上２割未満 29 89.7 31.0 20.7 20.7 27.6 3.4 17.2 6.9 6.9
率 ２割以上 30 93.3 26.7 23.3 20.0 33.3 0.0 6.7 10.0 3.3

単位：％

n その他 特にない 無回答

従 ９人以下 40 2.5 12.5 0.0
業 10～19人 32 6.3 0.0 3.1
員 20～49人 28 0.0 0.0 0.0
数 50人以上 30 10.0 0.0 0.0
事 通所系 43 9.3 2.3 0.0

施設居住系 29 3.4 0.0 0.0
業 訪問系 58 1.7 6.9 0.0
退 １割未満 40 5.0 7.5 0.0
職 １割以上２割未満 29 6.9 0.0 0.0
率 ２割以上 30 6.7 0.0 3.3
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（２）特に多い離職事由 
■ 貴法人において豊田市内の事業所での職員の離職事由のうち、特に多い

要因は何ですか。（○は３つまで） 
n=132 

「家庭の事情（出産・介護・転居など）」が 56.8％と最も高く、次いで「職場の人間関
係」が 31.8％、「腰痛など身体的負担」と「収入面」が 24.2％となっています。 
事業別でみると、施設居住系で「家庭の事情（出産・介護・転居など）」「腰痛など身

体的負担」「職場の人間関係」の割合が他と比べて高くなっています。退職率別では、２割
以上で「職場の人間関係」「収入面」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 

  

56.8 

24.2 

12.1 

31.8 

24.2 

4.5 

2.3 

1.5 

11.4 

12.9 

0.8 

0 20 40 60 80 100

家庭の事情（出産・介護・転居など）

腰痛など身体的負担

勤務形態（夜勤･土日勤務･休暇の少なさ）

職場の人間関係

収入面

キャリアアップ

利用者や利用者家族とのトラブル

把握していない

その他

退職者はいない

無回答

（％）
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単位：％

n

家庭の
事情
（出産・
介護・転
居など）

腰痛など
身体的
負担

勤務形
態（夜
勤･土日
勤務･休
暇の少
なさ）

職場の
人間関
係

収入面 キャリア
アップ

利用者
や利用
者家族と
のトラブ
ル

把握して
いない

その他

従 ９人以下 40 40.0 2.5 12.5 15.0 12.5 2.5 5.0 2.5 10.0
業 10～19人 32 53.1 34.4 9.4 25.0 28.1 6.3 3.1 0.0 18.8
員 20～49人 28 60.7 25.0 17.9 53.6 14.3 10.7 0.0 0.0 14.3
数 50人以上 30 76.7 40.0 10.0 43.3 40.0 0.0 0.0 3.3 3.3
事 通所系 43 51.2 27.9 9.3 27.9 30.2 0.0 4.7 2.3 20.9

施設居住系 29 75.9 48.3 10.3 55.2 27.6 6.9 0.0 0.0 6.9
業 訪問系 58 51.7 10.3 15.5 24.1 17.2 6.9 1.7 1.7 6.9
退 １割未満 40 57.5 22.5 5.0 30.0 15.0 5.0 2.5 2.5 20.0
職 １割以上２割未満 29 62.1 34.5 24.1 27.6 31.0 3.4 0.0 0.0 6.9
率 ２割以上 30 73.3 33.3 20.0 46.7 40.0 0.0 3.3 0.0 3.3

単位：％

n 退職者
はいない

無回答

従 ９人以下 40 35.0 0.0
業 10～19人 32 6.3 3.1
員 20～49人 28 0.0 0.0
数 50人以上 30 3.3 0.0
事 通所系 43 9.3 0.0

施設居住系 29 0.0 0.0
業 訪問系 58 22.4 0.0
退 １割未満 40 17.5 0.0
職 １割以上２割未満 29 3.4 0.0
率 ２割以上 30 0.0 3.3
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３ 介護職員の人材について 

（１）常勤の介護職員数 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「１～４人」が 36.8％と最も高くなっています。 
事業別でみると、通所系および訪問系は「1～4 人」の割合が他と比べて高くなっていま

す。 
 

 

 
 

（２）非常勤の介護職員数 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「５～９人」が 31.1％と最も高くなっています。 
事業別でみると、通所系および訪問系は「1～4 人」「5～9 人」の割合が他と比べて高く

なっています。 
 

 
 

  

0.9

36.8 24.5 18.9 16.0 2.8

0 20 40 60 80 100 (%)

０人 1～4人 5～9人 10～29人 30人以上 無回答

単位：％

n
0人 1～4人 5～9人 10～29

人
30人以
上

無回答

事 通所系 42 2.4 47.6 21.4 16.7 7.1 4.8
施設居住系 29 0.0 0.0 20.7 31.0 48.3 0.0

業 訪問系 33 0.0 51.5 33.3 12.1 0.0 3.0

2.8

17.0 31.1 29.2 15.1 4.7

0 20 40 60 80 100 (%)

０人 1～4人 5～9人 10～29人 30人以上 無回答

単位：％

n
0人 1～4人 5～9人 10～29

人
30人以
上

無回答

事 通所系 42 2.4 21.4 38.1 23.8 9.5 4.8
施設居住系 29 3.4 3.4 10.3 51.7 31.0 0.0

業 訪問系 33 3.0 24.2 36.4 18.2 9.1 9.1
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（３）１年間の介護職員の採用者数 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「１～２人」が 28.3％と最も高く、次いで「３～４人」が 22.6％、「10 人以上」が
19.8％となっています。 
事業別でみると、施設居住系は「10人以上」の割合が他と比べて高くなっています。 
 
 

 
 

 
 

 

 

  

11.3 28.3 22.6 12.3 19.8 5.7

0 20 40 60 80 100 (%)

０人 １～２人 ３～４人 5～9人 10人以上 無回答

単位：％

n
0人 １～２

人
３～４
人

5～9人 10人以
上

無回答

従 ９人以下 24 25.0 37.5 16.7 8.3 0.0 12.5
業 10～19人 26 23.1 30.8 34.6 3.8 3.8 3.8
員 20～49人 25 0.0 32.0 28.0 16.0 16.0 8.0
数 50人以上 30 0.0 13.3 13.3 20.0 53.3 0.0
事 通所系 42 16.7 28.6 21.4 14.3 14.3 4.8

施設居住系 29 0.0 24.1 24.1 6.9 37.9 6.9
業 訪問系 33 15.2 30.3 21.2 15.2 12.1 6.1
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（４）１年間の介護職員の退職者数 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「１～２人」が 35.8％と最も高くなっています。「０人」が 18.9％です。退職者の割合
については、「２割以上」が 28.3％となっています。 
従業員数別、事業別でみても、大きな違いはみられません。 
 
○退職者数 

 
 

○介護職員数（常勤・非常勤の合計）に占める退職者の割合 

 
 

 
 

 

  

18.9 35.8 14.2 13.2 12.3 5.7

0 20 40 60 80 100 (%)

０人 １～２人 ３～４人 5～9人 10人以上 無回答

37.7 27.4 28.3 6.6

0 20 40 60 80 100 (%)

１割未満 １割以上２割未満 ２割以上 無回答

単位：％

n
１割未
満

１割以
上２割
未満

２割以
上

無回答

従 ９人以下 24 45.8 16.7 20.8 16.7
業 10～19人 26 34.6 26.9 34.6 3.8
員 20～49人 25 28.0 28.0 36.0 8.0
数 50人以上 30 43.3 36.7 20.0 0.0
事 通所系 42 38.1 26.2 31.0 4.8

施設居住系 29 44.8 24.1 24.1 6.9
業 訪問系 33 30.3 33.3 27.3 9.1
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（５）介護職員について、採用したい人 

■ 介護職員について、どのような人を採用したいですか。（○は３つまで） 

介護職員が配置されている事業者のみ n=106 
（参考）介護職員が配置されている通所・施設の事業者 n=71 

「有資格者・経験者の中途採用」が 76.4％と最も高く、次いで「有資格者の新卒採用」
が 41.5％、「特に資格がない人・未経験者の中途採用」が 34.9％となっています。 
事業別でみると、施設居住系は「有資格者・経験者の中途採用」「有資格者の新卒採

用」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 
参考：介護職員が配置されている通所・施設の事業者 

 
 

  

76.4 

41.5 

34.9 

17.0 

11.3 

3.8 

0 20 40 60 80 100

有資格者・経験者の中途採用

有資格者の新卒採用

特に資格がない人・未経験者の中途採用

特に資格がない人の新卒採用

採用の予定はない

無回答

（％）

73.2 

42.3 

38.0 

22.5 

12.7 

2.8 

0 20 40 60 80 100

有資格者・経験者の中途採用

有資格者の新卒採用

特に資格がない人・未経験者の中途採用

特に資格がない人の新卒採用

採用の予定はない

無回答

（％）
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単位：％

n

有資格
者・経験
者の中
途採用

有資格
者の新
卒採用

特に資
格がない
人・未経
験者の
中途採
用

特に資
格がない
人の新
卒採用

採用の
予定は
ない

無回答

従 ９人以下 24 54.2 16.7 12.5 12.5 33.3 12.5
業 10～19人 26 76.9 50.0 53.8 7.7 7.7 3.8
員 20～49人 25 92.0 36.0 44.0 8.0 4.0 0.0
数 50人以上 30 83.3 56.7 30.0 33.3 3.3 0.0
事 通所系 42 59.5 35.7 38.1 21.4 19.0 4.8

施設居住系 29 93.1 51.7 37.9 24.1 3.4 0.0
業 訪問系 33 81.8 39.4 24.2 6.1 9.1 6.1
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（６）介護職員の採用活動で最も良くあるケース 
■ 介護職員の採用活動の結果について、以下の中で最も良くあるケースに

ついて教えてください。（○は１つ） 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「求人を出しても、応募がない、または足りない」が 43.4％と最も高く、次いで「求人を出
すと応募があり、採用基準を満たすので採用する」が 26.4％です。 
事業別でみると、施設居住系は「求人を出しても、応募がない、または足りない」の割合

が他と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

 

  

26.4 7.5 6.6 43.4 11.3 4.7

0 20 40 60 80 100 (%)

求人を出すと応募があり、採用基準を満たすので採用する
求人を出すと応募があり、採用基準を満たさないが採用する
求人を出すと応募があり、採用基準に満たないので採用しない
求人を出しても、応募がない、または足りない
近年、採用活動を行っていない
無回答

単位：％

n

求人を
出すと応
募があ
り、採用
基準を
満たすの
で採用
する

求人を
出すと応
募があ
り、採用
基準を
満たさな
いが採用
する

求人を
出すと応
募があ
り、採用
基準に
満たない
ので採用
しない

求人を
出して
も、応募
がない、
または足
りない

近年、
採用活
動を行っ
ていない

無回答

従 ９人以下 24 16.7 4.2 0.0 41.7 25.0 12.5
業 10～19人 26 38.5 3.8 11.5 19.2 23.1 3.8
員 20～49人 25 28.0 8.0 4.0 56.0 0.0 4.0
数 50人以上 30 23.3 13.3 10.0 53.3 0.0 0.0
事 通所系 42 35.7 4.8 4.8 31.0 19.0 4.8

施設居住系 29 13.8 13.8 6.9 62.1 0.0 3.4
業 訪問系 33 24.2 6.1 9.1 42.4 12.1 6.1
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（７）介護職員の採用、育成、定着のために力を入れている方策 
■ 介護職員の採用や育成、定着のためにどのような方策に力をいれていま

すか。（○は 3つまで） 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の労働条件の改善に取り組んでいる」
（39.6％）、「能力や仕事ぶりを評価し、賃金などの処遇に反映している」（38.7％）、
「賃金水準を向上させている」（36.8％）、「職場内のコミュニケーションの円滑化を図って
いる」（36.8％）が高くなっています。 
事業別でみると、施設居住系は「残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の労

働条件の改善に取り組んでいる」「研修の実施や資格取得支援等で、能力開発を充実さ
せている」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

  

36.8 

38.7 

39.6 

15.1 

3.8 

29.2 

25.5 

14.2 

13.2 

36.8 

6.6 

0 10 20 30 40 50

賃金水準を向上させている

能力や仕事ぶりを評価し、
賃金などの処遇に反映している

残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする
等の労働条件の改善に取り組んでいる

フレックス制度や週休３日制等の本人の希望に
応じた働き方ができるシフト体系にしている

健康管理（メンタルヘルスを含む）を行っている

研修の実施や資格取得支援等で、
能力開発を充実させている

子育てや家庭での介護と仕事の
両立支援を行っている

新人の指導担当を置いている

管理者やリーダー層が部下育成や
職場環境向上に向けた研修を受講している

職場内のコミュニケーションの
円滑化を図っている

無回答

（％）
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単位：％

n

賃金水
準を向
上させて
いる

能力や
仕事ぶり
を評価
し、賃金
などの処
遇に反
映してい
る

残業を
少なくす
る、有給
休暇を
取りやす
くする等
の労働
条件の
改善に
取り組ん
でいる

フレックス
制度や
週休３
日制等
の本人の
希望に
応じた働
き方がで
きるシフ
ト体系に
している

健康管
理（メン
タルヘル
スを含
む）を
行ってい
る

研修の
実施や
資格取
得支援
等で、能
力開発
を充実さ
せている

子育てや
家庭での
介護と仕
事の両
立支援
を行って
いる

新人の
指導担
当を置い
ている

管理者
やリー
ダー層が
部下育
成や職
場環境
向上に
向けた研
修を受
講してい
る

従 ９人以下 24 25.0 20.8 20.8 29.2 4.2 8.3 25.0 0.0 0.0
業 10～19人 26 42.3 53.8 30.8 3.8 7.7 19.2 30.8 7.7 3.8
員 20～49人 25 44.0 44.0 56.0 16.0 0.0 44.0 12.0 20.0 16.0
数 50人以上 30 33.3 33.3 46.7 13.3 3.3 43.3 33.3 26.7 30.0
事 通所系 42 31.0 35.7 35.7 16.7 4.8 16.7 28.6 19.0 16.7

施設居住系 29 44.8 41.4 58.6 6.9 0.0 44.8 27.6 17.2 20.7
業 訪問系 33 36.4 36.4 30.3 21.2 6.1 30.3 18.2 6.1 3.0

単位：％

n

職場内
のコミュニ
ケーション
の円滑
化を図っ
ている

無回答

従 ９人以下 24 41.7 25.0
業 10～19人 26 42.3 3.8
員 20～49人 25 40.0 0.0
数 50人以上 30 26.7 0.0
事 通所系 42 45.2 4.8

施設居住系 29 31.0 0.0
業 訪問系 33 30.3 15.2
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（８）外国人人材の雇用状況 
■ 現在、以下の就労項目で介護の仕事をしている外国人人材の人数を記入

してください。（該当者がいない場合は 0（ゼロ）を記入） 
介護職員が配置されている事業者のみ n=106 

「２～４人」と「１人」がともに 7.5％です。 
 

 

  

1.9

7.5

7.5

77.4 5.7

0 20 40 60 80 100 (%)

5人以上 2～4人 1人 ０人 無回答
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（９）外国人人材の活用による変化 
【外国人人材を雇用している事業者対象】 
■ 外国人人材の活用によって、活用前と比べての変化や現在の状況を教え

てください。（それぞれ１つずつ○） 
該当の通所・施設の事業者 n=18 

「活用前の想定より外国人人材と利用者のコミュニケーションがとれている」「活用前の想
定より外国人人材と日本人職員のコミュニケーションがとれている」「宗教や文化等の違いは
想定より理解が進んだ」で「そう思う」が高くなっています。 
一方、「業務の見直しができた」「施設・事業所の雰囲気がよくなった」は「そう思う」「そう

思わない」に回答が分かれています。 
 

 

  

72.2

50.0

83.3

77.8

77.8

55.6

16.7

38.9

0.0

5.6

5.6

27.8

11.1

11.1

16.7

16.7

16.7

16.7

0 20 40 60 80 100

介護職員の確保ができた

業務の見直しができた

活用前の想定より外国人人材と利用者の
コミュニケーションがとれている

活用前の想定より外国人人材と日本人
職員のコミュニケーションがとれている

宗教や文化等の違いは想定より理解が進んだ

施設・事業所の雰囲気がよくなった

(%)

そう思う そう思わない 無回答
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（１０）外国人人材の活用に当たって特に不安に思うこと 
■ 外国人人材の活用に当たって特に不安に思うことを教えてください。（○

は３つまで） 
外国人人材の介護職員がいない事業者 n=88 

「外国人人材の活用は考えていない」（31.8％）、「利用者とのコミュニケーションに不
安がある」（30.7％）が高くなっています。 
事業別でみると、通所系は「外国人人材の活用は考えていない」、施設居住系は「採用

後の日本語教育、人材育成、生活支援にコストや手間がかかりそう」の割合が他と比べて
高くなっています。 

 

 

 

  

31.8 

5.7 

13.6 

21.6 

21.6 

30.7 

5.7 

15.9 

8.0 

19.3 

0 10 20 30 40 50

外国人人材の活用は考えていない

受入れ方法や制度が分からない

採用するまでのコストや手間がかかりそう

採用後の日本語教育、人材育成、
生活支援にコストや手間がかかりそう

日本人職員とのコミュニケーションに不安がある

利用者とのコミュニケーションに不安がある

宗教や文化の理解が難しそう

活用を検討するまでの余力や時間がない

その他

無回答

（％）
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単位：％

n

外国人
人材の
活用は
考えてい
ない

受入れ
方法や
制度が
分からな
い

採用する
までのコ
ストや手
間がかか
りそう

採用後
の日本
語教育､
人材育
成､生活
支援にコ
ストや手
間がかか
りそう

日本人
職員との
コミュニ
ケーション
に不安が
ある

利用者と
のコミュニ
ケーション
に不安が
ある

宗教や
文化の
理解が
難しそう

活用を
検討する
までの余
力や時
間がない

その他

事 通所系 38 44.7 5.3 15.8 10.5 21.1 34.2 5.3 21.1 5.3
施設居住系 18 22.2 0.0 27.8 55.6 27.8 22.2 11.1 11.1 11.1

業 訪問系 29 24.1 10.3 3.4 17.2 20.7 31.0 3.4 10.3 10.3

単位：％
n 無回答

事 通所系 38 10.5
施設居住系 18 16.7

業 訪問系 29 27.6
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４ 業務の効率化・生産性向上について 

（１）業務の効率化や生産性向上に向けた法人の取組状況 
■ 業務の効率化や生産性向上に向けた法人の取組状況を教えてください。

（各項目１つずつ○） 
n=132 

「すでに取り組んでいる」について、「業務の内容や役割分担の見直し」で 50.0％、「業
務の標準化」で 46.2％、「ＩＣＴ機器の活用・記録の電子化」で 53.8％、「介護ロボッ
トの導入」で 9.1％、「元気高齢者等の介護助手」について 19.7％です。 
ＩＣＴ機器の活用・記録の電子化について、事業別でみると、通所系は「実施予定な

し」の割合が他と比べて高くなっています。従業員数別でみると、概ね従業員数が増えるに
従い「すでに取り組んでいる」の割合が高くなっています。 
元気高齢者等の介護助手について、事業別でみると、施設居住系は「すでに取り組ん

でいる」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

  

50.0 

46.2 

53.8 

9.1 

19.7 

31.1 

26.5 

12.9 

7.6 

4.5 

11.4 

17.4 

18.2 

28.0 

37.9 

5.3 

6.8 

13.6 

53.8 

35.6 

2.3 

3.0 

1.5 

1.5 

2.3 

0 20 40 60 80 100

業務の内容や役割分担の見直し

業務の標準化

ＩＣＴ機器の活用・記録の電子化

介護ロボットの導入

元気高齢者等の介護助手の活用

(%)

すでに取り組んでいる 実施に向けて調整中 興味・関心はある 実施予定なし 無回答



 

164 

 

○業務の内容や役割分担の見直し 

 

 

○業務の標準化（マニュアル作成等） 

 
 

○ＩＣＴ機器の活用・記録の電子化 

 

 

  

単位：％

n
すでに取
り組んで
いる

実施に
向けて調
整中

興味・関
心はある

実施予
定なし

無回答

従 ９人以下 40 37.5 37.5 10.0 12.5 2.5
業 10～19人 32 43.8 34.4 15.6 3.1 3.1
員 20～49人 28 67.9 17.9 14.3 0.0 0.0
数 50人以上 30 60.0 26.7 6.7 3.3 3.3
事 通所系 43 55.8 23.3 9.3 9.3 2.3

施設居住系 29 55.2 27.6 13.8 3.4 0.0
業 訪問系 58 41.4 39.7 12.1 3.4 3.4

単位：％

n
すでに取
り組んで
いる

実施に
向けて調
整中

興味・関
心はある

実施予
定なし

無回答

従 ９人以下 40 25.0 32.5 22.5 17.5 2.5
業 10～19人 32 50.0 18.8 25.0 3.1 3.1
員 20～49人 28 60.7 21.4 14.3 0.0 3.6
数 50人以上 30 56.7 30.0 6.7 3.3 3.3
事 通所系 43 48.8 18.6 18.6 11.6 2.3

施設居住系 29 51.7 31.0 10.3 3.4 3.4
業 訪問系 58 39.7 31.0 20.7 5.2 3.4

単位：％

n
すでに取
り組んで
いる

実施に
向けて調
整中

興味・関
心はある

実施予
定なし

無回答

従 ９人以下 40 40.0 7.5 22.5 27.5 2.5
業 10～19人 32 37.5 15.6 28.1 15.6 3.1
員 20～49人 28 64.3 14.3 14.3 7.1 0.0
数 50人以上 30 76.7 16.7 6.7 0.0 0.0
事 通所系 43 48.8 11.6 9.3 30.2 0.0

施設居住系 29 72.4 13.8 10.3 3.4 0.0
業 訪問系 58 48.3 13.8 27.6 6.9 3.4
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○介護ロボットの導入 

 

 

○元気高齢者等の介護助手（専門性を必要としない業務を担当）の活用 

 

  

単位：％

n
すでに取
り組んで
いる

実施に
向けて調
整中

興味・関
心はある

実施予
定なし

無回答

従 ９人以下 40 0.0 0.0 12.5 85.0 2.5
業 10～19人 32 0.0 3.1 43.8 50.0 3.1
員 20～49人 28 10.7 10.7 28.6 50.0 0.0
数 50人以上 30 30.0 20.0 33.3 16.7 0.0
事 通所系 43 7.0 4.7 32.6 55.8 0.0

施設居住系 29 27.6 20.7 31.0 20.7 0.0
業 訪問系 58 1.7 3.4 22.4 69.0 3.4

単位：％

n
すでに取
り組んで
いる

実施に
向けて調
整中

興味・関
心はある

実施予
定なし

無回答

従 ９人以下 40 10.0 0.0 30.0 57.5 2.5
業 10～19人 32 6.3 15.6 43.8 31.3 3.1
員 20～49人 28 28.6 3.6 39.3 28.6 0.0
数 50人以上 30 40.0 0.0 40.0 16.7 3.3
事 通所系 43 18.6 11.6 30.2 37.2 2.3

施設居住系 29 41.4 0.0 48.3 10.3 0.0
業 訪問系 58 10.3 1.7 36.2 48.3 3.4
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（２）他の法人と一体的に取り組んでいる事業 

■ 他の法人と一体的に取り組んでいる事業はありますか。（あてはまるもの
すべてに○） 

n=132 
「特になし」が 56.8％と最も高く、次いで「合同で研修会を開催」が 27.3％、「地域活

動に一緒に参加」が 15.2％、「災害時の協力体制」が 13.6％となっています。 
事業別でみると、施設居住系は「災害時の協力体制」の割合が他と比べて高くなってい

ます。 

 

 

 

 

  

56.8 

27.3 

15.2 

3.0 

13.6 

3.8 

2.3 

0 20 40 60 80 100

特になし

合同で研修会を開催

地域活動に一緒に参加

物品の共同購入

災害時の協力体制

その他

無回答

（％）

単位：％

n

特になし 合同で
研修会
を開催

地域活
動に一
緒に参
加

物品の
共同購
入

災害時
の協力
体制

その他 無回答

従 ９人以下 40 70.0 22.5 7.5 2.5 2.5 2.5 2.5
業 10～19人 32 50.0 31.3 15.6 3.1 6.3 6.3 6.3
員 20～49人 28 57.1 28.6 21.4 0.0 14.3 3.6 0.0
数 50人以上 30 46.7 30.0 16.7 3.3 36.7 3.3 0.0
事 通所系 43 58.1 25.6 16.3 4.7 14.0 7.0 2.3

施設居住系 29 48.3 24.1 17.2 0.0 27.6 3.4 0.0
業 訪問系 58 60.3 29.3 13.8 3.4 6.9 1.7 3.4
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５ 地域での活動について 

（１）豊田市内で参加している地域活動 

■ 豊田市内でどのような地域活動に参加していますか。（あてはまるものす
べてに○） 

n=132 
「医療介護連携・協議体など地域のネットワーク等に参加している」が 43.9％と最も高く、

次いで「地域のイベント・祭りに参加している」が 34.1％となっています。なお、「特にない」が
28.8％となっています。 
従業員数別でみると、50 人以上は参加している活動の数が他と比べて多くなっています。 

 

 

  

15.9 

15.9 

43.9 

15.9 

11.4 

5.3 

12.1 

34.1 

4.5 

28.8 

2.3 

0 10 20 30 40 50

自治区やボランティアグループの
学習会の講師等をしている

民生委員や自治区長の相談にのっている

医療介護連携・協議体など地域の
ネットワーク等に参加している

住民向けのイベントや施設開放を実施している

施設や事務所をボランティアグループ
などの活動に提供している
ボランティアグループと連携して
介護や生活支援を実施している

災害時の対応について地域と話し合っている

地域のイベント・祭りに参加している

その他

特にない

無回答

（％）
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単位：％

n

自治区
やボラン
ティアグ
ループの
学習会
の講師
等をして
いる

民生委
員や自
治区長
の相談に
のってい
る

医療介
護連携・
協議体
など地域
のネット
ワーク等
に参加し
ている

住民向
けのイベ
ントや施
設開放
を実施し
ている

施設や
事務所
をボラン
ティアグ
ループな
どの活動
に提供し
ている

ボランティ
アグルー
プと連携
して介護
や生活
支援を
実施して
いる

災害時
の対応に
ついて地
域と話し
合ってい
る

地域のイ
ベント・
祭りに参
加してい
る

その他

従 ９人以下 40 12.5 7.5 32.5 5.0 2.5 0.0 0.0 20.0 2.5
業 10～19人 32 6.3 9.4 50.0 9.4 6.3 0.0 9.4 31.3 3.1
員 20～49人 28 3.6 7.1 32.1 7.1 10.7 0.0 17.9 39.3 7.1
数 50人以上 30 40.0 43.3 60.0 40.0 30.0 23.3 26.7 53.3 6.7
事 通所系 43 16.3 20.9 39.5 25.6 16.3 9.3 16.3 32.6 4.7

施設居住系 29 27.6 34.5 48.3 27.6 24.1 10.3 31.0 62.1 6.9
業 訪問系 58 10.3 3.4 44.8 3.4 1.7 0.0 0.0 20.7 3.4

単位：％

n 特にない 無回答

従 ９人以下 40 50.0 0.0
業 10～19人 32 21.9 6.3
員 20～49人 28 21.4 3.6
数 50人以上 30 16.7 0.0
事 通所系 43 34.9 0.0

施設居住系 29 10.3 3.4
業 訪問系 58 34.5 3.4
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（２）若年層との交流状況 
■ 令和元年度から現在までの、若年層（小学生・中学生・高校生・大学や専

門学校生）との交流状況を教えてください。（それぞれ該当するものに○、
その他は該当がある場合は記述） 

n=132 
交流している割合（「全体」－「該当なし」－「無回答」）をみると、「学校への出張授

業」が 16.7％、「社会見学や職場体験、実習生の受入れ」が 44.7％、「利用者とのふれ
あい」が 19.0％となっています。「社会見学や職場体験、実習生の受入れ」については、
「中学生」が 26.5％、「大学・専門学校生」が 25.0％となっています。 
従業員数別でみると、50 人以上はすべての項目で「実施している」の割合が他と比べて

高くなっています。 
 
○交流している割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇学校への出張授業 

 
  

9.1 

5.3 

8.3 

3.8 

71.2 

12.1 

0 20 40 60 80 100

小学生

中学生

高校生

大学・専門学校生

該当なし

無回答

（％）

16.7 

44.7 

19.0 

0 10 20 30 40 50

学校への出張授業

社会見学や職場体験、
実習生の受入れ

利用者とのふれあい

（％）
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〇社会見学や職場体験、実習生の受入れ 

 

 

〇利用者とのふれあい（ボランティア、学生の発表見学、利用者の創作物を学校に提供等） 

 

  

11.4 

26.5 

15.9 

25.0 

51.5 

3.8 

0 20 40 60 80 100

小学生

中学生

高校生

大学・専門学校生

該当なし

無回答

（％）

10.6 

9.8 

6.1 

3.8 

71.2 

9.8 

0 20 40 60 80 100

小学生

中学生

高校生

大学・専門学校生

該当なし

無回答

（％）
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○「交流している」の割合 

 

  

単位：％

n

学校への
出張授
業

社会見
学や職
場体
験、実
習生の
受入れ

利用者と
のふれあ
い（ボラ
ンティア、
学生の
発表見
学、利
用者の
創作物
を学校に
提供
等）

従 ９人以下 40 7.5 22.5 5.0
業 10～19人 32 9.4 43.8 21.9
員 20～49人 28 10.7 35.7 21.4
数 50人以上 30 43.3 83.3 33.3
事 通所系 43 20.9 58.1 25.6

施設居住系 29 31.0 72.4 34.5
業 訪問系 58 6.9 20.7 5.2
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６ 高齢者福祉等について 

（１）在宅での介護を断念し施設等へ入所する理由 
■ ご本人や家族等が特に、どのようなことで、自宅での介護を断念し施設等

へ入所することになるとお考えですか。（○は３つまで） 
n=132 

「認知症等による問題行動が多くなったとき」が 77.3％と最も高く、次いで「夜間の介護
負担が大きくなったとき」が 51.5％、「排せつ（の介護）が難しくなったとき」が 47.7％とな
っています。 
事業別でみると、施設居住系は「認知症等による問題行動が多くなったとき」「夜間の介

護負担が大きくなったとき」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

  

12.1 

47.7 

22.7 

32.6 

77.3 

51.5 

31.8 

1.5 

0 20 40 60 80 100

食べること（の介護）が難しくなったとき

排せつ（の介護）が難しくなったとき

室内の移動（の介護）が難しくなったとき

複雑な医療の処置が必要になったとき

認知症等による問題行動が多くなったとき

夜間の介護負担が大きくなったとき

（介護者が別居の場合）介護者の
通いの負担が大きくなったとき

無回答

（％）

単位：％

n

食べるこ
と（の介
護）が
難しく
なったとき

排せつ
（の介
護）が
難しく
なったとき

室内の
移動
（の介
護）が
難しく
なったとき

複雑な
医療の
処置が
必要に
なったとき

認知症
等による
問題行
動が多く
なったとき

夜間の
介護負
担が大き
くなったと
き

（介護
者が別
居の場
合）介
護者の
通いの負
担が大き
くなったと
き

無回答

従 ９人以下 40 17.5 50.0 30.0 40.0 72.5 42.5 25.0 0.0
業 10～19人 32 9.4 40.6 15.6 37.5 65.6 43.8 40.6 6.3
員 20～49人 28 14.3 57.1 14.3 25.0 82.1 57.1 46.4 0.0
数 50人以上 30 6.7 43.3 30.0 23.3 90.0 66.7 20.0 0.0
事 通所系 43 20.9 46.5 30.2 32.6 76.7 39.5 23.3 0.0

施設居住系 29 3.4 62.1 24.1 13.8 93.1 69.0 27.6 0.0
業 訪問系 58 10.3 43.1 17.2 39.7 69.0 53.4 37.9 3.4
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（２）認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために 
■ 認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために、どのよ

うなことに取り組む必要があると思いますか。（○は３つまで） 
n=132 

「認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる」（55.3％）、「認知症につい
て、住民の理解を深める」（53.8％）、「認知症になっても仕事やボランティア活動ができ
る機会をつくる」（40.9％）が高くなっています。 
事業別でみると、施設居住系は「認知症について、住民の理解を深める」の割合が他と

比べて高くなっています。 
 

 

  

53.8 

21.2 

23.5 

25.8 

40.9 

19.7 

55.3 

15.9 

4.5 

3.0 

0 20 40 60 80 100

認知症について、住民の理解を深める

認知症について、企業の理解を深める

認知症の早期発見の重要性についてPRする

認知症の早期発見への機会（健康診断費用補助、
早期発見アプリなど）をつくる

認知症になっても仕事やボランティア
活動ができる機会をつくる

認知症の人とその家族同士が一緒に集う機会をつくる

認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる

お店の人や公共サービスの職員が適切な
対応ができるお店（認証店など）を増やす

認知症の人が、自らの経験を語る機会をつくる

無回答

（％）
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単位：％

n

認知症
につい
て、住民
の理解を
深める

認知症
につい
て、企業
の理解を
深める

認知症
の早期
発見の
重要性
について
PRする

認知症
の早期
発見への
機会
（健康
診断費
用補助、
早期発
見アプリ
など）を
つくる

認知症
になって
も仕事や
ボランティ
ア活動が
できる機
会をつく
る

認知症
の人とそ
の家族
同士が
一緒に
集う機会
をつくる

認知症
の人の家
族が、い
つでも相
談できる
機会をつ
くる

お店の人
や公共
サービス
の職員が
適切な
対応がで
きるお店
（認証
店など）
を増やす

認知症
の人が、
自らの経
験を語る
機会をつ
くる

無回答

従 ９人以下 40 40.0 17.5 15.0 20.0 45.0 22.5 62.5 20.0 7.5 2.5
業 10～19人 32 50.0 28.1 28.1 25.0 37.5 15.6 53.1 3.1 3.1 9.4
員 20～49人 28 64.3 25.0 28.6 25.0 39.3 25.0 53.6 7.1 3.6 0.0
数 50人以上 30 66.7 16.7 23.3 33.3 43.3 16.7 50.0 26.7 3.3 0.0
事 通所系 43 58.1 25.6 27.9 23.3 39.5 11.6 46.5 18.6 2.3 4.7

施設居住系 29 75.9 10.3 24.1 31.0 41.4 24.1 55.2 20.7 3.4 0.0
業 訪問系 58 39.7 24.1 19.0 25.9 39.7 24.1 62.1 12.1 6.9 3.4
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第６章 ケアマネジャーアンケート 
１ 回答者の法人について 

（１）所属する法人等 

■ 所属する法人等（○は１つ） 

n=112 
「営利法人」が 42.0％、「社会福祉法人」が 35.7％、「医療法人」が 10.7％となって

います。 
 

 
 

 

（２）従事するケアマネジャーの人数 
■ 豊田市内の貴事業所に従事するケアマネジャーは合計で何人ですか。（○

は１つ） 
※非常勤職員（兼務も含む）も、１人として換算してください。 

n=112 
「2～3人」が 50.9％と最も高く、次いで「4～6人」が 27.7％です。 

 

 

  

35.7 10.7 42.0 6.3 5.4

0 20 40 60 80 100 (%)

社会福祉法人 医療法人 営利法人 その他 無回答

13.4 50.9 27.7

1.8

1.8

4.5

0 20 40 60 80 100 (%)

1人 2～3人 4～6人 7～9人 10人以上 無回答
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２ 回答者の属性について 

（１）年齢 
n=112 

「50歳代」が 43.8％と最も高く、次いで「40歳代」が 31.3％です。 
 

 
 

（２）経験年数 
n=112 

「10年以上」が 36.6％、「５年以上 10年未満」が 30.4％となっています。 
 

 

  

0.0

7.1 31.3 43.8 13.4 4.5

0 20 40 60 80 100 (%)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 無回答

27.7 30.4 36.6 5.4

0 20 40 60 80 100 (%)

５年未満 ５年以上10年未満 10年以上 無回答
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（３）保有資格 
n=112 

「介護福祉士」が 58.9％と最も高く、次いで「社会福祉士」が 18.8％、「看護師・准看
護師」が 16.1％となっています。 

 

 
 

 

（４）主任ケアマネジャーの資格の有無 
n=112 

「資格を有していない」が 49.1％、「資格を有する」が 46.4％となっています。 

 

 

  

16.1 

58.9 

18.8 

2.7 

12.5 

5.4 

0 20 40 60 80 100

看護師・准看護師

介護福祉士

社会福祉士

保健師

その他

無回答

（％）

46.4 49.1 4.5

0 20 40 60 80 100 (%)

資格を有する 資格を有していない 無回答
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３ 業務やケアプランについて 

（１）仕事への満足度 

■ ケアマネジャーとして満足のいく仕事ができていますか。（○は１つ） 

n=112 
「まあまあ満足」が 59.8％と最も高く、次いで「あまり満足でない」が 21.4％です。 
前回と比べて「まあまあ満足」が増加し、「あまり満足でない」が減少しています。 
経験年数別でみると、２年未満は「あまり満足でない」「満足でない」の割合が他と比べ

て高くなっています。 
 

 
 

 
 

  

6.7 

8.9 

53.3 

59.8 

31.4 

21.4 

3.8 

2.7 

4.8 

7.1 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

満足 まあまあ満足 あまり満足でない 満足でない 無回答

単位：％

n
満足 まあまあ

満足
あまり満
足でない

満足でな
い

無回答

主 資格有 52 11.5 63.5 23.1 0.0 1.9
任 資格無 55 7.3 61.8 21.8 5.5 3.6
経 ２年未満 11 0.0 36.4 36.4 18.2 9.1
験 ２年以上５年未満 20 10.0 70.0 15.0 0.0 5.0
年 ５年以上10年未満 34 11.8 58.8 29.4 0.0 0.0
数 10年以上 41 9.8 68.3 17.1 2.4 2.4
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（２）主な担当地区 
n=112 

「挙母」が 43.8％と最も高く、次いで「高橋」が 34.8％、「猿投」が 33.0％となっていま
す。 
 

 
 

 

（３）利用者宅への訪問時間 
■ 利用者宅への訪問について、一人当たりの時間を十分に取れていますか。

（○は１つ） 
n=112 

「まあまあ取れている」が 62.5％と最も高く、次いで「十分取れている」が 25.9％です。 
前回と比べて、「まあまあ取れている」が増加し、「あまり取れていない」が減少しています。 
 

 
  

43.8 

34.8 

21.4 

24.1 

33.0 

13.4 

15.2 

12.5 

5.4 

0 10 20 30 40 50

挙母

高橋

上郷

高岡

猿投

松平・下山

藤岡・小原

足助・旭・稲武

無回答

（％）

27.6 

25.9 

57.1 

62.5 

12.4 

7.1 

0.0 

0.0 

2.9 

4.5 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

十分取れている まあまあ取れている あまり取れていない 取れていない 無回答
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（４）担当している件数 
■ あなたが担当している件数（○は１つ） 
※地域包括支援センターからの委託分については「0.5」とカウントしてくだ
さい。 

n=112 
「35 件以上 40 件未満」が 32.1％と最も高く、次いで「30 件以上 35 件未満」が

19.6％となっています。 
前回と比べて、「10件未満」と「40件以上」がやや増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域包括支援センターからの委託件数 
■ あなたが担当している案件のうち地域包括支援センターから委託を受け

ている件数（○は１つ） 
※１件「1.0」とカウントしてください。 

n=112 
「０件」が 50.9％と最も高く、次いで「１～４件」が 31.3％です。 

 

  

50.9 31.3 8.0 5.4 4.5

0 20 40 60 80 100 (%)

０件 １～４件 ５～９件 10件以上 無回答

5.7 

11.4 

16.2 

21.9 

33.3 

8.6 

2.9 

11.6 

7.1 

13.4 

19.6

32.1

11.6 

4.5 

0 20 40 60 80 100

10件未満

10件以上20件未満

20件以上30件未満

30件以上35件未満

35件以上40件未満

40件以上

無回答

（％）

前回（R元）

今回（R4）
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（６）「ケアプラン」について 
■ 「ケアプラン」について、次の①から④まで教えてください。（○はそれ

ぞれ１つ） 
n=112 

①サービス担当者会議で利用者や家族が出席する割合 

「９割以上」が 84.8％で、前回と比べて減少しています。 
 

 

  

93.3 

84.8 

3.8 

7.1 

1.0 

2.7 

1.0 

0.9 

1.0 

4.5 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

９割以上 ７～８割程度 ５～６割程度 ４割以下 無回答
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②民間事業者（配食、生活支援）のサービスをケアプランに記載している割合 

「１～２割程度」が 37.5％と最も高く、次いで「３～４割程度」が 28.6％です。 
前回と比べて「５割以上」「３～４割程度」が増加しています。 
主任資格別でみると、資格有は「５割以上」の割合が資格無と比べて高くなっています。 

 
 

 
 

 

 

 

  

1.0 

18.8 

20.0 

28.6 

65.7 

37.5 

11.4 

8.0 

1.9 

7.1 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

５割以上 ３～４割程度 １～２割程度 ほとんどない 無回答

単位：％

n
５割以
上

３～４
割程度

１～２
割程度

ほとんどな
い

無回答

主 資格有 52 23.1 30.8 34.6 1.9 9.6
任 資格無 55 12.7 27.3 41.8 12.7 5.5
経 ２年未満 11 18.2 27.3 54.5 0.0 0.0
験 ２年以上５年未満 20 15.0 40.0 35.0 10.0 0.0
年 ５年以上10年未満 34 20.6 23.5 38.2 11.8 5.9
数 10年以上 41 17.1 26.8 36.6 4.9 14.6
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③地域住民の助け合いや見守り、ボランティア団体などをケアプランに記載し
ている割合 

「１～２割程度」が 46.4％と最も高く、次いで「ほとんどない」が 36.6％です。前回と比
べて、「３～４割程度」が増加し、「ほとんどない」が減少しています。 
経験年数別でみると、２年未満は「ほとんどない」の割合が他と比べて高くなっています。 
 

 
 

 

  

0.0 

0.9 

1.9 

9.8 

44.8 

46.4 

53.3 

36.6 

0.0 

6.3 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

５割以上 ３～４割程度 １～２割程度 ほとんどない 無回答

単位：％

n
５割以
上

３～４
割程度

１～２
割程度

ほとんどな
い

無回答

主 資格有 52 1.9 7.7 53.8 28.8 7.7
任 資格無 55 0.0 9.1 40.0 45.5 5.5
経 ２年未満 11 0.0 0.0 36.4 63.6 0.0
験 ２年以上５年未満 20 0.0 15.0 45.0 40.0 0.0
年 ５年以上10年未満 34 0.0 5.9 61.8 26.5 5.9
数 10年以上 41 2.4 9.8 39.0 36.6 12.2
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④ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）に取り組んでいる利用者の割合 

「ほとんどない」が 50.9％と最も高く、次いで「１～２割程度」が 31.3％です。 
経験年数別でみると、２年未満は「ほとんどない」の割合が他と比べて高くなっています。 

 

 
 

 

  

0.0

3.6 6.3 31.3 50.9 8.0

0 20 40 60 80 100 (%)

７割以上 ５～６割程度 ３～４割程度 １～２割程度 ほとんどない 無回答

単位：％

n
７割以
上

５～６
割程度

３～４
割程度

１～２
割程度

ほとんどな
い

無回答

主 資格有 52 0.0 3.8 5.8 34.6 44.2 11.5
任 資格無 55 0.0 3.6 5.5 27.3 58.2 5.5
経 ２年未満 11 0.0 0.0 9.1 18.2 72.7 0.0
験 ２年以上５年未満 20 0.0 5.0 0.0 45.0 50.0 0.0
年 ５年以上10年未満 34 0.0 2.9 5.9 29.4 55.9 5.9
数 10年以上 41 0.0 4.9 4.9 29.3 43.9 17.1
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（７）在宅介護において不足していると感じるサービスや支援 
■ 在宅介護において、ケアプラン作成でどのようなサービスや支援が特に

不足していると感じますか。（○は３つまで） 
n=112 

「ゴミ出し、見守りなど近所・地域の支援」が 49.1％と最も高く、次いで「介助が可能な
移送支援サービス」が 44.6％、「訪問系の居宅サービス」が 37.5％、「（介護）小規模
多機能や定期巡回、夜間対応など地域密着型サービス」が 36.6％、「住民が自ら運営す
る自主的な通いの場」が 30.4％となっています。 
主任資格別でみると、資格有は「（介護）小規模多機能や定期巡回、夜間対応など

地域密着型サービス」の割合が資格無と比べて高くなっています。 
 

 

 

  

37.5 

44.6 

5.4 

30.4 

6.3 

36.6 

3.6 

26.8 

49.1 

0.9 

6.3 

0 20 40 60 80 100

訪問系の居宅サービス

介助が可能な移送支援サービス

通所系の居宅サービス

住民が自ら運営する自主的な通いの場

短期入所系のサービス

（介護）小規模多機能や定期巡回、
夜間対応など地域密着型サービス

訪問診療・看護など在宅医療

配食・宅配・家事等の生活支援サービス

ゴミ出し、見守りなど近所・地域の支援

特に不足することはない

無回答

（％）
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単位：％

n

訪問系
の居宅
サービス

介助が
可能な
移送支
援サービ
ス

通所系
の居宅
サービス

住民が
自ら運営
する自主
的な通い
の場

短期入
所系の
サービス

（介
護）小
規模多
機能や
定期巡
回、夜間
対応など
地域密
着型サー
ビス

訪問診
療・看護
など在宅
医療

配食・宅
配・家事
等の生
活支援
サービス

ゴミ出し、
見守りな
ど近所・
地域の
支援

資 資格有 52 38.5 50.0 3.8 21.2 3.8 44.2 1.9 19.2 48.1
格 資格無 55 34.5 40.0 5.5 36.4 7.3 30.9 5.5 30.9 52.7
経 ２年未満 11 45.5 36.4 0.0 18.2 18.2 27.3 9.1 45.5 63.6
験 ２年以上５年未満 20 45.0 50.0 5.0 40.0 5.0 45.0 5.0 35.0 45.0
年 ５年以上10年未満 34 32.4 38.2 2.9 35.3 2.9 38.2 2.9 20.6 50.0
数 10年以上 41 31.7 51.2 7.3 19.5 4.9 36.6 2.4 17.1 51.2

単位：％

n
特に不
足するこ
とはない

無回答

主 資格有 52 1.9 7.7
任 資格無 55 0.0 5.5
経 ２年未満 11 0.0 0.0
験 ２年以上５年未満 20 0.0 0.0
年 ５年以上10年未満 34 0.0 5.9
数 10年以上 41 2.4 12.2
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（８）本人の社会参加の実現状況 
■ ケアプランの PDCA をまわしていくことを通じて、本人の社会参加※を

実現することができていますか。（○は１つ） 
※ここでいう「社会参加」とは、介護保険サービスのみにかかわらず、高
齢者が自宅の外で家族以外の人と接することと定義します。 

n=112 
「あまり社会参加を実現できていない」が 45.5％と最も高く、次いで「ある程度、社会参

加を実現できている」が 32.1％です。 
主任資格別でみると、資格無は「あまり社会参加を実現できていない」の割合が資格有

と比べて高くなっています。 
 

 
 

 

  

0.0 

0.0 

35.2 

32.1 

44.8 

45.5 

19.0 

15.2 

1.0 

7.1 

0 20 40 60 80 100

前回（R元）

今回（R4）

(%)

十分に社会参加を実現できている

ある程度、社会参加を実現できている

あまり社会参加を実現できていない

ほとんど社会参加を実現できていない

無回答

単位：％

n

十分に
社会参
加を実
現できて
いる

ある程
度、社会
参加を
実現でき
ている

あまり社
会参加
を実現で
きていな
い

ほとんど
社会参
加を実
現できて
いない

無回答

主 資格有 52 0.0 38.5 38.5 13.5 9.6
任 資格無 55 0.0 27.3 49.1 18.2 5.5
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（９）本人の社会参加の課題 
■ ケアプランを作成するうえで、本人の社会参加について、特にどのような

課題がありますか。（○は３つまで） 
n=112 

「社会参加に関する本人や家族介護者の意欲が弱い」（61.6％）、「社会参加を実
現するための、インフォーマルな支援が不足している」（58.0％）が高くなっています。 
主任資格別でみると、資格有は「社会参加に関する本人や家族介護者の意欲が弱い」

の割合が資格無と比べて高くなっています。 
 

 

  

31.3 

6.3 

6.3 

19.6 

17.9 

58.0 

61.6 

28.6 

0.0 

6.3 

0 20 40 60 80 100

実現が難しく、目標（長期・
短期）に挙げづらい

社会参加の目標について、関係職種
との共有が不十分である

社会参加を目標としているが、
サービス事業所の取組が不十分である

社会参加を実現するよりも、他の目標を
優先すると限度額いっぱいなる

社会参加を実現するための、
フォーマルなサービスが不足している

社会参加を実現するための、
インフォーマルな支援が不足している

社会参加に関する本人や
家族介護者の意欲が弱い

社会参加を実現するために、
地域住民や商店などの理解が弱い

特にない

無回答

（％）
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単位：％

n

実現が
難しく、
目標
（長期・
短期）に
挙げづら
い

社会参
加の目
標につい
て、関係
職種との
共有が
不十分
である

社会参
加を目標
としている
が、サー
ビス事業
所の取
組が不
十分であ
る

社会参
加を実現
するより
も、他の
目標を優
先すると
限度額
いっぱい
なる

社会参
加を実現
するため
の、フォー
マルな
サービス
が不足し
ている

社会参
加を実現
するため
の、イン
フォーマル
な支援が
不足して
いる

社会参
加に関す
る本人や
家族介
護者の
意欲が
弱い

社会参
加を実現
するため
に、地域
住民や
商店など
の理解が
弱い

特にない 無回答

主 資格有 52 23.1 7.7 3.8 17.3 23.1 48.1 69.2 34.6 0.0 7.7
任 資格無 55 38.2 5.5 7.3 21.8 10.9 63.6 56.4 25.5 0.0 5.5
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（１０）「認定者本人」の各種相談やケアプラン作成などでの困難ケースの原因 
■ 「認定者本人」とのやり取りにおいて、各種相談やケアプラン作成などで

「困った」と思うケースについて、主な原因はどのようなことですか。（あ
てはまるものすべてに○） 

n=112 
「経済的に困窮している」（63.4％）、「必要な介護・福祉サービスを拒否する」

（61.6％）、「在宅の意思が強いが独居等で在宅に限界がある」（52.7％）、「認知
症などで本人の意思決定が困難である」（47.3％）の順に高くなっています。 

 

 

 

  

63.4 

9.8 

36.6 

47.3 

26.8 

52.7 

17.9 

61.6 

1.8 

6.3 

0 20 40 60 80 100

経済的に困窮している

医療依存度が高い

重いBPSD（行動・心理症状）がある

認知症などで本人の意思決定が困難である

本人がすぐに忘れてしまうので、
何回も説明が必要である

在宅の意思が強いが独居等で
在宅に限界がある

必要な医療を拒否する

必要な介護・福祉サービスを拒否する

特に困ることはない

無回答

（％）
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（１１）「認定者本人の家族」の各種相談やケアプラン作成などでの困難ケースの
原因 
■ 「認定者本人の家族」とのやり取りにおいて、各種相談やケアプラン作成

などで「困った」と思うケースについて、主な原因はどのようなことです
か。（あてはまるものすべてに○） 

n=112 
「主介護者と、その他の家族・親族との意見が異なる」が 70.5％と最も高く、次いで「認

定者本人に対して無関心である」が 53.6％、「必要以上のサービス提供をのぞまれる」が
46.4％となっています。 

 

 

 
 

 

 

  

53.6 

46.4 

70.5 

7.1 

17.9 

3.6 

4.5 

0 20 40 60 80 100

認定者本人に対して無関心である

必要以上のサービス提供をのぞまれる

主介護者と、その他の家族・
親族との意見が異なる

本人が認知症であることを隠してほしいと
言われ、適切なサービス提供をできない

虐待がある

特に困ることはない

無回答

（％）
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（１２）今後、連携を深めたい職種 

■ 今後、連携を特に深めたい職種はありますか。（○は３つまで） 

n=112 
「医師」（41.1％）、「ＣＳＷ」（41.1％）、「リハビリ職」（33.9％）、「ＭＳＷ」

（29.5％）の順に高くなっています。 
 

 

  

41.1 

23.2 

0.0 

15.2 

9.8 

1.8 

1.8 

8.0 

6.3 

33.9 

29.5 

41.1 

24.1 

5.4 

0 10 20 30 40 50

医師

看護師

保健師

薬剤師

歯科医師・歯科衛生士

社会福祉士

介護福祉士

精神保健福祉士

栄養士

リハビリ職（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）

ＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）

ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）

（障がい者）相談支援専門員

無回答

（％）
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（１３）医療と連携する上での主な課題 

■ 医療と連携する上で、主な課題はどのようなことですか。（○は３つまで） 

n=112 
「退院までの準備期間が短い」（49.1％）、「医療機関（医師）に連絡を取ることが

難しい」（45.5％）、「サービス担当者会議を調整することが難しい」（39.3％）の順に
高くなっています。 
主任資格別でみると、資格有は「退院までの準備期間が短い」の割合が資格無と比べ

て高くなっています。一方で資格無は「医療やリハビリに関する知識に自信がない」の割合が
資格有と比べて高くなっています。 

 

 
 

 
  

29.5 

25.9 

45.5 

49.1 

26.8 

39.3 

3.6 

1.8 

0 20 40 60 80 100

医療やリハビリに関する知識に自信がない

専門用語が多く理解が難しい

医療機関（医師）に連絡を取ることが難しい

退院までの準備期間が短い

ケアプランを作成する際に、医療機関から
十分な情報提供がない・遅い

サービス担当者会議を調整することが難しい

特に課題はない

無回答

（％）

単位：％

n

医療やリ
ハビリに
関する知
識に自
信がない

専門用
語が多く
理解が
難しい

医療機
関（医
師）に
連絡を
取ること
が難しい

退院まで
の準備
期間が
短い

ケアプラン
を作成す
る際に、
医療機
関から十
分な情
報提供
がない・
遅い

サービス
担当者
会議を
調整する
ことが難
しい

特に課
題はない

無回答

主 資格有 52 19.2 23.1 46.2 57.7 28.8 32.7 3.8 3.8
任 資格無 55 36.4 30.9 45.5 38.2 25.5 43.6 3.6 0.0
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（１４）地域包括支援センターに相談したいとき 
■ 地域包括支援センターにどのような時に相談したいと思いますか。（○は

３つまで） 
n=112 

「担当ケースの対応に困った時」が 84.8％と最も高く、次いで「各種制度や地域資源な
どの情報がほしい時」が 58.0％、「地域ケア個別会議を開催してほしい時」が 53.6％とな
っています。 
主任資格別でみると、資格有は「地域ケア個別会議を開催してほしい時」の割合が資格

無と比べて高くなっています。 
 

 

 

 

  

84.8 

53.6 

58.0 

12.5 

21.4 

0.9 

1.8 

0 20 40 60 80 100

担当ケースの対応に困った時

地域ケア個別会議を開催してほしい時

各種制度や地域資源などの情報がほしい時

他の居宅介護支援事業所と情報交換を
行ったりネットワークを構築したい時

地域の多職種とネットワークを構築したい時

特に相談を必要とすることはない

無回答

（％）

単位：％

n

担当ケー
スの対応
に困った
時

地域ケア
個別会
議を開
催してほ
しい時

各種制
度や地
域資源
などの情
報がほし
い時

他の居
宅介護
支援事
業所と情
報交換
を行った
りネット
ワークを
構築した
い時

地域の
多職種と
ネットワー
クを構築
したい時

特に相
談を必
要とする
ことはな
い

無回答

主 資格有 52 82.7 63.5 53.8 9.6 15.4 0.0 3.8
任 資格無 55 85.5 41.8 61.8 16.4 27.3 1.8 0.0
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（１５）豊田市でのケアマネジャー研修で充実すべきこと 
■ 豊田市でケアマネジャーに対して、どのような研修を特に充実する必要

があると思いますか。（○は５つまで） 
n=112 

「困難事例への対応」（55.4％）、「民間事業者の活用方法」（49.1％）、「地域
住民やボランティア団体との連携」（42.0％）、「精神障がい」（33.9％）の順に高くなっ
ています。 

 

 

  

55.4 

16.1 

33.9 

15.2 

20.5 

13.4 

22.3 

49.1 

42.0 

19.6 

19.6 

19.6 

9.8 

19.6 

7.1 

2.7 

0 20 40 60 80 100

困難事例への対応

認知症

精神障がい

虐待

成年後見

医療知識

在宅における終末期や看取りの対応

民間事業者の活用方法

地域住民やボランティア団体との連携

アセスメントやケアプラン作成の手法

福祉分野の制度理解

他職種との連携

リハビリや自立支援

ファシリテーション・プレゼンテーション技術

面接技法・相談対応の向上

無回答

（％）
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４ 高齢者福祉等について 

（１）自宅での介護を断念し施設等へ入所する理由 
■ ご本人や家族等が特に、どのようなことで自宅での介護を断念し施設等

へ入所することになるとお考えですか。（○は３つまで） 
n=112 

「認知症等による問題行動が多くなったとき」が 81.3％と最も高く、次いで「夜間の介護
負担が大きくなったとき」が 66.1％、「排せつ（の介護）が難しくなったとき」が 48.2％とな
っています。 

 

 

 

 

  

17.9 

48.2 

12.5 

31.3 

81.3 

66.1 

24.1 

1.8 

0 20 40 60 80 100

食べること（の介護）が難しくなったとき

排せつ（の介護）が難しくなったとき

室内の移動（の介護）が難しくなったとき

複雑な医療の処置が必要になったとき

認知症等による問題行動が多くなったとき

夜間の介護負担が大きくなったとき

（介護者が別居の場合）介護者の
通いの負担が大きくなったとき

無回答

（％）
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（２）認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために 
■ 認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をつくるために、どのよ

うなことに取り組む必要があると思いますか。（○は３つまで） 
n=112 

「認知症について、住民の理解を深める」（52.7％）、「認知症になっても仕事やボラン
ティア活動ができる機会をつくる」（46.4％）、「認知症の人の家族が、いつでも相談でき
る機会をつくる」（44.6％）の順に高くなっています。 

 

 

  

52.7 

13.4 

16.1 

26.8 

46.4 

13.4 

44.6 

28.6 

5.4 

7.1 

0 20 40 60 80 100

認知症について、住民の理解を深める

認知症について、企業の理解を深める

認知症の早期発見の重要性についてPRする

認知症の早期発見への機会（健康診断費用
補助、早期発見アプリなど）をつくる

認知症になっても仕事やボランティア
活動ができる機会をつくる

認知症の人とその家族同士が一緒に集う機会をつくる

認知症の人の家族が、いつでも相談できる機会をつくる

お店の人や公共サービスの職員が適切な
対応ができるお店を増やす

認知症の人が、自らの経験を語る機会をつくる

無回答

（％）
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５ 情報通信技術の活用について 

（１）普段利用しているインターネットサービス 
■ 業務かどうかに関わらず、あなたが利用しているインターネットサービ

スは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
n=112 

「電子メールやＳＮＳの利用」が 89.3％、「買い物（ネットショッピング）」（72.3％）、
「情報収集、動画の視聴やオンラインゲーム」（64.3％）、「民間サービスの予約・申請・
届出」（55.4％）が特に高くなっています。 

 

 

  

89.3 

64.3 

72.3 

27.7 

55.4 

29.5 

8.0 

0 20 40 60 80 100

電子メールやＳＮＳの利用

情報収集、動画の視聴やオンラインゲーム

買い物（ネットショッピング）

ネットバンキング・オンライン決済

民間サービスの予約・申請・届出

公共サービスの予約・申請・届出

無回答

（％）
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（２）インターネット利用の質問に対する不安や困ること 
■ 業務かどうかに関わらず、あなたの身近な人や利用者からインターネッ

ト利用についての質問に答える時、あなたが不安なことや困ることは何
ですか。（○は３つまで） 

n=112 
「詐欺等の被害、信頼できるサイトか判断がつかないこと」（54.5％）、「個人情報の

漏洩」（54.5％）が特に高くなっています。 
 

 
 
 

31.3 

25.9 

20.5 

21.4 

54.5 

54.5 

14.3 

7.1 

18.8 

0.0 

6.3 

0 20 40 60 80 100

機器の使い方が分からないこと

インターネット上のサービスの
利用方法が分からないこと

インターネットに関する用語が分からないこと

商品やサービスの購入でお金を
使いすぎる恐れがあること
詐欺等の被害、信頼できる
サイトか判断がつかないこと

個人情報の漏洩

インターネット上で交流する相手とのトラブル

機器の購入費用や月額費用

困った時に助けてもらえる人がいないこと

不安はない

無回答

（％）
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第７章 統計データ・既存調査 
１ 人口と世帯 

今後、本市の高齢者人口は増加します。中でも介護を必要とする人の割合が急増
する 85歳以上人口は、2020年から 2040年にかけての 20年間で 2倍以上に増
加する見込みです。 
世帯については、2020 年時点で、高齢者単独世帯が 20.1％、高齢者夫婦世帯

が 27.0％となっており、合わせると高齢者を含む世帯の約半数となります。 
 

将来推計人口（人） 
 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 

高齢者合計 98,149 103,275 107,349 112,542 119,903 

65～74歳 52,151 44,176 43,104 47,827 54,819 

75～84歳 33,379 42,861 42,871 36,679 36,214 

85歳以上 12,619 16,238 21,374 28,036 28,870 

高齢化率 23.1% 24.3% 25.4% 27.0% 29.3% 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H30年推計）」 

 
高齢者を含む世帯の状況 

 高齢者単独世帯 高齢者夫婦世帯 高齢者同居世帯 

世帯数 12,250 16,455 32,180 

割合 20.1％ 27.0％ 52.9％ 

資料：総務省「国勢調査」（2020年） 
注：割合は「高齢者を含む世帯数」に占める各世帯の割合 
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２ 関連アンケート調査 

 
問 あなたは現状の豊田市のまちにどの程度満足していますか。満足度を７段

階でお答えください。（各設問とも○はひとつ）  
 
高齢者が安心して暮らすことのできるまちとしての満足度が「５～７」の割合がやや増加

しています。世代別で比較すると、高齢者が前回とほぼ変わらないのに対して、現役世代が
前回から上昇し、世代間で差がなくなっています。 

 
・高齢者が安心して暮らすことのできるまちについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
【世代別】 

 
 
 

18～64歳 
 
 
 
 
 
 
 

65歳以上 
 
 
 
 
出典：「第 22回市民意識調査結果（令和元年度）」（豊田市） 

「第 23回市民意識調査結果（令和 3年度）」（豊田市）を加工して作成  

39.3

43.9

60.7

56.1

0 20 40 60 80 100

前回（R元）
n=1,981

今回（R3）
n=1,963

(%)

５～７ ０～４

46.0

43.6

54.0

56.4

0 20 40 60 80 100

前回（R元）
n=953

今回（R3）
n=1,134

(%)

５～７ ０～４

41.4

43.8

58.6

56.2

0 20 40 60 80 100

前回（R元）
n=3,030

今回（R3）
n=3,157

(%)

５～７ ０～４
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問 あなたは、１年以上継続して、１日３０分以上の運動をしていますか。 

（〇はひとつ） 
 

60歳代以上では、１日３０分以上の運動を「週２回以上している」割合が、19歳以
下を除いた他の年代より高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「豊田市健康に関する市民生活実態調査調査結果報告書」令和 4年 10月（豊田市） 

 
 
問 あなたは、歯・口の健康と、全身の病気（糖尿病や心疾患、認知症など）

が関連していることを知っていますか。（〇はひとつ） 
 

50歳代が一番割合が高く、年齢が上がるにつれて低くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「豊田市健康に関する市民生活実態調査調査結果報告書」令和 4年 10月（豊田市）  

60.7

65.7

70.7

74.3

80.4

76.6

70.4

64.7

39.3

34.3

28.7

25.7

19.6

22.6

28.4

33.2

0.6

0.7

1.2

2.1

0 20 40 60 80 100

16～19歳 n=178

20歳代 n=140

30歳代 n=174

40歳代 n=202

50歳代 n=225

60歳代 n=274

70歳代 n=345

80歳以上 n=289

(%)

はい いいえ 無回答

54.5

30.0

16.1

22.8

22.7

38.3

40.0

39.1

13.5

17.1

14.9

17.3

21.3

16.8

19.7

17.6

32.0

52.9

69.0

59.9

55.6

44.2

39.7

41.5

0.4

0.7

0.6

1.7

0 20 40 60 80 100

16～19歳 n=178

20歳代 n=140

30歳代 n=174

40歳代 n=202

50歳代 n=225

60歳代 n=274

70歳代 n=345

80歳以上 n=289

(%)

週２回以上
している

週１回
している

ほとんど
していない

無回答
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問 健康維持のための運動をどのような場所で、どのくらい活動しています

か。 
ｎ＝2,158 

週１回以上の割合をみると、「自宅及び自宅周辺での運動」の割合が高くなっています。 

 
出典：「豊田市高齢者等実態調査結果報告書（令和元年度）」令和 2年 3月（豊田市） 

 

  

47.4 
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5 .5 
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21.4 

9 .1 

10.1 

10.3 

10.4 

10.4 

10.5 

64.6 

0 20 40 60 80 100

自宅及び自宅
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中学校区内
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中学校区の外

での運動

民間のトレーニング

ジムでの運動

医療機関等

での運動

その他

（%）

週1回以上 月1～3回 年に数回 活動していない 無回答
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問 あなたが働くことが可能な場合、どのようなきっかけがあれば、介護業界

で働いたり、ボランティアとして関わることを検討しますか。（あてはま
るものすべてに○） 

ｎ＝2,158 
「介護の仕事やボランティアを直接見学できる施設見学」が 23.7％、「介護のボランティ

アに関わるための講座や説明会」が22.2％となっています。なお、「介護業界で働いたり、ボ
ランティアとして関わることは考えていない」が 48.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
出典：「豊田市高齢者等実態調査結果報告書（令和元年度）」令和 2年 3月（豊田市） 
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無回答

（%）
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問 あなたが、人とのコミュニケーションをする際にお使いの情報通信機器を

お答えください。（〇はいくつでも） 
 

すべての年代で「携帯番号・スマートフォン」の割合が一番高くなっています。ただし、年齢
が上がるにつれて割合が低くなり、80 歳以上では、「固定電話・FAX」とほぼ同じ割合にな
っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「豊田市健康に関する市民生活実態調査調査結果報告書」令和 4年 10月（豊田市） 

 
  

単位：%

n

固定電
話・FAX

携帯電
話･スマー
トフォン

タブレット
型端末

パソコン その他の
通信機器
（インター
ネットに接
続できる
ゲーム機
等）

使ってい
ない

無回答

60歳代　 274 31.8 90.9 3.6 17.5 0.4 5.8 0.0
70歳代　 345 48.4 79.4 4.3 14.8 1.2 7.8 0.9
80歳以上　 289 48.8 50.5 2.4 6.9 0.3 21.1 2.1
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